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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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前巻のあらすじ　里帰りしたまま消息を絶ったみかんを追って〈アストラル〉は葛城家へ。そこで待ち受けていたのは恐るべき『鬼の祭り』。みかんは〈人柱〉として蔵に閉じこめられ、姉の香は鬼にさらわれる。そして祭りの太鼓が鳴り響くこの地に〈協会〉の影崎が降り立つ。果たして〈アストラル〉は『鬼の祭り』を止められるか!?







　イラスト／ｐａｋｏ













　──彼の地くにに、多さはに蛍ほたる火びの光かがやく神、及および蠅声サバエなす邪あしき神あり。復また、草木ことごとくに能よく言語ものいふことあり。（中略）「吾われ葦あし原はらの中なかつ国くにの邪しき鬼ものを撥はらひ平むけしめむとおもふ。」




『神代紀』より　　

















　『間章』




　──夜に、なっていた。





　星は見えない。


　分厚い雲が、くまなく夜空を覆おおっている。かろうじて判別できるのは、月と思おぼしい朧おぼろな銀輪だけだった。


　その淡あわい銀光が、山へと降り落ちる、おびただしい欠片かけらを照らしている。


　白く、冷たい、雲の欠片。


　──雪、である。


　何千本と生えた杉すぎの木の枝に、ゆっくりと雪が積もっていくのだ。


　若いもので数百年、年老いたものは優に千年以上を経てきた、葛かつら城ぎの山の杉だ。その杉たちが、白い雪に覆われて、静かな模も様よう替がえをはじめている。


　杉だけではない。


　土も、草も、葛城の屋や敷しきも、土蔵も、皆みな白く染まりつつあった。


　そして。


　その土蔵の前に立った、小さな女の子も。


　八歳かそこらの、少女。


　葛城みかん。


「…………」


　黙だまったまま、みかんはじっと手を組み合わせていた。


　ふたつに分けた髪かみに、雪が積もっていく。もとから白い巫女みこ装しよう束ぞくは、雪に飾かざられると、一層はかなげに映った。


　寒いのに、吐と息いきは曇くもらなかった。


　みかんの身体からだが、すでに冷えきっている証しよう拠こである。


　この一週間、土蔵の中で禊みそぎを続けていた少女の身体には、人間らしい熱は残っていなかった。


　もとより、そういった人間らしさを奪うばうのが、禊ぎという行こう為いの目的でもある。


　どこまでも清らかになった身体へ、『神』が降りられるように。


「…………」


　少女の唇くちびるは、何も喋しやべらない。


　少女の瞳ひとみは、何も映さない。





　──遠く。


　　　音が、聞こえる。





　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＮ


　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＮ





　祭りの、太たい鼓こだ。


　その音に従って、ほう、ほう、と赤い光が、夜の山道へ灯ともるのだ。


　松明たいまつだった。


　山の頂上まで、松明の行列が続いているのだ。


　赤い光は、いまや白一色となりつつある景色の中で、唯ゆい一いつの抵てい抗こう分子のようでもあった。


「──始まるぞ、みかん」


　隣となりで、老女が告げた。


　落ち着いた臙えん脂じ色いろの和服を纏まとった、およそ六十ほどの女性であった。


　葛城鈴すず香か。


　葛城家の、現当主だ。


　その後ろに、葛城の術者がつき従い、うつむいている。皆の顔を覆う白い紙は、『神』を直視しないための呪物フエテイシユだった。


「鈴香さま、みかんさまのお体は──」


　老女に抗弁する声も、ひとつだけあった。


　切れ長の目に、真っ直すぐな髪をうなじのあたりで切り揃そろえた若者だった。


　橘たちばな弓ゆ鶴づる。


　かつて、みかんの付き人だった青年。


「黙れ。──歩けるな、みかん」


「…………」


　やはり、黙ったまま、少女は歩き始めた。


「みかんさま……」


　青年の声も、その耳には届かなかった。


「…………」


　歩ほ幅はばは小さく。


　しかしたゆまず。


　確実に、山の頂上──祭りの舞ぶ台たいへと近づいていく。


　そこに着いたとき、自分が人柱になるのだと理解して、なお少女の歩みは止まらなかった。


（知ってたもの……）


　ずっと……ずっとずっと長い間、少女はそのことを心に刻んできた。


　自分は、神様才能を持たない役立たずなのだと。


　自分は、いざというときの予備でしかないのだと。


　つまり。


　自分は、姉の代用品なのだと。


　だから、人柱になれと言われたとき、少女の胸を去来したのは当然という想おもいと──せめて生きている間に役に立てたという、不思議な安あん堵どだった。





　そして、もうひとつ。





　あの会社──〈アストラル〉の毎日。


　楽しくて、騒さわがしくて、滅め茶ちや苦く茶ちやな日々。


（……嬉うれしかった……なあ）


　みかんは、思う。


　はじめて、自分を姉のおまけではなく、葛城みかんとして接してくれた人々。とりわけ、あの社長が来てくれてからの毎日は、夢みたいに輝かがやいていた。万まん華げ鏡きようよりも色いろ鮮あざやかで、どんな物語よりも心が躍おどった。


「…………」


　すぐに、その思考を閉じる。


　ほんの半月ほど前の出来事が、どうしようもなく遠い昔に思えたからだ。


　いつきは、来てくれた。


　こんな閉とざされた山まで、自分のためにやってきてくれた。


（……でも）


　でも、もはや間に合うまい。


　祖母に抜ぬかりはない。


　この祭りが一度始まったからには、いつきたちがどう動こうが問題ないよう、万ばん全ぜんの措そ置ちをとっているに違ちがいない。そう確信できるほどには、みかんは葛城の家に順応してしまっていた。


「…………」


　唇くちびるは、何の言葉も紡つむがない。


　寒さも痛みも、みかんには感じられない。五感は少女から遠のいている。長い禊みそぎは、何もかもを少女から奪うばい去ろうとしていた。





　だから、みかんは自分でも気がつかなかった。





　一度だけ。


　本当に、たった一度だけ。


　少女の唇が、ひとりでに、幻まぼろしのように呟つぶやいたのだった。


「……お兄ちゃん社長……」


　と。




第６章　魔法使いと祭りの始まり









朱雀門の鬼……平安大内裏の十二門の一つ朱雀門の楼上には鬼が棲んでいる、と伝えられた。笛の名手博雅三位が月夜に朱雀門のあたりで笛を吹いていると同じ格好の者がやってきて三位とともに笛を吹く。三位はその笛の音に感じ入って、笛を交換してもらうが、帝が浄蔵という笛の名手に朱雀門下で吹かせたところ「やはり逸物だ」と鬼の声がしたという。




　　　　１




　小高い丘おかに、雪が降っていた。


　まばらな雑木林と、なだらかな坂。


　こんもりと盛り上がった丘きゆう陵りようは、平へい凡ぼんな田舎いなか町まちにふさわしく、何の変へん哲てつもない姿を取り戻もどしていた。


　そう、取り戻していたのだ。


　雷いかずちの丘おか。


　鬼おにの本体が眠ねむっていた奇き岩がん──要かなめ石いしの鎮ちん座ざしていた丘だった。


　その、細い川の流れるほとりで、


「未確定情報やって……？」


〈アストラル〉ケルト魔ま術じゆつ・魔女術ウイツチ・クラフト課正社員──穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラーは、携けい帯たい電話を耳にあてたまま、片かた眉まゆをあげていた。


「ちょ、ちょっと穂波、それ貸して」


　隣となりから、少年の手が伸のびた。


　伊い庭ばいつきだった。


　携帯を受け取り、あわてて話しかける。


「もしもし、いつきです。未確認情報って、どういうことですか？」


『ええ』


　と、対照的に落ち着いた声が届いた。


　ダフネである。


　アディリシアの家令たるこの女性は、後方支援バツクアツプとして、やっといつきたちに連れん絡らくをとりつけたところだった。


『──〈協会〉の影かげ崎ざきが、こちらに向かったと聞いています』


「影崎さんが？　なんで？」


『それも、おそらくという但ただし書きがつきますが、葛城の祭りに〈螺旋なる蛇オピオン〉が関かん与よしているという情報をつかんだためかと……』


「なっ……」


　いつきは、言葉を無くす。


　これまでの事態を、思い返したためだった。


　鬼を生むという、葛城の祭り。


　その鬼に攫さらわれた香姉と、人柱にされるみかん妹。


　それだけでも頭がいっぱいなのに、影崎の参入である。


　ここに〈螺旋なる蛇オピオン〉の可能性まで含ふくめれば、もはや複雑怪かい奇きを通り越こし、摩ま訶か不思議の領域に達してしまう。


『こちらでも確かく認にんを急いでいます。ですが、すぐに判明するとも思えません。もうしばらくの間は、いつき様の方で臨機応変に対処していただくほかはないかと存じます』


「わ……分かりました」


　答えたところで、電話は切れた。


「ありがと……穂波」


「うん……」


　携帯を返されても、穂波は硬かたい面持ちを崩くずさなかった。


　携帯越しのダフネの声は、少女にも聞こえていたのである。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉て……どういうことだと思う？」


「分からへん。影崎のこともいきなりやったし……」


　と、穂波が口ごもった。


　──〈螺旋なる蛇オピオン〉。


　いつきたちにも、その組織についての知識はない。


　精せい々ぜい、〈協会〉と対立するらしい互ご助じよ組合というぐらいだ。


　あのフィンが所属していたようだが、それにしても、あくまで本人からの言葉以外、証明はなかった。そこから組織の概がい要ようを推測するには、あまりに情報が少なすぎる。


「……随ずい分ぶん厄やつ介かいなことになってますね」


　これは、少し離はなれた場所で青年が漏もらした。


「猫ねこ屋や敷しきさん」


　いつきが振ふり返る。


　青年は、銀ぎん髪ぱつをくしゃくしゃとかき混ぜていた。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～あ」


　四匹ひきの猫が、青年の肩かたや腕うでにぶらさがり、いたわるように鳴き声をあげている。


　実際、この数日の間、猫屋敷は要石周辺に結界を張り続けていたのである。葛城の祭りから、香かおりを護まもるための魔術だった。


　いかに青年が熟達した陰おん陽みよう師じだといえども、そこまでの大だい儀ぎ式しきとなれば、疲ひ労ろうの影は拭ぬぐえない。まして、最終的に破られたとなれば、呪じゆ力りよくの反動もただではすまぬはずだった。


　猫たちの頭を撫なで、猫屋敷は述じゆつ懐かいする。


「……なんとか、動くぐらいはできそうですが。もう一働きぐらいですむかどうかは、微び妙みようですね」


　肩を、軽く揉もむ。


　いつきは、うつむいたまま、訊きいた。


「葛城がここまで強ごう引いんなことをするのも……何か、関係があるんでしょうか……」


「…………」


　その質問に、猫屋敷はすぐには答えなかった。


「さて」


　扇せん子すを広げ、片目を閉じる。


「魔ま法ほう使つかいにとって、魔法とは絶対です。そこからすれば、葛城鈴すず香かのやりかたは十分に正当化できる。適切な触媒カタリスト──この場合はみかんさんによる人柱──があれば、魔法の成功率は格段にあがりますからね。ですが、ここまで強引にことを為なすとは……」


　そこで言葉を切った。


　猫屋敷は、思い返す。


　さきほど、要石を破って現れた、鬼おにのことだ。





〝──祭りが、始まるか！〟





　あれほどの思念で叫さけんでいた鬼。


　ほかの、小鬼とは比べものにならない。


　圧あつ倒とう的な呪力と、永の年月に醸じよう成せいされた憎ぞう悪おの塊かたまり。


　しかも、その鬼を、葛城鈴香は強引に雷──神かみ鳴なりによって叩たたき起こしたのである。


（……無理矢理、すぎますよね）


　はたして、あのような方法で解放された鬼を、御ぎよしきれるものか。


　ほとんどの魔物や呪的現象は、引き起こした要因によって、最終的な属性を決定される。


　つまるところは、穏おだやかに起こせば穏やかなモノに、強引に起こせば猛たけ々だけしいモノになるということだ。


　数ヶ月前、竜りゆう脈みやくからひきずりだされたあげく、布ふ留る部べ市を蹂じゆう躙りんした〈竜〉の事件を思い起こせば、それは明らかであろう。神しん道とうにおいては、荒魂アラミタマ・和魂ニギミタマとも呼ばれる、神の二面性をあらわす現象だ。


　みかんを人柱に使ってまで、祭りの成功率をあげようとした葛城鈴香のやり口としては、あまりに拙つたない。


　しかし。


　だからこそ、猫屋敷や香も油断したといえる。


（……やれやれ）


　胸きよう中ちゆうで、ため息をつく。


　考えることが、多すぎる。


　単に、裏の裏ということなのか──。


　それとも、いまだ与あずかり知らぬ事情が存在するのか──。


「……関係ねえ」


　と、太い声があがった。


　隣となりで、熊くまみたいな影かげがのっそりと持ち上がったのである。


　二メートル近い巨きよ体たいだった。ＬＬＬスリーエルサイズの制服が、いまにも破れてしまいそうなほど、みちみちと張りつめていた。


　怒いかりが、巨漢の筋肉を凝ぎよう集しゆうさせているのだった。


　紫し藤とう辰たつ巳み。


　葛城香の──若き守り人。


「俺は、あいつを捜さがす」


　短く、告げた。


　そのまま、ゆっくりと歩き出す。


　雪に覆おおわれつつある地面を踏ふみしめ、一歩ずつ。


　その一歩一歩が、まるで岩を引き抜ぬくような、重い重い歩みであった。気配だけで、他人のあらゆる干かん渉しようを撥はねのける、きつい拒きよ絶ぜつに満ち満ちていた。


　鬼よりも、鬼に似ていた。


「辰巳さん」


　と、その背中へ、呼びかけたものがいた。


　いつきだった。


　振ふり向いた辰巳が、ほんのわずか目元を和やわらがせ、口にする。


「……悪いが、ここでお別れだ。お前らは葛城に雇やとわれてるんだろ」


「辰巳さんは、香ちゃんを助けるんですよね？」


「……ああ」


　うなずきもせず、肯こう定ていする。


　人の良かった巨人は、ここに来て、別人に変わったように見えた。


　鬼に触ふれたものが、鬼になった風でもあった。


　だけど。


　いつも誰だれよりも臆おく病びような少年は、まるで変わらない態度で、


「じゃあ」


　と、自分の胸を指したのである。





「──僕らを、手伝わせてレンタルしてください」





「社長？」


「いっちゃん？」


　猫屋敷と穂波が、その言葉に瞬まばたきした。


　辰巳は──太い眉まゆを寄せて、聞き返した。


「レンタル、だって？」


「はい」


　少年が、肯定する。


「僕は──〈アストラル〉は、葛城家から葛城みかんを取り戻もどすと決めました。だったら、辰巳さんと契けい約やくすることだってできると思います。辰巳さんは、今こそ魔ま法ほう使つかいが必要じゃないですか？」


　はっきりと、力強く言った。


　それは、穂波も見たことがないほどの、屹きつ然ぜんとした少年の姿だった。


「……なんで……」


　一いつ瞬しゆん、巨漢の語ご尾びが揺ゆらいだ。


　舌打ちして、改めて、辰巳が頭を搔かく。


　鬼き気きは、いつのまにか薄うすらいでいた。


　困ったように、問いただす。


「なんで……俺にまで構うんだ？」


「理由は……えっと、その」


　ぱたぱたと、濡ぬれたスーツの懐ふところを探さぐる。すぐにあるものを取り出した。


　銀色の名めい刺しケースだった。


　密みつ封ぷうされているのか、内側は濡れておらず、水すい晶しようの透すかしがはいった紙し片へんにはもちろんこう書いてあった。





〈魔法使い派は遣けん会社・〈アストラル〉


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　ほっと息をついてそれを差し出しながら、いつきは微笑ほほえんだのである。


「だって、僕らは──貸し出し魔法使いレンタルマギカですから。お姉ちゃんを助ける仕事をしなかったなんて言ったら、きっとみかんちゃんにも怒おこられちゃいます」


「みかんに、か」


「はい」


　ごつい指が、名刺をつまむ。


　少し、時間があった。


　目を閉じ、辰巳が息をついた。白い息が、降り落ちる雪を動かした。


「……すまん。借りさせてくれ」


　と、岩みたいな頭が下がった。





　そして、共同戦線を張った三人の魔法使いとひとりの少年社長は、異教の魔術の夜マギ・ナイトへと踏ふみ込んだのであった。





　　　＊





　同じ頃ころ、


「どういう……ことですの……？」


〈ゲーティア〉首領──アディリシア・レン・メイザースが、長い沈ちん黙もくを破って、そう口にしていた。


　かすかに、唇くちびるが震ふるえている。


　いつも自信にあふれた翠みどりの瞳ひとみが、今ばかりは揺らいでもいた。降りしきる雪のためではなく、極度に張りつめた緊きん張ちようが、彼女をして呪じゆ縛ばくしているのだった。


　駅舎である。


　街灯もわずかな、ひなびた夜景が、白く白く染められていく。


　それは、夕刻からの長い静せい寂じやくをあらわすようでもあり、駅舎に立つ三人の異い端たん者しやを覆おおい隠かくそうとするようでもあった。


　拳こぶしを固め、もう一度、アディリシアが問う。


「あなたが裁きに来た魔法使いというのは、誰だれのことです！」


「答える必要を感じませんね」


　その相手──ゆるやかに細葉巻シガリロをくゆらせる、〈協会〉の影崎はふるりとかぶりを振ふった。


　そうしても、男の印象は薄い。虚きよ無むといってもいいほどだ。


　まだしも、隣となりに佇たたずむ幽ゆう霊れいの黒くろ羽はの方が、よほど存在感がありそうに思えた。


（う、わあ……）


　そして、当の黒羽は、こっそりと口を覆う。


　彼女は、影崎が魔法使いの業界でいかなる位置にあるのかを知らない。


　ただ、『魔法使いを罰ばつする魔法使い』という、その呼び名を聞くばかりだ。みかんが怯おびえ、あの穂波や猫屋敷をも萎い縮しゆくさせているその事実から、間接的に凄すごい人なのだろうとそう思っているだけだ。


　だが、それでもなお、こうしてアディリシアまでが緊張している図は、意外であったのだ。


（どういう、人なんだろう……）


　静かに、黒羽は思う。


（どういう魔ま法ほう使つかいで、どういう時間を経て、今〈協会〉にいるんだろう？）


「…………」


　影崎の様子からは、どんな過去も窺うかがえない。


　ある意味では、幽霊の黒羽以上に希き薄はくな存在を、雪景色に溶とかしている。彼の存在だけは、この土地に染しみこんだ呪力さえも縛しばれないようだった。


「では、この私に、自重しろというのはどういうことです」


　アディリシアが、ずいと胸を張る。


　少女の言葉は──さきほどの、影崎との会話によるものだった。


　最後の残照がホームに落ちていたとき、現れた影崎は、こう言ったのである。


　──「感心しませんね。〈ゲーティア〉の首領のあなたまでがこの件に関かかわると、問題が大きくなりすぎます」


　──「もしも、あなたが〈アストラル〉に協力するなら、あなたも裁くことになりますね」


　と。


　それを受けて、アディリシアは影崎を睨にらみつける。


「確かに、私は〈ゲーティア〉の首領です。周囲への影えい響きよう力りよくを慮おもんぱかれというのなら、それはそれで正論でしょう。ですが、同時に〈アストラル〉の大株主でもあります。〈アストラル〉のミカンが危機にあるというのなら、関わる理由には十分なはずです」


「ええ、あなたがそういう理由でここに来たのは存じてます」


　影崎が肯こう定ていした。


　横に手を伸のばす。細葉巻シガリロの煙けむりが、それにつれて流れた。白い煙は、雪にまぎれてすぐに見えなくなる。どこか、細葉巻シガリロの持ち主にも似ていた。


「ですが──それ以上の理由が〈協会〉側にはあります」


「それ以上、ですって？」


　アディリシアの眉まゆが寄った。


「どういうことですの」


「説明する必要がありますか？」


「当たり前です！」


　少女が気色ばむ。


　黄金きんの髪かみが、その一本ずつから怒いかりを放つごとくに広がった。呪力である。不可視である呪力が、世界に物質的な影響力を及およぼしているのだった。


　すう、とその怒りが冷えた。


　声をひそめ、少女の唇くちびるが、ある名を告げたのだ。


「──〈螺旋なる蛇オピオン〉、ですの？」


「ほう」


　あくまで低く、影崎が呟つぶやく。


「どこでそれを？」


「私にも、私の情じよう報ほう網もうがありますわ。まして、〈協会〉の影崎が動くに足る理由といえば──そう数はないでしょう。カツラギ家の祭りに介かい入にゆうする理由となれば、なおさらです」


「なるほど。理り屈くつですね」


　うなずき、少女を見み据すえる。


「ですが、それを分かった上で、なお退ひくわけにいかないと仰おつしやいますか？」


「言ったら、どうだと？」


「先に触ふれておきますが、〈螺旋なる蛇オピオン〉がこの件に絡からんでいるかどうか、私も確信をもってはいません。あくまでその可能性を確かめに来ただけです。しかし、〈ゲーティア〉のあなたまで関わるとなっては、蛇をいぶり出すには状じよう況きようが複雑化しすぎるでしょう。──それが分かった上で、なおソロモンの姫ひめはご自分が関わると？」


　むしろ穏おだやかな口調で、影崎は尋たずねる。


　すう、とホームを半歩進んだ。


　雪が揺ゆれた。


　詰つまった間合いだけ、空気が圧縮されるようにも感じられた。


「それをどうしてもと強行するのなら──そう、私との魔術決闘フエーデを受けていただくことになりますが」


　魔術決闘フエーデ。


　魔法使いの私し闘とうを許さぬ〈協会〉が、ただひとつ例外とする儀ぎ式しきの名。


「────！」


　すると、アディリシアは息を止めたのだ。


　驚おどろくべきことに、翠みどりの瞳ひとみには、淡あわい恐きよう怖ふの色が混じっていたのである。


　あの……アディリシア・レン・メイザースが、恐怖を。


　だが。


　次の瞬しゆん間かんには、少女は奥歯を嚙かみしめ、向き直っていた。


　一瞬でも躊ちゆう躇ちよした自分を恥はじるように、頰ほおを紅潮させて、黒いドレスの胸を押さえる。


「……それが、あなたのお望みでしたら──」


「あ、あの……！」


　言いかけたアディリシアを、これは別の声が止めた。


　振ふり返る。


　黒羽であった。


　半はん透とう明めいの身体からだを宙に浮うかして、〈アストラル〉の幽ゆう霊れい少女は、影崎へと問うた。


「アディリシアさんを簡単に関わらせられないなら──私たちが、影崎さんに手を貸すレンタルされるのはどうでしょうか？」


「私に、レンタルされる？」


　眉をひそめもせず、影崎が聞き返した。


「はい。だって貸し出し魔法使いレンタルマギカですから！　影崎さんを手伝う形で裏に隠かくれてたら、アディリシアさんもすぐにはバレないですよね。私はともかく、アディリシアさんはすっごく優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使つかいですし、影崎さんひとりで頑がん張ばるよりもずっといいと思います！」


　ぐっと拳こぶしを握にぎり、アディリシアの方を見る。


　もっとも、これは予想だにしない提案だったのか、アディリシアも目を丸くして黒羽を見返すばかりである。


　代わりに、影崎が訊きく。


「……私と、取引するおつもりですか？」


「はい！」


「……私が、〈アストラル〉を害するとは思わないんですか？」


「いいえ」


　これは、真ま面じ目めな顔で、黒羽が首を横に振った。


「もしも、そうだったら、私は止めます。ええっと、その、ごめんなさいですけど、背中からぶすうっと刺さしてでも止めちゃいます！　でも、影崎さんなら、そういう人でも有意義だと思ったら使うんじゃないですか？」


　ぶす、と刃は物ものを突つき刺すような仕草を、黒羽がしてみせる。


　コミカルな仕草を、至し極ごく真面目な顔のままやるのが、なんとも珍ちん妙みようではあった。


「…………」


　影崎は、少し黙だまった後、こう訊いた。


「あなたが、どうしてそこまで？」


「だって、当たり前です」


　はっきりと、黒羽は口にする。


「あたしは、〈アストラル〉の社員です。みかんちゃんもそうです。……だったら、みかんちゃんが帰って来れないっていうのに、あたしが頑張らない理由なんてないと思います」


「…………」


　もう一度、影崎は沈ちん黙もくした。


「その言い方、あの二代目に似てきましたか」


「あ。……ひょっとしたら、そうかもしれません」


　黒羽が微び苦く笑しようする。


　少年を、思い出したのである。


　繊せん細さいで、弱よわ腰ごしで、いつも怖こわがりで、それでいて大事なときだけは誰だれより強くあろうとする──そんな少年の姿を。


　自然熱くなった頰を押さえ、黒羽は、魔法使いにしか聞こえぬ声で言う。


「いつきくんがいないからって、社員のあたしが黙っていていいってことにはならないです。──ごめんなさい。だからあの、生意気を言うようですけれども、手伝わせてもらえないでしょうか」


「……ふむ」


　影崎の目が、かすかに細まった。


「……この私が、貸し出し魔法使いレンタルマギカを借りる、ですか」


　ひょっとしたら、それは微笑なのかもしれなかった。


　そうして、男が表情らしい表情を見せるのが奇き跡せきにも近い現象だと、黒羽は知らない。知らないからこそ、奇跡を起こせるのかもしれなかった。


　くたびれたスーツの、肩かたが上下した。


　小さく、ため息のような何かがこぼれた。


「分かりました。では、〈ゲーティア〉首領──アディリシア・レン・メイザース様が協力を誓ちかってくださるなら、私の監かん視し下に限り、介かい入にゆうを許可しましょう。期限は、〈螺旋なる蛇オピオン〉の関かん与よがはっきりするまで。その後は、あるいは矛ほこを交えることになるかもしれませんが、当座の協力ぐらいはできるかと。いかがですか？」


　そう言って、アディリシアを振ふり向く。


「……わ、分かりましたわ」


　顔を横にそむけ、不承不承といった感じで、金きん髪ぱつの少女もうなずいた。


「では」


　と、影崎が身を翻ひるがえす。


　葛城家の在する、山の方角であった。


「じきに祭りが始まります。呉ご越えつ同どう舟しゆうもいいところですが、まずはその目で見ていただきましょうか」


「は、はい！」


「──っ、いい気になって、人に命令しないでくださいませ！」


　口々に、少女たちが言う。


　黒羽は知らず。


　それは、いつきが辰巳に了りよう解かいを得たのと、同じ瞬しゆん間かんであった。





　こうして。


　ふたつの場所で、ふたりの人物に貸し出し魔法使いレンタルマギカが預けられたのである。





　　　　２




　鬼おにが、雪の中を走っていた。


　比ひ喩ゆではない。


　文字通りの、鬼である。


　額から生えているものはねじまがった角であり、漆しつ黒こくの肌はだは、それよりも黒い霊エーテル体の血に濡ぬれていた。


　あの要石から現れた、『鬼』だった。


　要石から顕けん現げんしたときは、ただの煙けむりだったのに、すでに『鬼』は実体を備えていた。


　他ほかの、仮面の鬼を喰くらうことによって、手に入れた肉体である。


　極度に凝ぎよう縮しゆくされた霊エーテル体が、アッシャー界現実へ影えい響きようを及およぼしているのである。


　その鬼が、走る。


　もっとも、すでに走るという表現は的確でない。


　一足ごとに大地が抉えぐれ、大量の土ど砂しやをぶちまけている。赤黒い土の塊かたまりは、まるで内臓のようでもあった。





〝──祭りが、始まるか〟





　鬼が、嗤わらう。





〝──祭りが、始まるかぁ！〟





　鬼が、吼ほえる。


　空気がびりびりと震ふるえた。


　黒羽と同じく、常人には聞こえない思念の『声』だった。下手に霊れい感かんがあれば、その『声』を聞いただけで脳をやられるかもしれぬ。それだけの呪じゆ力りよくが、『声』の内には秘ひめられていた。


　巨きよ木ぼくをくりぬいたような腕うでに、ひとりの少女が抱かかえられている。


　和服の少女だ。


　年は、十かそこら。


　美しい少女であった。


　つややかな黒くろ髪かみが、長く風になびいている。唇くちびるの鮮あざやかな紅は、降りしきる雪にあってもなお目立った。


　その年としても小こ柄がらな身体からだがあいまって、少女は、まるで良くできた日本人形のようにも見えるのだった。


「どこへ……わらわを連れてゆくつもりじゃ」


　と、少女──葛城香が呟つぶやいた。


　声に、恐きよう怖ふは薄うすかった。


　当然かもしれない。


　葛城香にとって、異形とは親しいモノであった。


　むしろ、普ふ通つうの人間の方が、よほど彼女にとっては珍めずらしかったろう。実際、ほんの少し会話しただけの少年──伊庭いつきの方が、この『鬼』よりもずっと理解しがたい存在だった。


（……いや、違ちがうかの）


　香は、自分の思いを否定する。


　理解、できなかったわけではない。


　ああいう人間は、確かに自分のそばにいたことがある。


　──葛城みかん。


　優やさしすぎるぐらいに優しかった、自分の妹。


　あの子は、まったく葛城という場所にそぐわなかった。才能神様という問題もあるが、それ以前に性格が魔ま法ほう使つかい向きではなかったのだ。


（……わらわが、いたせいかの）


　香は、思う。


　それは、逆説的な祝福か。


　それは、逆説的な呪じゆ詛そか。


　人は、勝手なことを言う。


　葛城香は、葛城の家が生んだ奇き跡せきだと。


　葛城香は、魔術がカタチを取った神童だと。


　だが。


　香にとっては、そんなのはどうでもいいことだった。


　目を閉じれば、神を感じられる。


　耳を澄すませば、神を聞くことができる。


　呼吸するだけで、神を身体に取り入れられる。


　そんなのは香にとって当たり前のことだったし、ことさら吹ふい聴ちようするようなものでもなく、ましてやその才能を理由に、妹が虐しいたげられることなど本意ではなかった。


　いいや。


　むしろ……羨うらやましかったのかもしれない。


　外に出ることのできる妹が。


　代用品と蔑さげすまれてはいても、才能神様がないからこそ、家の因習に縛しばられずにすむ妹のことが。


（……もう、三年か）


　三年前の事件。


　無む惨ざんに失敗した、かつての祭り。


　その結果として、みかんが〈アストラル〉へ逃にげたときには、ひどく安あん堵どしたものだった。


　連れて行った猫屋敷を一いつ旦たんは恨うらんだものの、彼女の人生を考えれば、その方がよほど幸せであろうと思ったからだ。


　だから。


　祖母が、その妹を人柱にすると言ったとき、香は反発していた。


　唯ゆい一いつ、味方になってくれそうだった猫屋敷を引き入れ、祭りが始まらぬよう、要石の周囲へ結界を張って引きこもった。


　祭りが星せい辰しんによって導かれるものならば、季節が変わるまで耐たえることで、一時であろうと凌しのげると思ったからだ。


　そして。


　今や──香は、敗れた。


　一度きりと決めた抵てい抗こうで、全身全ぜん霊れいを込こめて、なお敗れた。


（……弱かったのう）


　思う。


　天才と言われ、神童と言われながら、これほど自分は弱かったのか。


　結局、あの祖母からすれば、掌てのひらで転がしている程度の存在でしかなかったのか。


（…………）


（…………）


（…………）


　思考を、閉とざす。


　いずれにしろ、決着はついていた。


　もはや、香は連れ去られるだけの身だ。この『鬼おに』が、自分をどこへ連れていくのかは分からないが、どの道、祭りの成じよう就じゆは避さけられないだろう。


　みかんが人柱になるという未来も。


（…………）


（…………）


（…………）


　思考を閉ざす。


　思考を閉ざす。


　思考を閉ざす。


　思考を閉ざす。





　──ただ、ひとつだけ。


　　　閉ざしきれない未練があった。





（辰巳……）


　みかんと、もうひとりだけ。


　香のまわりで、まともだった人間。


　香の付き人になんかなってしまったため、道を踏ふみ外してしまった巨きよ漢かん。





　あの巨漢を、見てしまった。





　要石の結界が破れた直後、あの巨漢が来たのを垣かい間ま見みてしまった。


　あの巨漢が、必死に自分を助けようとして届かず、絶ぜつ叫きようをあげるのを──聞いてしまった。


　だから。


　悔くいが、生まれた。


（……たかったのう）


　香が、和服の胸を押さえる。


　どうしても離はなれてくれない無念を、無理矢理閉じこめるように。


（ちゃんと……たかった……のう）


　端たん整せいな顔を歪ゆがめ、今にも泣き出しそうな表情で、香は思う。





〝──祭りが、始まるかぁっ！〟





　鬼が叫さけぶ。


　嬉うれしげに、愉たのしげに。


　やがて、風景が山へと変わる。


　濃のう密みつな呪じゆ力りよくを纏まとう、葛城の山脈。


　今は祭りを控ひかえて、なおさら強きよう烈れつな呪力を放っていた。弱った香の身体からだには、それだけでこたえるほどの呪力の場。


「く……っ」


　苦鳴を抑おさえ込み。


（辰巳に……謝りたかった……のう）


　それだけを思って。


　少女の意識は──途と切ぎれたのだった。





　　　＊





　男が、山中を歩いていた。


　鬱うつ蒼そうとした、森のただ中だ。


　獣けものの臭においや植物の臭い、腐くさった土の臭い、さまざまな臭しゆう気きが湿しつ気けの中に入り混じり──今は、降り積もる雪のせいで、幾いく分ぶん抑おさえられつつあった。


　男は、そんな森の中で、一本の杉すぎの木に背をもたせかけた。


　あまり、山を歩く服装とは言えなかった。


　おおよそ二十歳はたち前後。


　タイトなジャケットにジーンズを纏い、胸から銀のペンダントをかけている。長い髪かみにブリーチをかけた、飄ひよう々ひようとした若者である。


　名前を、石動いするぎ圭けいという。


　以前、猫屋敷との確かく執しつから〈アストラル〉と敵対し、今は葛城家に雇やとわれている陰おん陽みよう師じであった。


　しばらく、圭は携けい帯たい電話のパネルをいじくっていたが、


「やれやれ」


　と携帯を閉じて、片目をつむった。


　ひどく疲つかれた顔をしていた。


　それも無理はない。


　最前、くだぎつねを利用して、猫屋敷と葛城香の結界を破ったところだったのである。実際に破ったのは、葛城鈴香の呪法であったが、だからといって圭の消しよう耗もうが軽かろんじられるものではなかった。


　小さく咳せき込んだ後──不意に、横を向いた。


「──どこに、メールを送っていた？」


　そこから、冷ややかな声が浴びせられたのである。


「おや」


　と、圭が唇くちびるをつりあげる。


「いや、大したことじゃないんだけどね。ほれ、このへん電波弱いし、万が一祭りに影えい響きよう与あたえてもなんだろ？」


　おどけて手を振ふり、暗がりの影かげを見み据すえる。


　圭と、同じぐらいの背格好の青年だった。


　髪も似た感じの長ちよう髪はつだが、驚おどろくほどに黒い。綺き麗れいに和服のうなじで切り揃そろえ、整えられていた。切れ長の目と、神かん主ぬしにも似た白い装しよう束ぞくから伝わる凛りんとしたものは──ある意味、圭と対照的な印象であった。


　橘弓鶴。


　最初に現れた鬼おにを射い貫ぬいた──みかんの守り人である。


　だが、今はその青年からただならぬ気配が吹ふき寄せていた。


「鈴香さまに──何を吹き込んでいる？」


　すう、と鋭するどい鏃やじりが向けられる。


　その手には、白木の弓が構えられていたのである。


「おお、物ぶつ騒そうだな」


　両手をあげて、圭が軽口を叩たたく。


　ついでに、ぴょこぴょこと指を曲げてみせる。頭の上に持ってくると、まるで兎うさぎか何かのようだった。


「ふざけるな」


　弓鶴が、ぴしゃりと言う。


　今にも、矢が解き放たれてしまいそうだった。矢羽にかけられた長い指が、ほんの少しゆるんだだけでも、鏃は虚こ空くうを裂さくだろう。


「いやいや、何もふざけてねえよ。つうか、あの婆ばあさんについても、雇い主と雇われ者っていう以上の関係はねえやな。そりゃ、今のこの業界について、ちょこまか情報提供はさせられたがよ」


　圭は、はぐれの陰陽師として長く活動してきた。


　その結果として、ある程度の『裏』には通じている。


　情報の深さでは一結社の長に及およばぬとしても、広さではそうそう劣おとらない道理ではあった。


「なら、どうして鈴香さまは、お前に鬼の解放を命じた」


「ああ、あの鬼のことか」


　得心したように、圭が苦く笑しようする。


「単に、適材適所だっただけだろ。ああいう小細工は昔から得意でね」


「それだけで、鈴香さまがお前に秘事を託たくしたと？」


「じゃあ、あんたは、大切なみかんさまのお守りをしないでいいのかい？」


「…………っ！」


　喉のどの奥で、弓鶴が唸うなった。


　その怒いかりを、とことんからかうように、圭は唇をつりあげた。


「あんた、この祭りに対して、あんまりいい感情は抱いだいてねえんだろ。ホントのとこは、〈アストラル〉の連中を応おう援えんしたかったんじゃないか？」


「…………」


　圭の言葉は図星であった。


　いつきたちが雷いかずちの丘おかに向かう際、この青年はみかんの無事のため、鬼を止めてもらえるように懇こん願がんしている。


　結局、いつきを雷丘に向かわせたこと自体が、葛城鈴香と圭の罠わなであったため──その懇願は無む慈じ悲ひに粉ふん砕さいされたわけだが。


　弓鶴が、低い声で訊きく。


「お前は、どういう目的でここにいる？」


「小金稼かせぎだよ」


　若者が肩かたをすくめた。


「あの陰陽師──猫屋敷に執しゆう着ちやくしてるのも、その金稼ぎのついでか？」


　言いかけて、弓鶴が息を止めた。


　すう、と圭の気配が変わったのである。


「──あいつは関係ないだろう」


　静かに、若者が言った。


　ひどく、冷ややかな響ひびきであった。


　それまでの、ふざけた雰ふん囲い気きからは考えがたい変化だった。


「怒おこったか」


「……そうでもないさ」


　ゆるやかに、かぶりを振ふる。


「やるのか？」


　弓鶴が訊く。


　すでに、弓には呪じゆ力りよくが凝ぎよう結けつしている。


（神楽かぐら、な……）


　と、圭は思う。


　神しん道とうの理念をふまえた、実戦用魔ま術じゆつ。その経けい緯いを考えずとも、この青年の実力は容易に知ることができた。


（どの道、俺が敵かなう相手じゃねえか……）


　密ひそやかに、圭は判断する。


　自分の弱さなど、とうに嚙かみしめている。勝てない戦いなど、何度だって経てきている。


　それでも、生きてここにいる。


　無様だろうが、情けなかろうが、それは圭の『力』でもあった。


「やめてくれよ。そんなの向けられてると、怖こわくて夢にまで出てきそうだ」


　と、圭が肩をすくめた。


　瞳ひとみにへばりついた敵意は消えている。ただのおどけた軟なん弱じやくな若者が、その場には残っているきりだった。


「……まあ、いい」


　しばらく厳しい目で見つめていたが、弓鶴が弓をおろした。


　音が、聞こえたのである。
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「……始まるぞ」


　ぽつりと囁ささやいた。


　木々の隙すき間まから、炎ほのおの列が垣かい間ま見みえた。


　松明たいまつである。


　風が吹ふき、その松明の炎が、ぶわりと生き物のように揺ゆらめきたった。


　まるで──『蛇へび』のようであった。


「……ああ、始まるな」


　これは、さらに小さな声で、圭が呟つぶやいた。


　軽く細めた圭の目も、どこか蛇に似ていたのであった。




第７章　石の舞台と魔法使い









打出の小槌……一寸法師が難波の浦へ行こうと船に乗ると悪風で見慣れぬ島に着く。そこで鬼二人が出てくるが一寸法師は鬼を退治すると、鬼は打出の小槌、杖、しもつ（笞）などを捨てて逃げる。一寸法師は打出の小槌を打って自分の背を大きくし、飯・金銀を出す。姫君と都へのぼって殿上に召され、中納言となって栄える。




　　　　１




　松明たいまつの炎が、赤々と山道を照らしあげていた。


　古い光だ。


　現代の電灯のような、効率的な明るさではなく──ひどく無む駄だが多く、膨ぼう大だいな熱を撒まき散らす、危あぶなげな光である。


　そんな松明を持った人間が、山道の十間けんごとに配置されているのだ。十間というのも古い単位で、現代なら十八メートルほどになろう。その間かん隔かくが、おおよそ松明ひとつの光が届く限界でもあった。


「…………」


　そして、炎が灯ともった坂を、葛かつら城ぎの家人は登っていた。


　いずれも、長い月日を厳しく鍛きたえられた術者たちである。


「…………」


　無言だった。


　松明の列の中で、さらなる縦列を組み、彼らはゆっくりと歩を進めている。


　ほぼ全員の顔が、白紙で隠かくされていた。


　災わざわいを避さけ、『神』を直視しないための備えである。この場合、『神』と災いとは、限りなく同一視されるのだった。


　その一番前に、葛城鈴すず香かがいた。


　氷点下すれすれの気温だというのに、薄うす手での和服一枚きりで、微び動どうだにしない。


　むしろ、老女のその在り方が、世界を冷えつかせているようですらあった。


　ひとりだけ白紙も使わず、素す顔がおを雪に晒さらしている。


　こう、囁ささやいていた。





「……やそまかつひのかみ　おほまかつひのかみ　かむなほひのかみ　おほなほひのかみ」





　老ろう齢れいを感じさせない、驚おどろくほど艶つややかな唇くちびるが、そう言葉を吐はく。


　言葉を吐きながら、ゆっくりと坂を登っていく。


　言葉は、祝詞のりとだった。


　自分たちの行く道を、その祝詞によって浄じよう化かしているのである。大がかりな儀ぎ式しきの場合、その舞ぶ台たいへと赴おもむくやり方さえ、こうして規定されるのだ。そのたったひとつを間ま違ちがえただけで、儀式が破は綻たんするのも、よくあることだった。





「そこつわたつみのかみ　そこつつをのみこと　なかつわたつみのかみ　なかつつをのみこと」





　ふつふつと、たゆみなく老女は唱え続ける。


　時に、坂へ塩を撒く。


　幣ぬさを撒く。


　祝詞と──言こと霊だまと同じく、それらもまた道を清めるための動作だった。


「…………？」


　足を止めず、鈴香の眉まゆが寄った。


　その瞳ひとみだけが、すうっと道の端はしに流れた。


「遅おそかったな、弓ゆ鶴づる」


「……申し訳ありません」


　うつむいたまま、老女の前へ現れたのは弓鶴だった。


　肩かたには、白木の弓をかけている。


「わびはいらん」


　そう言って、老女は幣をつまみ、弓鶴の頭へと投げかけた。途と中ちゆうから儀式に参加するものを清めるためである。


　後ろに並んだ術者たちは、やはり何も言わぬままだった。


「行動で示せ」


「……はい」


　弓鶴の首が、わずかに上下する。


　音がした。
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　頂上近くで鳴らされている、太たい鼓この音だ。


　離はなれているのに、腹の底まで響ひびく音だった。


　うずうずと、細さい胞ぼうのひとつずつが騒さわぎ出してしまいそうな音でもある。炎ほのおに照らされ、夜明けまで踊おどり明かしてしまいたくなる。そういう原始のリズムを、鼓こ手しゆが伝えられているのであった。


「ほう」


　と、老女が呟つぶやいた。


「ちょうど良かったな」


　と、続けて口にした。


「……は？」


　弓鶴が、首を傾かしげる。


　すぐ、その首が山の麓ふもとを向いた。


　遠く、太鼓とは異なる音が、響いてきたのである。


　数十秒も経たたずに、それは耳をつんざく轟ごう音おんとなった。


「あれは……！」


　何人かの術者もまた、杉すぎ木こ立だちを振ふり向いて、硬こう直ちよくする。


　同時、





〝──祭りが、始まるか！〟





　轟音と、嗤わらう『声』が、全員を打ちのめした。


　鬼おにが、そこで嗤っているのであった。


　そして、誰だれかが言った。


「一ひと言こと主ぬしさま……」


　と。





　　　＊





「──それが、あの鬼の正体なん？」


「おお」


　がさがさ、と灌かん木ぼくの枝が揺ゆれた。


　分厚い葉に載っていた雪の塊かたまりが落ち、かすかな音をたてる。


　するとその内側から、杉木立に隠かくされた細い獣けもの道みちと──巨きよ大だいな影かげが現れたのだ。


　熊くまとも見み紛まがう、巨漢の影。


　紫し藤とう辰たつ巳みだった。


　その太い指が、一歩ずつ、用心深く木の枝をかきわけている。


　あれから雷いかずちの丘おかを降り、祭りの先回りをすべく、この葛城の山まで戻もどったものだった。


　近道と警けい戒かいを兼かねて、正式な山道ではなく、裏手の傾けい斜しやを無理矢理に登っていた。明かりに用意したランタンも、目立たぬようにシェードを降ろしている。


「あの鬼は、葛かつら城ぎの一ひと言こと主ぬしだ」


「……ひと……こと、ぬし？」


　後ろで、ぜえぜえ息を切らせながら、いつきが訊きく。


　すると、呆あきれ顔で穂ほ波なみが振り返った。


「社長……」


「あ、いやその……穂波の授業テキストに日本神話はあんまりなかったし……」


「そういう問題やあらへん。日本人やったら、それぐらい知っとき」


　はあ、とため息をついて、少女が唇くちびるをとがらせた。


　一言主。


　古こ事じ記きに言う。


　雄ゆう略りやく天皇がさる山で狩かりをおこなったとき、その神が降臨し、次のように述べたと。





　──吾あは悪まが事ごとも一言、善よ事ごとも一言、言こと離さかの神、葛城の一言主の大神なり





　良きことも悪あしきことも一言の神。


　たった一言で、良きも悪しきも切り分ける神。


「ちょ、ちょっと待って」


　あわてて、少年が両手を振った。


「さっきは鬼って言ってたよね。でも、一言主は神様だって……え？　え？　それじゃ、全然違ちがうんじゃ……」


　ぐるぐる混乱するいつきの質問に、これは隣となりの猫ねこ屋や敷しきが答えた。


「荒あらぶれば鬼、鎮しずまれば神ですよ」


　と。


　ひどく自分勝手な──人間本位な言い分ではある。


　だが、一面の真実でもあった。


　役立つからこそ神といい、災わざわいを招くからこそ鬼という。


　日本では、古くからされてきた分類だ。


　あるいは、こうも言う。


　鬼神。


『きじん』とも、『おにがみ』とも呼ぶ威い名めい。


　つまり。


　──鬼神・一言主。


「…………」


　穂波は少し黙だまった後、形のよい顎あごに指をおいて、こう口にした。


「鬼を神へと変える──葛城にとって有意義なものへと変へん換かんする──そういうマニュアルの集大成が、今葛城家のやろうとしている祭りなわけやね」


　祭りという、マニュアル。


　神しん道とうにおける祭さい祀しとは、元来そういうものであろう。祟たたるモノを祭り上げて災いを抑よく止しし、利用できるモノを祭り上げて幸運を授さずけてもらう。


　ゆえに昨日、葛城鈴香と出会ったとき、穂波はこう述べている。





　──「……神道における祭りの意味は、おおよそ二種類や」


　──「ひとつは、雨あま乞ごいとか豊作祈き願がんとか、神様に加護を祈いのるための祭り。もうひとつは、荒ぶる神や怨おん霊りように、これ以上暴れないでくれってお願いするための祭り」





　その意味は、まさしくここに集約される。


　鬼おにを、神へと変える祭り。おそらくは、葛城の当主が変わるたびに行われてきたこと。ならば、何十回となく連綿と続けられてきた──伝統なのだろう。


　たとえ、人柱を出してでも、続けねばならない伝統。


「そやから、葛城家はもう引き返せへんやろ。一度、鬼を引きずり出してしまった以上、祭りを完かん遂すいするしか、あそこには残されてへんもん。……それでも、社長は止とめる？」


　穂波が、尋たずねた。


「……止める」


　いつきが、うなずく。


「すまんな……」


　苦く渋じゆうを吐はき出すように、巨きよ漢かんが頭を下げた。


「いいですよ。もう仕事ですから」


　これだけは、少し力を込こめて、いつきも答える。


　震ふるえる膝ひざをこらえ、懸けん命めいに獣けもの道みちを上っていく。


　その様子を見て、歩調を合わせながら、辰たつ巳みが呟つぶやいた。


「前も……この山だった」


「前？」


「三年前だよ」


「ああ……」


　失敗したという、三年前の祭り。


　その結果として、みかんたち姉し妹まいの母が死んだという、そのことは猫屋敷から聞かされていた。それは、葛城家が殺したようなものだと。


　だから、いつきは訊きいた。


「辰巳さんは、三年前、何があったんですか？」


　それだけの言葉に、いろいろな意味を込めた。


　これもまた、断だん片ぺん的には、辰巳から聞いていた。


　守れなかった──と。


　三年前、辰巳は、守るべきものを守れなかったと。


　だが、誰だれを、何から？


「…………」


　しばし沈ちん黙もくし、巨漢はごりごりと頰ほおをこすった。


「あいつらの母はな。三年前の祭りの、巫女みこだった」


「はい」


　厳げん粛しゆくな面おも持もちで、いつきが話を促うながす。


　その間も、ふたりの足は止まらない。後ろを歩いている、穂波と猫屋敷も同じことだ。


「だけどな。それ以前に、俺にとっても、優やさしい叔母おばだったんだよ」


「叔母？」


「ああ。みかん・香かおりと俺とは、従兄弟いとこなんだよ」


　どこか懐なつかしむように、巨漢の目元は和やわらいだ。


「従兄弟つっても、あの家だ。本家の人間以外は、まともな人間扱あつかいされやしねえ。つまるところが、あそこは何もかも本家を中心に回ってんだからな。──それでも、あの叔母だけは優しすぎるぐらい優しかったよ」


「優しい人、でしたか」


「おお」


「…………」


「でもな、やっぱり優しすぎたよ」


　と、辰巳はかぶりを振ふった。


「あの人は、鬼にまで優しかったんだ」


「鬼、に？」


　意味が分からず、眉まゆ根ねを寄せたいつきへ、巨漢は微び笑しようする。


「鬼を、救おうとしたのさ」


「…………！」


　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。


「それ、って……」


「葛城を恨うらんでいる鬼をな。神へと祭り上げる前に、その恨みを雪すすがせてやろうとした。結局、それで鬼に殺されちまった」


　言葉にすれば、たった十秒ほどのことだ。


　だが、その重みはいかばかりであったろう。


　あの鬼の恨みを──解とく。


　千年以上もの間、積もりに積もった恨みを雪がせてやる。それは、一体どれほどの覚かく悟ごがなければできないことだろうか。


　ましてや、その恨みを誰よりも知る、葛城の者なら。


「それでも、ひょっとしたら、少しは成功しかけてたのかもしれねえ」


　辰巳の笑えみは、どこか弱々しかった。


「香が、あのタイミングで現れなきゃな」


「香さんが……どうかしたんですか？」


　いつきの問いに、辰巳が頭を搔かいた。


「どうやって察知したのかね。それとも、親子の情とでも言うもんかな。とにかく、葛城家の監かん視しも逃のがれて、俺の後ろにこっそりついてきてたらしい。香の守り人の俺も、人数が足りないからって、あの人の護衛につかされていたからな。──そうして隠かくれてたあいつに、鬼おにが眼めをつけたんだ」


　それで、祭りそのものがおじゃんになった、と辰巳は話したのだ。


「結局のところ、香に才能がありすぎたのさ。本来、祭りの巫女を求めるはずの鬼が、隠れてた香に牙きばを剝むきやがった」


「香ちゃんに?!」


　驚きよう愕がくしたいつきへ、巨漢がうなずく。


「ああ。鬼と対話するつもりで、呪じゆ縛ばくをゆるめていたのが仇あだになった。ほんの一瞬だったよ。反転した鬼と、香を庇かばおうとしたあの人が見つめ合ってな」
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　一息おいて、こう言った。





「次の瞬間には、ころり、とあの人の首が落ちたんだ。香の前でな」





「な…………」


　今度こそ、声も出なかった。


　胴どうと、生き別れになった首。


　その光景の恐きよう怖ふよりも──その光景を直視した少女を思って、いつきは固まった。


　三年前ということは、今のみかんよりも幼いぐらいであったろう。


　その香が、親の死を間近で見たというのか。


　それも、首が落ちるなどという無残極きわまりない光景を……！


　辰巳は、軽く自分のうなじを叩たたく、


「後は、話すほどのこともねえ。祭りは失敗して、鬼はどっかへ消えちまった。もともと、このへんで鬼が生まれるだけのスポットはいくつもあるからな。雷いかずちの丘おかに潜ひそんでたっつーのは、いままで分からなかった。当然、香もあの人も守れなかった俺は謹きん慎しん。この三年、ずうっと息もひそめて暮らしてたよ」


　自じ嘲ちようするように、顔をくしゃくしゃと歪ゆがめる。


「守りたかったなあ……」


　大きな拳こぶしが、砕くだけそうに握にぎりしめられた。


　ぎちぎちと、骨までも軋きしみをたてるのが聞こえそうなぐらいだった。


「守りたかった……なあ……」


「…………」


　かける言葉が、いつきには見当たらなかった。


　どうして、こんなにも辛つらいのだろう。


　魔ま術じゆつという世界に踏ふみ込んだ人たちは、どうして皆みな、こんなにも哀かなしい思いをしているのだろう。


「……でも」


　と、背後から、声があった。


　穂波だった。


「なんで、香ちゃんは鬼を封ふうじていたんやろ」


「え？」


　振り返った辰巳を、少女の蒼氷色の瞳アイスブルー・アイはまっすぐに見つめた。


「時間稼かせぎだけやったら、結界なんかこもらずに、ただ隠れてた方がええ。なのに、見つかるんを覚かく悟ごで鬼を封じていたんは、誰だれかを待っていたから違ちやう？」


「あいつは……」


　言いかけて、答えが出せず、辰巳は口ごもる。


　代わりに、飄ひよう々ひようと猫屋敷が答えた。


「あの子なら……辰巳が来てくれるまで自分を誘ゆう拐かいしてくれ……って私に頼たのんだんですよ」


　一いつ瞬しゆん、面めん食くらったように辰巳が瞬まばたきした。


「……香が、か？」


「ええ」


　と、青年は首を縦に振ふる。


「俺が来るって、あいつは知ってたのか」


「いいえ」


　と、青年は首を横に振る。





「でも──あなたが来ると、香さんは信じてました」





　猫屋敷の答えに、いつきは少女の姿を思い出す。


　ひどく時代がかった言葉を使う、幼い娘むすめ。


　何もかもを悟さとり、諦あきらめていたようなあの少女が、辰巳のことに触ふれたときだけ、年相応にはしゃいで、泣いて、喜んでいた。


「にゃあ」


「にぃ～～～～あ」


　賛同するように、猫ねこたちが鳴いた。


「そうか……」


　そして今、この巨きよ漢かんはしみじみとこぼしていた。


「……仕方ねえな」


　と、頭を搔かいていた。


　まるで、いたずらを見つかった、幼い男の子のようだった。


　そんなふたりなのだろうと、思う。


（……うん）


　ぱん、といつきも自分の頰ほおを叩いた。


「じゃあ、早く行きましょう！」


　ぐっ、ぐっ、と勢い込んで坂を登っていく。


「お、おい、いつき？　疲つかれてたんじゃ……」


「大だい丈じよう夫ぶです。だって、早く行かないと！」


　先行して、辰巳たちを促うながす。それだけの元気が、少年の身体からだと心に戻もどっていた。


　しかし、その足が、数十メートルで止まった。


「……うわっ！」


「どしたん、社長？」


「あ、あれ……」


　並んできた穂波へ、いつきが指差す。


「な……」


　穂波もまた、目を剝むいた。


　その地点で、森の地面が、無残に抉えぐり返されていたのだ。


　鍬くわや鋤すきによるものではない。抉り返されたカタチは、人とは思えぬほどに巨大で歪わい曲きよくした足型であった。


　ばかりか、その足型の行くところ、無数の杉すぎの木さえ叩たたき折られているのだった。


「あの鬼おにの、足あし跡あとだろうな……」


　辰巳が、呻うめいた。


「じゃあ、鬼が向かってるのは……」


「多分……いや、間ま違ちがいなくみかんのところだろ」


　ぐい、と視線が傾けい斜しやの上へ向けられる。


「急ぐぞ……！」


　一層速く、辰巳の足も、その傾斜を登り始めたのだった。





　　　　２




　季節違いの、嵐あらしのようだった。


　雪の中、杉の木が薙なぎ倒たおされ、次々に山の傾斜へと伏ふしていく。そのたび、白い雪と土ど砂しやとが攪かく拌はんされ、轟ごう音おんを巻き起こす。一歩ずつの歩みが、小規模なクレーターを作り出し、世界を思うままに蹂じゆう躙りんしていく。


「あ、あ、あ……っ」


　魔ま性しようや怪かい物ぶつに慣れた葛城の家人さえも、ただ茫ぼう然ぜんと見入るしかなかった。


　祭りのために集められた術者たちは、かろうじて動どう揺ようを抑おさえているが、それでも驚おどろきは隠かくせない。


　あまりもの、圧あつ倒とう的な暴力。


　天災とも紛まがうばかりの──いいや、かつては天災そのものとされた、絶対的な破は壊かい。


　その内側を、黒い颶ぐ風ふうが向かってくる。


　黒い肌はだの、化け物。


　鬼。





〝──祭りが、始まるか〟





「ひあああっ！」


　火の粉が、弾はじけた。


　鬼の『声』を聞いて、松明たいまつを持っていた家人が悶もん絶ぜつしたのである。地面へこぼれた松明が、転々と跳はね、山の暗がりを不規則に演出した。


　そんな状じよう況きようを冷ややかに見つめ、


「──来たぞ」


　と、老女の声が低く這はった。


「過あやまつな。確実に捕とらえろ」


「はっ」


　その命に従い、術者たちが、携たずさえていた品を取り出す。


　植物で編んだ、ロープのような品だった。


　葛かずらの蔦つたである。


　葛城──その名にちなんだ呪物フエテイシユであった。


　その蔦を投とう擲てきできるよう、走ってくる鬼を狙ねらい澄すましたところで──術者たちはあることに気が付き、血相を変えたのだ。


「────っ?!」


　その躊ちゆう躇ちよをついて、再び『声』が炸さく裂れつした。





〝──祭りが、始まるか！〟





「……っが！」


　術者の何人かが、崩くずれ落ちる。


　耳の穴から、赤い血を垂らしていた。『声』によって、霊エーテル体のみならず、物理的に脳をも揺ゆさぶられたのである。


　耐たえきった者たちも、数秒、行動が遅おくれた。





〝──祭りが、始まるかぁ！〟





　鬼の腕うでが、真横に振ふるわれる。


　軽く、衣ころもがひっかかっただけにしか見えなかった。


　なのに、まるで人形マネキンみたいに、最後列の術者たちが弾け飛ぶ。漫まん画がか何かとしか思えない光景だった。何人かは坂を転げ落ち、何人かは杉すぎの木へ激げき突とつして、肉と骨の相打つ嫌いやな音をたてた。


　鬼おには、止まらない。


　さらに疾しつ走そうし、接近する。


「恐おそれるな。投げろ！」


　葛城鈴香が、一いつ喝かつする。


「しかし……香さまが、背中に！」


　叫さけんだ術者の瞳ひとみに、その姿は映っていた。


　鬼の背中である。獣けもののごとく前ぜん傾けいした背筋は、異様なほどに盛り上がっていた。


　いや。


　それは鬼の肉ではなかった。


　不規則な、松明の炎ほのおに、美しい髪かみが赤々と照らされていた。


　香の──髪だった。


　ずぶずぶと、背中に寝ねそべった少女の身体からだが、半なかば鬼の中へと沈しずんでいたのだ。顔も着物も、鬼の肌へと半ば同化しながら、何も気づかないように眠ねむっていたのである。


　それが、弓鶴を含ふくめた、術者たちの躊躇の原因だった。


「無視しろ！　穢けがれや恨うらみが他人に取り憑つくなど良くあることだ」


　あくまで落ちついた声で、老女が叱しつ咤たする。


「…………」


　それでも、術者たちは動けない。


　自分の行動が香を傷つけることになったら──と恐れているのだ。彼らにとって、葛城の後こう継けい者しやたる香は、文字通り、神にも等しい存在であった。


　諦あきらめた鈴香が、隣となりの従者へと命じる。


「──弓鶴！」


「っ！」


　鈴香の命に、若者が苦く顔をしかめた。


　それも一いつ瞬しゆん。


　若者の身体が、するりと動いた。


　気持ち悪いほど滑なめらかに、大地を移動する。


　身を延べるともいう、古武術にもある歩法だ。数時間前、辰巳が雷いかずちの丘おかで見せたのと同系のものでもある。


　ぶうん。


　鬼の腕が、空気を薙なぐ。


　その紙かみ一ひと重え先へ、弓鶴は身体を延べていた。


　紙一重避さけたはずなのに、髪の数本が風圧でちぎれとんだ。


「香さま、お許しを！」


　白木の弓を、構える。


　矢はなく、しかし、まっすぐに鬼を見み据すえた。





　ぃぃいん──！





　その弦つるが鳴った。


　鳴めい弦げん。


　清らかな音にて魔ま性しようを滅めつする、神楽かぐらの術。


　見えない矢に、何度となく鬼が穿うがたれる。


　昨夜の、仮面の鬼のときのように、それで倒たおすとはいかない。


　わずかに鬼の五体が震ふるえ、のけぞる。


　それだけだ。


　だが、それだけで十分だった。


「投げろ」


　鈴香の命。


　今度こそ、術者たちも従った。


　十数人の手から、一いつ斉せいに蔦つたが投げかけられる。


　すると、蔦の先せん端たんが大地へと根を張り──もう片方の先端が、鬼の手に、足に、胴どうに、首に、自らの意思を持つかのように絡からみついたのである。





〝──祭りが、始まるかっ！〟





　鬼が吼ほえた。


　力任せに、腕うでを振ふりまわす。


　人間どころか、大木さえ根本から引きぬく豪ごう腕わんである。


　腕が膨ふくれあがる。黒い肌はだに血管が浮うき、ただでさえ人の倍はある二の腕が、大の男の腰こしぐらいにも膨ぼう張ちようする。


　ごおっ！


　炎のような吐と息いきが、鬼の口から漏もれた。


　なのに。


　蔦は、びくともしなかった。


　鬼おにの腕に渾こん身しんの力をこめてなお、大地と繫つながった蔦は、一向にちぎれそうになかった。


「鬼おに縛しばりの、葛城の呪じゆ法ほうだからな──」


　葛城鈴香が言う。


　その唇くちびるが、淡あわい笑えみを含んでいた。


「鬼である限りは、いかなる剛ごう力りきをもってしても破れぬさ。その蔦も、お前も、まとめてそういう風にできている」


　ごおっ！


　もう一度、鬼が吐息を鋭するどく発した。


　腕が、さらに膨張する。


　それでも、蔦はちぎれなかった。


　大地へと根を張ったまま、鬼を完全に拘こう束そくしている。どれほど鬼が力をこめても、ちぎれていくのは自分の身体からだだけだった。


「やめておけ。あまり傷つかれると、神になってもらったときの価値が落ちる」


　笑ったまま、老女が近づく。


　もはや、鬼には何の危険もないと、そう判断したらしかった。


　ゆるりと、皺しわの寄った手を、鬼へと伸のばす。


　鬼が、動いた。


「────っ?!」


　蔦は、ちぎれなかった。


　だが、蔦の繫がった大地の方が、引き裂さかれたのである。割れた大地が、亀き裂れつを幾いく重えにも増やし、蜘蛛くもの巣のごとくに広がった。


　持ち上がった岩がん盤ばんに、術者の数人が体勢を崩くずす。


「……鬼の剛力、そこまでのものか！」


　老女が笑う。


　赤い唇に、笑みが深くなる。


　ふわりと、身体が後方へ跳とぶ。優に六十を越こえていそうな身体のどこに、そんな瞬しゆん発ぱつ力りよくが宿っているものか。


　鬼にとっては、無む駄だなことだ。


「鈴香さま！」


　弓鶴の悲鳴。


　黒い疾しつ風ぷうと化して、鬼が老女の懐ふところへ飛び込む。狂きよう喜きした顔が、真っ白な牙きばを剝むいた。鉄でも引き裂く牙。凄すさまじき速度。


　術者たちの誰だれも──弓鶴さえも、反応できない。





〝──祭りが、始まるかぁっ！〟





　喜き悦えつの『声』とともに、牙が夜気を裂いた。


　逃のがれえぬ死。


　老女の心臓など、食い破るのに一秒といるまい。実際、その場の全員が、絶命する葛城鈴香の姿を幻げん視ししたのである。


　なのに。


　はたして、鬼の動きは止まった。


「……あ」


　それは、鬼の『声』ではなかった。


　その声を呟つぶやいたのは、鬼の背中と同化していたはずの──香であった。


　まだうっすらとしか開いていない目を、術者たちの間へ向けていた。


　そこに、ひどく小さな影かげが落ちていたのである。


「……香、お姉、ちゃん？」


　みかんであった。


　術者たちの、さらに先を歩いていたはずのみかんが、いつのまにか、ここまで戻もどされていたのだ。


「……み、かん」


　鬼の背にはりついたまま、香の唇が動いた。


　半眼の目から、涙なみだがこぼれた。


「嫌いや、じゃ……見ない、で……」


　鬼が、腕うでを振ふる。


　背中の少女を隠かくそうとして──その動きも、ぎこちなく停止した。





「とほかみ　えみため　とほかみ　えみため」





　神道の祝詞のりとが、鬼を呪じゆ縛ばくしたのだ。


「おばあちゃん──！」


「いろいろと準備もするさ。みかんがいても、鬼と香を捕つかまえんでは、祭りが始まらん」


　振り向いたみかんをよそに、祝詞を紡つむぐ老女が笑った。


　みかんの来訪は、無論、鈴香の命によるものだ。


　いざというとき、鬼を止めるための策になると、そう見込まれていたのである。香が鬼と同化していることも、彼女の予想の内だったのだろう。


　だが、なんと残ざん酷こくな策だったか。


　香には鬼おにと同化した醜みにくい姿をさらけ出させ、みかんにはその姉を直視させるという──無む惨ざんなる策。


「ほうれ」


　微笑ほほえんだ老女が、さらに祝詞を歌う。





「かんごんしんそんりこんだけん」





　鬼の身体からだを束縛する蔦つたの数が、倍加する。


　その一本ずつさえも膨ふくれあがり、鬼の肉を圧あつ搾さくしていく。





〝──おおおあああああがっ！〟





　ぎりぎりと、骨までも食い込む蔦に、ついに鬼が屈くつした。


　無理矢理に、割れた地面へ引きずり倒たおされる。異形の顔が土をこすり、口元に雪と泥どろをなすりつけられた。


　倒れたのと同じくして、香も意識を失ったものか、その瞼まぶたがふつりと落ちた。


「──お姉ちゃん！」


　悲痛なみかんの叫さけびに遅おくれて、


「……連れていけ」


　無情なる老ろう婆ばの声が、山の夜に響ひびき渡わたった。





　そして、もうひとつ。


「……………………………………………………………………………………………………」


　その夜空に半はん透とう明めいの少女が浮うかび、口元を押さえ、涙を浮かべていることには、誰だれも気がつかなかった。


　鬼が引きずられるのを見届けてから、その少女黒羽まなみは山の端はへと飛んでいったのであった。





　　　　３




　夜から降るものは、雪だけではなかった。


　陽炎かげろうのように霊エーテル体をぼやけさせ、黒くろ羽はまなみが急降下してきたのだ。


　さきほど鬼が暴れていた位置から、ちょうど山の反対側にあたる場所だった。


「はぁっ……はぁっ！」


　心臓もないのに息を荒あらげ、自分の胸むな元もとをつかんだまま、黒羽が言う。


「──あ、アディリシアさん！　みかんちゃんが！」


「ええ、こちらでも、シャックスの眼めを通じて確かく認にんしましたわ」


　うなずいたのは、無論、金きん髪ぱつの少女であった。


　ドレスの腕を前に伸のばす。


　その手の甲こうへ、ふぁさりと闇やみ色いろの翼つばさが舞まい降りた。


　黒い鳩はとだった。


　名を、シャックスという。


　ソロモン七十二の魔ま神じん──その一柱だ。


　このシャックスと黒羽とで、葛城の祭りを偵てい察さつしていたのである。はたして、そこで行われていたのは、少女たちの予想も超こえる凄せい惨さんな図であった。


「ミカンが人柱で、その姉が鬼に憑つかれているですって……？」


　呻しん吟ぎんするアディリシアが、親指の爪つめを唇くちびるにあてる。


「どういう、ことですの……影かげ崎ざき」


　最後は、隣となりへ呼びかけた名前だった。


　山の夜に吸い込まれるようにして、男は立っていた。


「……ふむ」


　影崎は、薄うすっぺらく相あい槌づちだけを打つ。


「なるほど、貸し出し魔法使いレンタルマギカを借りた甲か斐いはありましたか。それなりに役立ってくださいます。今の鬼のおかげで、黒羽さんが入れる程度には、山の空気が気枯れていますし」


「いいかげんになさって！」


　ぴしゃりとはねつけ、アディリシアが憤ふん然ぜんたる面おも持もちで見やる。


「あなたは……知っていたんじゃないんですか」


「ほう」


　少女の言葉に、影崎が視線をあげる。


「ミカンが人柱にされるのも、姉が鬼に憑かれるのも……この先のことも分かっているんじゃないんですの」


「さて」


　わざとらしく、影崎が肩かたをすくめる。


「言ったでしょう。まずは祭りを見ていただくことになると。まだ、あなた方は祭りをすべて見たわけじゃないですよ？」


「それまで、待てとおっしゃるの」


　そんなことは承しよう伏ふくできないと、言外に含ふくませた台詞せりふだった。


　気の弱い相手だったら──それこそいつきあたりだったら、布ふ団とんをかぶってぶるぶる震ふるえかねない。そうでなくても、少女から発される気き迫はくに耐たえられる者は、ごくごく稀まれであろう。


　数千年来、人の上に立ってきた血統の気迫。


　さらに、アディリシアは言いつのる。


「カツラギミカンは、〈アストラル〉の所属でしょう。正式に〈協会〉へ加入している結社の所属です。いくら血けつ縁えんとはいえ、それをカツラギ家が人柱に使おうとするのは、〈協会〉が制止すべき事由ではありませんの?!」


「……〈協会〉は、基本的に不介入を旨むねとしていますので」


　あくまで穏おだやかに、影崎は告げた。


「それで……通るとでも？」


「だから、あなた方が確認をとればよろしい。蛇がいるにせよいないにせよ、それがはっきりすれば自由に活動していいと、そう契けい約やくしているはずですが」


「…………！」


　アディリシアが言葉に詰つまる。


　すぐ、かぶりを振ふって、右手をこねる。


「分かりましたわ！　蛇へびの有う無むをはっきりさせればいいのでしょう！」


　白い指から、真しん鍮ちゆうの壺つぼが闇夜に跳はねた。





「──来たれフォルネウス！　二十九の軍団を支配する侯こう爵しやく！」





　その内側で非実体化エーテライズしていた魔神が、たちまちアッシャー界現実へと顕けん現げんする。


　悠ゆう々ゆうと宙を泳ぐ、ギンザメの魔神──フォルネウス。


　その背へ乗って、少女は黄金きんの髪かみを夜風になびかせた。


「……干かん渉しようは禁じてますが」


　影崎が、中空の少女へと呼びかける。


「カツラギ家のことに干渉しなければいいのでしょう！」


「分かっていただけるのであれば。……それと、もうひとつ訊きいてかまいませんか」


「何ですの？」


「なぜ、あなたが、そこまでカツラギミカンにこだわるのです？」


　と、影崎は訊いたのだ。


「あなたにとって、〈アストラル〉は経営権の二割を持つ結社というだけでしょう。首領としての義務も責任も、魔法使いとしての意味も発生しないはずです。まして、その結社の一員でしかないカツラギミカンに、どうしてそこまで肩入れします？」


「私は──」


　言いかけて、アディリシアは口ごもった。


　何度か、言葉らしいものを紡つむぎかけ、そっぽを向く。


「そんなの──私にも分かりませんわ！」


　そのまま、少女とギンザメの魔神は夜の闇へと消え失うせたのである。


　しばらく、影崎もその空を見上げていた。


　それから、


「……変わりましたね」


　と、影崎は呟つぶやいた。


「私が知る限り、彼女は最も魔ま法ほう使つかいらしい魔法使いであったのに」


「いいえ」


　応こたえがあった。


　黒羽が、そう言ったのだった。


「今でも、そうだと思います。魔法使いって格好良くて誇ほこり高くて──困ってる人を助けてくれる──そんな存在だって、あたしは思います。だから、アディリシアさんは、何ひとつ変わってやしません」


　真っ直すぐに影崎を見つめて、少女は言い切った。


　一いつ瞬しゆん、まるで戸と惑まどうような間をおいてから、影崎が尋たずねる。


「それは……あなたを助けたのが魔法使いだったから？」


「いいえ」


　きっぱりと首を横に振り、黒羽はこう口にした。


「あたしが見てきたのが──そういう人たちだったからです」


「……なるほど」


　笑うでもなく、影崎は目を細めた。


　そんな魔法使いはいない。


　あらゆる魔法使いは、あくまで自分のために魔道へと邁まい進しんする。ゆえに、少女の言うような存在は、ただの夢想か幻げん想そうに過ぎないのだ。


（……なのに）


　なのに、アディリシアは葛城みかんにこだわった。


　その理由は、何だろう。


（…………）


　貸し出し魔法使いレンタルマギカ。


　他人のために魔法を使う、世にも奇き妙みような魔法使いたち。〈アストラル〉という、矛む盾じゆんを内包した組織。黒羽まなみが憧あこがれる、ありえない存在。


　ひとつ、影崎は息をついた。


　それから、


「空気が……変わりましたね」


　と、言い足した。


「え？」


「どうやら……じきに事態が急転しそうです」


　どこか気だるそうに告げて。


　ゆるりと、山の頂点──祭りの方向を振ふり向いたのだった。





　　　＊





　雪は、その勢いをいや増すばかりであった。


　大おお粒つぶの結けつ晶しようたちが、杉すぎの枝をすりぬけて、世界を白く白く覆おおっていく。降り始めてからわずか数時間だというのに、山やま肌はだは雪国を思わせて、純白に染まっていた。


　そんな杉木立の、出口だった。


　後一息で、山の中腹へと出るという場所だった。


　低位置の枝を慎しん重ちようにかきわけながら、辰巳は一歩ずつ大地を踏ふみしめていく。


「遅おくれたな……」


　ぼそり、と呟く。


　裏手からの道が、鬼おにの暴走によって潰つぶされており、自然、いつきたちの登山も大おお幅はばなロスを強しいられていたのだった。


「もうすぐ……石いし舞ぶ台たいですよね」


　これは、隣となりを歩くいつきが言った。


　葛城の石舞台。


　それが、四人の目的地であった。


　鬼を神へと変える──その祭りに必ず使われる儀ぎ式しき場ということだった。神しん道とうにおいては、磐いわ座くらとも呼ばれる神聖な場所だ。


　がくがくと、少年の膝ひざが震ふるえていた。慣れない山道で無理を重ねたためである。それでも、少年はもう弱音を吐はかなかった。


　疲ひ労ろう以上の意味が、その先にあったからだ。


「ああ。鬼である以上、葛城家の術からは逃のがれられねえ。……この様子だと、もう石舞台まで運びこまれてるだろ」


「そこで……鈴香さんは、何をするんでしょう」


「前と同じなら、鬼の──」


　言いかけたときだった。


　四人の足が、同時に止まった。


　辰巳の太い眉まゆが、ぐいと歪ゆがめられる。


「お前……っ」


「いよお、ずいぶん早かったな。正直、無む駄だ足あしになるかと思ってたんだが、やっぱり来ておいてよかったか」


　休日の待ち合わせでもしていたような感じで、坂の上の若者は片手をあげた。


「圭けい……」


　と、これは猫屋敷が口にした。


　そこにいたのは、猫屋敷の弟おとうと弟で子し──石動いするぎ圭けいであったのだ。


　悪戯いたずらっぽく、その目元に皺しわが寄った。


「兄弟子どのも、壮そう健けんなようで何より」


「自分で罠わなにはめておきながら、何を言いますか」


「いやいや。非才な弟弟子としては、あれぐらいやっておかないと、手も足もでないものでしてね」


　けらけらと笑いながら、片手をぶらぶらあげる。


　軽けい薄はくそうな仕草が、この若者にはよく似合った。山に重くたれこめた陰いん鬱うつな空気も、この若者には影えい響きようを及およぼし得ない──そんな風でもあった。


　だが、その軽薄さに流されず、あくまで冷ややかな面おも持もちで、猫屋敷が訊きく。


「で、どういう御ご用よう事じでしょう？」
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「ああ。今邪じや魔まされると、ちと予定がずれるんだわ」


　ぽんぽんとジャケットの首を叩たたく。


　実に気軽に、こう申し込んだのである。


「悪いけど、もうしばらく待っていてもらえねえかな？　祭りが終わるまでぐらいでいいんだけどさ」


「ふざけるな……！」


　ずいと前に出たのは、辰巳であった。


　二メートル近い巨きよ体たいが、ランタンの光を浴びて、大きな影かげを落とす。


　殺気が、その影を異形に見せた。


　暗がりでも、怒いかりに満ちた表情が窺うかがえる。制服の上からでも、こぶのように膨ふくれあがった筋肉が分かる。


　この巨漢が──鬼に化けたかのようでもあった。


「ふざけちゃいないさ」


　すう、と圭の手がジャケットに差し込まれる。


　その指の間に、五色の竹たけ筒づつが挟はさまれているのを、いつきは見た。


　くだぎつね。


　陰おん陽みよう師じとして猫屋敷に追いつけなかった圭が選んだ、外げ法ほうのひとつ。本来、陰陽道としては異い端たんの技術を、あくまで五行──陰陽道の魔術特性〈陰陽五行の式（Formula Of Five Element）〉に応じて使いこなすのが、圭の秘儀であった。


「こちらにも、事情はあってね」


「……そうか」


　言いながら、もう辰巳は聞いていなかった。


　互たがいをつなぐものは、殺気と呪じゆ力りよく。


　陰陽道の正道より外れた、圭の呪術と。


　魔術というよりも武術に近い、辰巳の神楽かぐらと。


　ふたつが音もなく交こう錯さくしようとしたとき──もうひとつ、辰巳の隣から影が前に出た。


「いつき……？」


　巨漢が、意外そうに呼んだ。


　先に、いつきが出たのだ。


「どうした、若社長？」


「いいえ。でも、一言だけ」


　緊きん張ちようによるものか、乾かわいた喉のどでごくりと唾つばを飲み込み、いつきはこう口にした。


「……みかんちゃんが泣くのも、その事情だから仕方がないって言うんですか？」


「…………」


　圭が、沈ちん黙もくした。


「あたしも、訊きたいな」


　その間かん隙げきにつけこんだように、もうひとり、前に出たのである。


　雲に隠かくされ、月が見えなくても、この少女はどこか月光を纏まとうように優美であった。


　ケルトの魔女。


　あるいは、月の魔女ともいう。


　穂波・高たか瀬せ・アンブラーだった。


　少女もまた長くは問わず、一言に疑問を凝ぎよう縮しゆくした。


「石動圭。あんたが……蛇に堕おちたん？」


「「────っ！」」


　いつきと辰巳が愕がく然ぜんと、猫屋敷が神しん妙みような顔つきで──皆みな、圭を向いた。


「…………」


　圭は。


　圭は。


　圭は、ただ皮肉そうに、薄うすい唇くちびるを歪めた。





　　　＊





　山の中腹に、それは設けられていた。


　一見すれば、石でこしらえられた、奇き怪かいな箱型のオブジェともとれよう。


　縦横が大人の背せ丈たけほどもありそうな巨石を、実に精せい緻ちに組み合わせている。石と石の間には、カミソリの刃はも通らなそうだった。


　石の大きさと、山の中腹という場所を考えれば、つくりあげた人間の労力は計り知れない。自分の肉体ところぐらいしか使えない民たみが、文字通り血の汗あせを流し、ここまで運んできたに違ちがいなかった。


　それだけの情熱と、執しゆう念ねんが必要とされた場所ともいえる。





　──葛城の、石いし舞ぶ台たい。





　そうも呼ばれる、葛城の聖域である。


「…………」


　葛城鈴香は、その聖域の前にたたずんでいた。


　ここまでの儀ぎ式しきで──また鬼おにと対たい峙じした一件で──相当の体力を消しよう耗もうしたものか、皺しわ深い顔は蒼そう白はくの陰かげりを帯びていた。


　それでも、老女の立ち居振ふるまいには、一点の曇くもりとてない。


　六十年以上続けてきた『在あり方』が、いかなるときでも老女を縛しばるという──そんな風でもあった。


　そういう『在り方』以外は、できないというようでもあった。


「……そろそろだな」


　鈴香が、石舞台へと目を向ける。


　石舞台の四よ隅すみには、灰が撒まかれている。


　先ほどまで使っていた幣ぬさや、術者たちの髪かみと爪つめを燃やしてつくった灰だ。


　それらの灰が、不可視の呪力でつながって、一種の結界をつくっているのであった。万が一にも鬼を逃にがさぬための措そ置ちだった。


　その石舞台の地下から、数人の術者たちが姿を現した。


「──おふたりの移送、終わりました」


　代表らしき術者が、頭を下げる。


「……鬼の様子は？」


「予想以上に落ちついてます。香様の素質ゆえかと」


　術者の声には、隠しきれぬ驚きよう愕がくの響ひびきがあった。


　鬼を受け入れるだけの素地を、本来的に香が有しているのだ。確かに、それは稀まれなる素質といえた。みかんはおろか、この鈴香でさえ遥はるかに届かぬ天才。


「いいだろう」


　と、鈴香がうなずき、


「……これより、人柱の儀を始める」


　厳おごそかに宣言した。


　術者たちが、皆、残らず低頭する。


　人柱の儀。


　老女のやろうとしているのは、いわば鬼の『移植』であった。


　葛城香と同化した鬼を、みかんという人柱へおびき寄せる。みかんに憑ついた鬼は、少女の中で徐じよ々じよに純化し、清められ、神という属性に変へん換かんされる。


　それは、わずか十にも満たぬ少女を、神の母ぼ胎たいとして使うという──いっそ背徳的とさえいえる行こう為い。


　そして、最後には、


「……みかんの魂ごと、神を剝ぐ」


　と、老女は冷たく述べた。


　それは、霊れい的てきな外げ科か手術といってよい。


　みかんという母胎の中で転じた神を、みかんから強ごう引いんに切り離はなす手術だ。


　無論、危険は伴ともなう。


　命の危機。魂の危機。──精神こころの危機。


　あらゆる意味で、『葛城みかん』という人格を無視された儀式。


「…………」


　しかし。


　香という天才を生かすための、仕方の無い犠ぎ牲せいだった。


　魔ま法ほう使つかいならば、魔法使いの血を受け継ついでしまったものならば、生まれながらに諦あきらめていること。





　──ゆえに。





　この場にあるものは、誰だれひとり、疑問を持たなかった。


　疑問を持つことさえ、許されなかった。




第８章　魔法使いと蛇の影









道場法師……鬼（雷）の子である道場法師は元興寺の従者となって鐘堂にあらわれる大鬼を退治したのち仏門に入った。その後田に水を引くため諸王と争い、最後に百余人引きの大石で諸王の水門を塞ぎ、水を元興寺に入れたという。




　　　　１




　石いし舞ぶ台たいの、内側。





　しんと冷えた、闇やみの中だった。


　単に冬だからというだけではなく、魂までも凍こおりつきそうな寒さであった。


　石に染しみついた寒さは、体温どころか、身体からだの芯しんにあるひどく大切なものまでも奪うばってしまいそうに思えた。


　そんな闇に、


「あ……」


　声が、あがった。


　葛かつら城ぎみかんである。


　少女は、石室の隅すみにしゃがみこんでいた。立ち上がるだけの力もなかった。そんな余力は、根こそぎ禊みそぎで持ち去られていた。


「ふ……あ……」


　かろうじて残っているのは、生命を維い持じするだけの──呼吸をする力ぐらい。


　精せい一いつ杯ぱいの力で、肺に空気を取り入れ、酸素を四し肢しへと送る。そんな当たり前の行為が、意識しないとできなくなっていた。


　だから。


「ちゃん……」


　みかんは、生きるための『力』を削けずって、手を伸のばす。


　白い指が、闇に震ふるえた。


　震える指は、誰にも触ふれられなかった。


　触れられなかったから、少女は白い喉のどを震わせた。


「えちゃん……」


　最初は、声が出なかった。


　だから、もう一度、喉に力を込こめた。


「お姉ちゃん……っ」


　それでも、耳を澄すまさなければ聞こえないほどの声。


　石室にたった一本の針を落としたかのような、哀かなしくかぼそい声。


「……みかん、かの？」


　はたして、かぼそい返事があった。


　かすかに、布ぬの擦ずれのような音。


「お姉ちゃん？」


「ああ。……ここにおる」


　声は、石室の反対側から聞こえた。


　今は、鬼おにではなく、香かおりとしての意識が戻もどっているようであった。


　姿は見えない。


　石室の内側には光源ひとつとてなく、星明かりが入る余地さえもないのだから。


　ふたりの姉し妹まいは、そんな石室で、やっとふたりきりになれたのだ。


「…………」


「…………」


　どちらも、すぐに次の言葉が紡つむげなかった。


　どんなことを話したらいいか、分からなかったのである。みかんが葛城家に戻ってからも、香と話をする機会はなかった。まともに顔を合わせたのも、さきほどの鬼の一件がはじめてであった。


　三年間の空白が、たった数メートルしかないふたりの間に、わだかまっていた。


「……みかん」


　結局、先に口を開いたのは香だった。


　ひとつひとつ、自分の中で言葉を確かめるようにして、ぽつぽつと話していく。


「……すまん」


「何、が？」


「おぬしを……人柱にさせた」


「そんなの……お姉ちゃんのせいじゃないよ……」


　微び笑しようが、声に含ふくまれる。


　闇の中でも、みかんの弱々しい笑えみが見えるようだった。心底から相手を気き遣づかう、はかなくも可か憐れんな笑み。


「……それでも……すまん」


　香が謝罪する。


　みかんは、困ったように微笑ほほえんだだけだった。今度の微笑は、気配だけで十分伝わった。


「あたしは……ずっと……お姉ちゃんの代用品だって……言われてたもの……」


　穏おだやかに、口にする。


「だから……こんなふうになっても……仕方ないよ……」


「そんなわけがあるか！」


　一いつ瞬しゆん、消える前の蠟ろう燭そくの炎ほのおが燃え盛さかるような、激しさに満ちた叫さけびだった。


「────っ」


「おぬしが人柱になって仕方ないなど……そんな法があるか！」


「…………」


　会話が、途と切ぎれた。


　重い沈ちん黙もくが、石室に落ちた。


　かすかな息づきだけが石室の内側を支配し──やがて、別の言葉がこぼれた。


「……おぬしは、母様のことを覚えておるか」


　と、香が尋たずねたのだ。


　母の死んだ三年前。当時のみかんは五歳である。記き憶おくがはっきりするかどうかという境目だった。


「……うん」


　と、みかんは肯こう定ていした。


「覚えてるよ……母さんのこと」


「……そうか」


　香が、小さくため息をついた。


　長く、細いため息だった。


　覚えてなければ良かったのにと、そんな風でもあった。


「あの……祭りでな」


　どこか、絞しぼり出すように、香は言う。


「鬼に殺されかけたわらわを、母様は庇かばってくれたんじゃよ」


　三年前の悲劇。


　失敗した祭りと、死んだ母。


　消えた鬼と、葛城家から逃にげたみかん。


「わらわが潜もぐり込んだせいで祭りが失敗して──わらわが潜り込んだせいで母様が死んだ」


「……うん」


　それは、なんとなく、みかんも知っていた。


　自分がいない間に起きた出来事を──それとはなしに気がついていた。だからこそ、これ以上、葛城家にとどまることができず、抜ぬけ出してしまったのだ。


　そこで、猫ねこ屋や敷しきと出会ったのである。


「……なのにな」


　と、香は言った。


　ひどく哀かなしげに、ひどく重々しく。


　開けてはならない、禁断の箱でも開けるように。


「なのにな……目の前で倒たおれる母様を見て、わらわはこう思ったんじゃよ」


　淡あわく、どうしようもなさそうに笑って、少女はこう続けた。





「──ああ、これで助かった──とな」





　それは、ひどく自然な心の動き。


　それは、ひどく残ざん酷こくな心の動き。


　犠ぎ牲せいになった母親の姿を見て、自分の生存を喜んでしまう、あまりにも残酷でどうしようもない感想。当時、七歳の子供ならごくごく当たり前の感想であろう。


　だが、だからといって、自分を許せるわけではない。


　だからといって、今生きている自分を許容できるわけではないのだ。


「そのとき、思ったよ」


　と、香は語る。


「鬼おにはな、外にいるんじゃない」


　一いつ拍ぱくおく。


　ゆっくりと、もう一度切なげに笑って、告げた。


「わらわが、一番の鬼なんじゃ」


　だから、香は自分でなく、みかんを助けようとした。


　自分に守られる価値などないのだから、せめて妹だけでも守ろうとした。


「罪深いのは……わらわじゃ。消えるべきは……わらわじゃ。人柱になるべきも……わらわじゃ。おぬしじゃない。みかんじゃない」


　十歳の少女が、そう話す。


　嗚咽おえつもあげず、涙なみだも流さず、ただ事実だけを語る口調で言ったのだ。








「…………」


　再び、長い沈黙があった。


　もう十分だろうと、香は思った。


　自分のずるさも、自分の醜みにくさも、十分に吐はき出した。


　最悪の自己満足で、最悪の自己中心主義。最さい期ごの時間に、自分の中に溜たまっていた澱おりをぶちまけたかっただけ。


　……なんて最悪な、唾だ棄きすべき自分。


「…………」


　それでも、一いち抹まつの解放感はあった。


　同時に、このまま消えてしまえれば、と強く願った。世界からいなくなってしまえれば、自分は救われるのにと。


　すると、聞こえたのだ。


「…………よ」


　最初、空耳かと思った。


　違ちがった。


「それは……違うよ」


　と、確かな声が聞こえたのだ。


「みかん？」


　耳をそばだてる。


　さきほどよりも力のない声で、それでも妹はこう語りかけていた。


「さっきね。ひとつ……噓うそついた」


　と、みかんは微び笑しようしたのだ。


「代用品って……言われてたからじゃなくて……」


　息も絶え絶えに。


　しかし、誰だれよりも力強く。


　少女は、闇やみの中で柔やわらかく微笑ほほえむ。


「あたしは……お姉ちゃんだから……お姉ちゃんが好きだから……人柱でもいいって……そう思ったんだ」


「…………っ！」


　それは。


　きっと、ずっと言えなかった言葉。


　代用品という言葉に、人柱という言葉に踊おどらされて、この姉し妹まいが互たがいに言えなかったこと。


「……みかん」


　香が、石の床ゆかへ手をつく。


　自由にならない四し肢しを使って、妹に近づこうとした。


　せめて、妹に触ふれようと。


　顔も見られなくても、変わり果てた身体からだでも、せめてこの一いつ瞬しゆんだけでも触れ合おうと。


「みか──っ」


　呼びかけた名前が、半ばで途と切ぎれた。


「お姉……ちゃんっ？」


「くぅ……ああああ──！」


　返事もできず、香が幼い肢体をくねらせる。


　もぞもぞと、身体の内側から──いいや、もっと本質的などこかから、何かが這はい出しているのが分かった。


　肌はだの下を、巨きよ大だいな百足むかでに這い回られているようでもあった。


　その正体を、香は知っていた。


　鬼おに。





〝祭……りを……始めるか〟





　身体の内側から、声がする。


　ほかの言葉を知らぬ、哀あわれな魂たましい。


　それが、みかんへと引き寄せられているのだ。


　そのための、一週間をかけた禊みそぎである。今のみかんは、鬼にとって、芳ほう醇じゆんな匂においを放つ天上の果実にも等しかった。


「お姉ちゃん……っ？」


「……行く……な……っ！」


　自らの身体を、香は抱だく。


　やっと、話すことができたのに。


　もっと、通じ合えると思ったのに。


「わらわ……の……いもうと……を……」


　わらわの妹を……傷つけるな！


　シンプルで強きよう烈れつな、その思いだけで香は耐たえる。


　自分の内側から這い出そうとする何かを、必死で閉じ込めようとする。


　そして。


　その思いは、踏ふみにじられる。





〝祭りを……始め……るか……〟





　呪のろいのように同じ言葉を紡つむぎつつ、半ば霊エーテル体のそれが、ずるりと香の身体を切り離はなしたのだ。


　自然、香は本来の姿に戻もどる。


　醜みにくい鬼の『核かく』だけが、みかんへと這いずっていく。これまでの香と同じように、みかんを穢けがそうと石の床を進んでいく。


「やめろ……！」


　届かない。


　妖あやかし物のものに、そんな声など届くはずがない。





　──ずるずる


　──ずるずる





　這っていく。


　這っていく。


　石の床を這って、妹へと近づいていく。自分の醜さを帯びた鬼が、妹を穢そうと這い寄っていく。


「みかん……！」


　絶望の呻うめきを、香があげた。


　そんな呻きを、鬼が聞くはずもない。





　──ずるずる


　──ずるずる





「………………………………ぁ」


　鬼の一いつ端たんがみかんへ触れなんとし、少女が身を固くした。


　その瞬間。


　ごとりと、石室のどこかで音がした。


　同時に、鬼の動きが、ぴたりと止まった。


　何かが、鬼の気を惹ひいたのだ。


「おいでませ」


　と、誰だれかが言った。


　手に壺つぼのようなものを持っていると、なんとか見えた。それだけのかすかな光が、石室の地下から湧わき出ていた。


　石室の床ゆかが外されて、そこから人ひと影かげが現れていたのだ。


「おいでませ、一ひと言こと主ぬしさま」


　強い意志を秘ひめた、声。


　霊エーテル体の鬼を引き寄せたのは、その意志だったのかもしれない。


　そのまま鬼が吸い寄せられ、ついには、その人影が持った壺の中へと自らの身体からだを投じたのである。


　くるり、と蓋ふたを閉めた後に、


「──みかん様、大だい丈じよう夫ぶですか」


　人影は、そう呼びかけた。


　その拍ひよう子しに、光が人影の顔を映す。


「な……」


　息を飲んだのは、香が先であった。


「お前、弓ゆ鶴づる──?!」


　みかんの守り人──橘たちばな弓鶴。


　人影の正体は、奇き妙みような壺を携たずさえた弓鶴だったのだ。


「……弓鶴……お兄ちゃん……？　どうして……？」


　弱々しく、みかんが呟つぶやく。


　潑はつ剌らつとした血色のよい頰ほおは、石室の淡あわい光の中で、白はく蠟ろうのごとく変じていた。


　鬼おにに憑つかれなくても、疲ひ労ろうが拭ぬぐわれるわけではない。一週間の禊みそぎに加え、この石室に放置されたことで、少女の体力は限界に達していた。


「…………」


　一いつ瞬しゆん、痛ましげに顔を歪ゆがめて、弓鶴は潜ひそめた声で答えた。


「逃にげ道を用意してます。ついてきてください」





　　　　２




「石動いするぎ圭けい。あんたが……蛇に堕おちたん？」


　穂ほ波なみが問う。


　その鋭するどさは、刃やいばにも似る。


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイは、夜の闇やみにも鮮あざやかに、若者を映していた。


「…………」


　圭は、ただ皮肉そうに唇くちびるを歪める。


　そのまま、ふたりの姿が闇に固着した。


　辰たつ巳みも猫屋敷も、戦いの覚かく悟ごを済ませていた。筋肉から余分な力を抜ぬき、必要な呪じゆ力りよくを身体にめぐらせている。その瞬間がくれば、即そく座ざに戦いへと移れる構えである。


　圭の答えによっては、生死を賭とすことさえいとわない──そういう対たい峙じだった。


「…………」


「…………」


　ひそやかな吐と息いきが、夜に混じる。


　緊きん張ちようだけが、ゆるゆると高まっていく。


「……石動、さん」


　と。


　緊張と沈ちん黙もくにこらえきれなくなったように、いつきが名前を呼んだときだった。


「────っ」


　突とつ然ぜん、少年は右目を押さえた。


　痛みではない。


　その逆である。


「社長っ？」


　猫屋敷と穂波が、硬かたい声で言った。


「だ、大丈夫。それより──今の……は？」


　右目を押さえたまま、いつきが口にする。


　この山に入ってから、ずっと右目にわだかまっていた疼うずきが、忽こつ然ぜんと消えたのである。


　猫屋敷も、その言葉で気がついた。


　いつきの右目ほどではなくても、魔ま法ほう使つかいならば肌はだで呪力の変化を知り得うる。


「……山の鬼き気きが……消えた？」


「どうやら……動いたみたいだな」


　これは、圭がにんまりと呟いた。


　猫屋敷が振ふり向く。


「圭？　あなた、何を──」


「──いや、おいとまさせてもらうってことさ」


　竹たけ筒づつを挟はさんだ圭の指が、優美に流れた。


　五色の光が、そこから走った。


　くだぎつね。


　まるで花火が弾はじけるかのように、くだぎつね同士がぶつかりあい、それぞれの纏まとう光を自乗させたのである。


「──なっ！」


　光の、炸さく裂れつ！


　強きよう烈れつな光が世界を圧し、数秒、いつきたちの霊れい的てきな視覚さえ灼やいた。


　それが途と切ぎれたときには、圭の姿はそばになかった。


　足音だけを残して、石いし舞ぶ台たいとは異なる方向へ、身を翻ひるがえしていたのだ。いつきたちに見えたのは、闇に消えるジャケットの裾すそと、揺ゆれる杉すぎの枝ばかりだった。


「石動さん！」


　追おうとしたいつきの肩かたを、別の手が摑つかんだ。


「え？」


「──社長、穂波さん。先に石舞台へ行ってください」


　猫屋敷が、そう言ったのだ。


「猫屋敷さん──？」


　振り返ったいつきが、はじめての相手でも見るように瞬まばたきした。


「あいつは、私が追います」


　ひどく静かな声で、猫屋敷はそう断言したのだ。


　誰だれにも覆くつがえせないと、はっきり分かる声こわ音ねであった。夜目にもそう分かる──そういう顔をしていた。


「あ……」


　だから、いつきも穂波も、何も言えなかった。


　石動圭と猫屋敷蓮れん。


　同門の、陰おん陽みよう師じふたり。


　そのふたりの間に、余人には触ふれられない何かがあると、理解させられてしまったから。


「いいですよね、辰巳さん」


　ついで、猫屋敷はもうひとりの巨きよ漢かんへと言った。


「……分かった。任せる」


　辰巳も、重々しくうなずく。


　そして、元の方角へと踏ふみ出す。


「行くぜ」


　一足先に、坂の上──葛城の石舞台へと、巨体が走り出した。


　まさに、儀ぎ式しきの最中さなかであった。





　　　＊





　分厚い雲が、山から離はなれなかった。


　黒々と夜空にわだかまり、思うがままに、雪混じりの風を吹ふき下ろしている。


　その様子が、あたかも花の散るようでもあった。白すぎる花々が、山の一円へと降り落ちて、罪深い土地を覆おおい隠かくそうとする風にも見えた。


　もちろん、石舞台もその例外ではない。


　土や泥どろと同じように。


　草や木と同じように。


　古い石の墓もまた、白い白い自然の色に塗ぬり込められていく。


　──と、





「とほかみ　えみため　とほかみ　えみため」





　祝詞のりとがあがった。


　その石舞台を、数十人という術者が囲んでいたのだ。


　皆みなが白い紙で顔を覆い、何人かは松明たいまつも持ち、一定間かん隔かくで円えん陣じんを組んでいる。


　紙もさることながら、服装や仕草もまったく同じで、術者個々の区別はつかない。


　鬼おにに呪のろわれぬよう、神に睨にらまれぬよう──それでも自らの願いだけは聞き届けてもらえるよう考案された、人間の浅ましい知ち恵えの産物である。


　しかし、元来、呪じゆ術じゆつとはそういうものなのだ。


　神を騙だまし、世界を欺あざむき、人に都合良く利用する搾さく取しゆのシステム。


　神しん道とうにおいても、それは変わらない。


　むしろ信しん仰こうというヴェールをもって、より強固なシステムを構築している。より精密に、より効率的に、神という『力』を得るための方法論。


　そんなシステムの下もとに。


　各おの々おのの術者が、祝詞のりとをあげる。





「とほかみ　えみため　とほかみ　えみため」





　祝詞が、夜気に溶とける。


　この一帯だけ、異様に空気が澄すんでいた。


　鬼を、神へと変えるための儀式。


　その儀式の余波が、澄んだ空気となって現れているのだ。あまりに清せい浄じようすぎて、どこか息苦しいぐらいでもあった。





「とほかみ　えみため　とほかみ　えみため」





　祝詞が続く。


　呪力が集つどい、世界が改変される。


　石いし舞ぶ台たいを中心に、空気の構成分子から変へん換かんされていく。


　だが、


「鬼き気きが……？」


　と、老女──葛城鈴すず香かが、眉まゆをひそめた。


　わずかに考える様子を見せて、老女は周囲の術者たちへ指示を出す。


「──様子がおかしい。石舞台の中を確かく認にんしろ」


「しかし……まだ儀式の途と中ちゆうですが」


「かまわん」


　術者の抗こう弁べんを、言下に切り捨てた。


「その儀式の途中で、鬼に逃にげられては笑いぐさにもならん」


　そう言った後、老女の瞳ひとみが横に滑すべった。


　坂下に位置する、密集した杉すぎ木こ立だちの隙すき間まである。


「……ほう」


　と、唇くちびるから声がこぼれた。


　のっそりと、暗がりから現れた巨きよ体たいに気がついたのである。松明の光がなくとも、見み間ま違ちがえようのない巨体だった。


「どこに行っていた？　辰巳」


「どこも糞くそもねえ」


　辰巳が吐はき捨てる。


　厳しい目で老女を見み据すえ、巨漢は言う。


「この祭りを、ぶっつぶしに来た」


「…………」


　それに、老女は応こたえなかった。


　代わりに、辰巳の後ろへと視線を移したのだ。


　雪の中、もうふたつ、人ひと影かげが姿を現していた。


　穂波・高たか瀬せ・アンブラー。


　そして、伊い庭ばいつき。


「これは、〈アストラル〉のお歴々。どうやら、依い頼らい通りに鬼退治を終えてくださったようだ。感謝しよう」


「感謝されるいわれはあらへん」


　穂波が、かぶりを振ふった。


　とんがり帽ぼう子しを押さえる。吹ふき下ろす雪風に、闇やみ色いろのマントが翻ひるがえった。


「まんまと騙されただけやからね」


「騙したとは、ずいぶんな言いぐさだな」


「違うん？　結界に縛しばられてた鬼の本体を、祭りに連れ出したかっただけやろ？」


「ふむ。まあ、それもひとつか」


　艶つややかに、老女は微び笑しようする。


　そうしながら、立ち姿には一分の隙すきもない。姿勢の揺ゆるぎのなさが、その内面にも反映しているように思われた。


「……葛城鈴香さん」


　最後に、いつきが口を開いた。


「〈アストラル〉は、葛城みかんの身み柄がらを要求します」


「それは、不条理だな」


　と、老女は笑う。


「魔ま術じゆつの家に生まれた以上、その家のために尽つくすのは当然。俗ぞく世せでは不条理に思えようが、魔術の世界では当たり前のことだ。それとも、〈アストラル〉では、そんなことも忘れられているのか？」


「〈アストラル〉には、そんな当然はありません」


「ほう」


　面おも白しろそうに、老女は目を細める。


「血筋だとか魔術の家だとか、どうでもいい。あの子があの子であるより──みかんちゃんがみかんちゃんであることよりも、大切なことなんてありません。昨夜、弓鶴さんにも、そう言いました」


「弓鶴に？」


　その名前に、鈴香の細い眉があがった。


　隣となりに控ひかえる術者へと訊きく。


「弓鶴はどうした？」


「……警けい戒かいに出ていたはずですが」


　その答えに、老女が肩かたをすくめる。


「やられたな。そういえば、あれも俗世に感化されておったか」


　踵きびすを返す。


　背後には、一いち瞥べつもくれない。


　すでに、いつきたちには興味を失ったというようだった。


「鈴香さん。まだ話が終わってません」


「終わったさ」


　告げて、術者たちへ指示する。


「排はい除じよしろ」


「…………」


　一いつ瞬しゆんだけ、術者たちも逡しゆん巡じゆんした。


　しかしそれだけで、皆みな、すうと前へ出た。


「ほんまに、やるつもり？」


　穂波が訊く。


　返事はない。


　他流の魔法使い同士が対たい峙じしたとき、余計な会話も駆かけ引きもない。あるのはただ、自らの魔術の正統性を証明するための、実じつ践せんのみ。


「それやったら──！」


　ゆえに、穂波にも躊ちゆう躇ちよは無かった。





「我は乞うハイル！　力の円えん錐すいのもと、天にも地にもあらざる霊れい樹じゆの加護をもて、東の災わざわいを穿うがて！」





　ヤドリギの矢。


　穂波・高瀬・アンブラーが最も得意とする、ケルトの魔術。


　死傷者を出さぬよう、手加減をくわえていても、その威い力りよくはなまなかな銃じゆう撃げきに勝まさる。いつきの右目には、光こう芒ぼうを放つ地上の流星とも視みえた。


　だが、そのヤドリギの矢が、ことごとく術者たちの眼前で弾はじけたのだ。


「──えっ?!」





「ことよさしまつりき、かくよさしまつりし、くぬちにあらぶるかみたちをばかむとはしにとはしたまひ、かむはらひにはらひたまひてこととひし、いはねきねたちくさのかきはをもことやめて──」





　術者たちは目をつぶり、ゆるやかに大おお祓はらいの祝詞のりとをあげている。


〈禊ぎ（Absolute Purification）〉──神しん道とうの魔術特性がなす結界。


　ひとりひとりであれば、彼らは穂波に遠く及およばない。


　しかし、これだけの人数が揃そろい、ひとつの術に集中したとき、その『力』はケルトの魔女をも凌しのいだのだ。


「洋の東西を問わず、魔術結社はひとつの魔術に傾けい倒とうするものだ。それは、魔術においてすら、個人は集団にかなわぬからさ」


　ほつり、と葛城鈴香が告げる。


「〈アストラル〉のような寄せ集めでは葛城家に勝てんさ。まして、この山ではな」


　魔術における、真理。


　あるいは、ついに魔術が科学に及ばなかった理由。


　関かかわる数の違ちがい。血筋も才能も敵かなわない、多数という暴力。


　その暴力が、今、少女へと牙きばを剝むく。





「いくたま　たるたま　たまとまるたま　くにとこたちのみこと」





「────っ！」


　祝詞が変じた瞬間、自分の胸を、魔女が押さえたのだ。


「穂波！」


　振ふり返ったいつきをよそに、祝詞が続く。





「いくたま　たるたま　たまとまるたま　くにとこたちのみこと」





　無む慈じ悲ひに。


　冷ややかに。


　どこまでも残ざん酷こくな神のように。


「えっ……」


　少年が、呻うめく。


　これも、いつきには視えたのだ。


　その祝詞から発せられる呪じゆ力りよくの糸パスが、穂波とつながっているのを。


「振ふり魂たまという。神道においては、基き礎その基礎だがな。みかんには、いまだにこなせなかったか？」


　鈴香が、乾かわいた声で囁ささやく。


　振魂。


　本来は、自らの魂たましいを振り、活性化させるという術だ。


　今は、その『力』を応用し、穂波と共鳴することで、少女の魂を揺ゆさぶっていたのである。


　結果、抑おさえきれなくなった呪力は、穂波自身を傷つける。魔ま法ほう使つかいに対するに、これほど効率的・効果的な魔術もあるまい。


「穂波──！」


「ぁ──」


　小さい悲鳴をあげ、少女が樫かしの杖つえを取り落としかけたときだった。


　祝詞が、途と切ぎれた。





「が──っ!!」





　円えん陣じんを組んだ端はしから、術者たちが吹ふっ飛んだのだ。


　人間がボールのように転がるのを、いつきは初めて見た。


　その起点で、ヒグマのごとき、巨きよ大だいな影かげが持ち上がっていた。


「辰巳、さん……っ？」


　いつきが、目を疑う。


　巨漢は、赤く煮にえたぎったマグマを思わせた。数千度という熱を孕はらんだ溶よう岩がんが、ヒトのカタチを成したようであった。


　うつむいていた。


　うつむいたまま、呟つぶやいた。


「この祭りを……ぶっつぶしに来たって……言ったろう」


「辰巳──お前っ！」


　背後から、人影が躍おどりかかる。


　この術者もまた、神楽かぐらの武術を学んだものだったのだろう。足運びといい、鋭するどい拳けん撃げきといい、よほどの鍛たん錬れんを重ねてもこうはいくまい。


　松明たいまつの光に、鋭えい角かくの拳こぶしが跳はねる。


　急所を狙ねらい澄すました一撃。


　だが。





　ごっ！





　裏拳が、術者の顔面に激げき突とつした。


　魔法ではない。


　呪力ではない。


　至し極ごく単純な、肉体のなせる『力』だった。その肉体を活いかす──武術の与あたえる『力』であった。


　しかし、その単純さこそが、魔術集団に対する突破口となった。


「辰巳──！」


　ようやく巨漢を認にん識しきした術者たちの前で、巨体が、まるで体重を無くしたかのように雪の上を滑すべる。


　術者たちの手足は、巨体をすりぬけるようにも見えた。


　拳も蹴けりも空を切り、辰巳の影だけが歩を踏ふんだ。


「かっ！」


　中空から、術者のひとりが躍りかかった。


　ほかの味方を囮おとりにしての奇き襲しゆう。


　蛇へびにも似て、手刀が迸ほとばしる。


　対して、雪をこそげるように、辰巳の掌てのひらが動いた。


　赤々とした松明の光に、直線と曲線の軌き跡せきが交差する。辰巳の頰ほおから首元にかけてを手刀が切り裂さき、その血と引き替かえに、深々と掌が術者の鳩みぞ尾おちに埋うめ込まれた。普ふ通つうの倍はある掌の、手首までが陥かん没ぼつした。


　鈍にぶい音がした。


　骨の砕くだける音と、誰だれもが知った。


　膝ひざから地面に落ちた術者は、そのまま動かなかった。


　さしもの葛城の術者たちが、二の足を踏む崩くずれ方であった。


「……………………守もり人」


　息を吹き返した穂波が、口にした。


　神しん道とうという魔ま術じゆつ系統は、基本的に神と目通りするためのシステムであり、他者を害するようなものではない。


　ケルト魔術のドルイドや、陰おん陽みよう師じのように、それ自体が戦争に利用されたわけではない。


　だからこそ、守り人という人間が必要とされたのだ。


　魔術と武術を併へい用ようし、戦力となる人間が。


　今の辰巳のように。


「…………っ」


　術者たちが後ずさる。


　海を分割した聖者を思わせて、巨漢はゆっくりと前に出た。


「俺もずっと……あんたの言う通りだと思っていた」


　辰巳が、呟く。


「葛城家が正しくて、絶対で、魔術の家に生まれた以上、それは覆くつがえせないんだって」


　それは、確かにひとつの真理。


　魔法使いという奇き形けいに生まれた以上、俗ぞく世せに戻もどることは難しい。ゆえに、少数派たちは寄り集つどい、潰つぶされぬように集団となった。


　魔術結社という集団。


　特に神道や密教においては、宗教という表の顔を持つことで、民衆との接点をも得た。魔術という裏の顔を抱かかえたままで、表社会での権力をも手に入れることに成功したのだ。


　ゆえに、魔法使いが、自分の所属する結社に刃は向むかうことは至難。


　どころか、そんなことは考えもできない。


「だからって……鬼おにを食い物にするのも……」


　歩いていく。


　異様な熱を孕はらんだまま。


　雪を解かしそうなほどの、怒いかりを抱えたまま。


「香やみかんを犠ぎ牲せいにするのも……」


　ぐい、と顔をあげた。


「もう、沢たく山さんだ！」


　吼ほえる。


　風が吹ふき、雪が割れた。


　熱風と紛まがうそれは、術者たち全員の顔面を叩たたいた。


　誰も動けなかった。


　今の咆ほう吼こうに射い竦すくめられて、身体からだが動かなくなったのだ。


　たったひとりを除いて。


「……ふむ」


　と、軽かろやかな声が、夜に響ひびいた。


「なら、私にもあらがってみるか？　辰巳」


　ゆらりと、老いた人ひと影かげが白い世界に立ちはだかった。


　葛城鈴香。


「……それが、望みでしたら」


　辰巳の首筋を、雪と血の混じった汗あせが伝わった。





　　　　３




　山の斜しや面めんを、猫屋敷蓮は駆かけていた。


　いつきたちと別れ、ひとり、圭を追っていた続きである。


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～あ」


　その前を、白、ぶち、三毛の三匹びきの猫ねこが走っている。


　白びやつ虎こ、青せい龍りゆう、朱す雀ざくである。


「……にあ」


　運動不足の玄げん武ぶだけは、猫屋敷の肩かたで眠ねむそうにあくびをしていた。結構な体重がありそうなのだが、走る猫屋敷のバランスには、いささかのずれも認められなかった。


（……どういうことです？）


　走りながら、猫屋敷は思考する。


　圭が〈螺旋なる蛇オピオン〉だとしたら──いくつかの辻つじ褄つまはあう。


　わざわざ自分たちを足止めする理由。


　二重三重に仕し掛かけを凝こらしてまで、葛城家に協力する理由。


　裏に、〈螺旋なる蛇オピオン〉としての別の目的が存在するのなら、それらの行動も一応の説明はできよう。


　だが、その目的とは？


（…………）


　何かがひっかかった。


　しかし、それを考えるより先に、猫屋敷の足が止まった。


　白虎たち──三匹の猫が、急に行き先を迷って、きょろきょろしはじめたのである。


「……なるほど」


　うなずき、猫屋敷の指が、袖そでへ忍しのびいった。


「疾チツ！」


　指先より放たれるは、一枚の呪じゆ符ふ。


　その符が、杉すぎ木こ立だちの間に吸い込まれるや、奇き怪かいな音がしたのである。


　ぴいぃん！


　ガラスの砕くだけるような音を残して、それまで見えなかった影が、雪の上へ落ちた。


　そこに張られていた隠おん身しんの結界を、猫屋敷の呪符が打ち破ったのだ。


「……やっぱ、ついてきたのはあんたか」


　と、影──圭が振ふり返った。


　ジャケットの肩が上下している。白い息が、何度となくこぼれていた。


「最近、運動不足だったからな。どうも息がきれちまう。できれば、このままさぼっていたかったんだがね」


「あなたは……」


「あいにく、説教を聞く趣しゆ味みはないぜ」


　そう言って、もう一度、若者が身を翻ひるがえそうとしたときだった。


　いきなり、呪力が凝こごったのだ。


「────っ?!」





「来たれ、マルバス！　三十六の軍団を統すべる王！」





　風が巻いた。


　強力な霊エーテル体がアッシャー界現実へと顕けん現げんし、空気を押しのけるために生じる現象。


　猫屋敷も圭も、咄とつ嗟さに後方へと跳とんだ。


　その中間に、忽こつ然ぜんと人と獣けものの影が落ちたのだ。


「な……お前……」


　圭の表情が変わった。


「あなた相手なら、葛城家に直接干かん渉しようしたことにはなりませんわね」


　白い雪に、漆しつ黒こくのドレスはより一層映はえていた。


　七十二の魔ま神じんがひとつ──金きん獅じ子しマルバスを従えて、悠ゆう然ぜんとアディリシア・レン・メイザースは微び笑しようしたのである。


「アディリシアさん、どうして──」


　猫屋敷も、これは啞あ然ぜんと名を呼んだ。


「つい今呪力の反応をつかまえたら、強ごう欲よく陰おん陽みよう師じがいつぞやの弟おとうと弟で子しを追いかけているんですもの。見ていられなくなって、出てきてしまいましたわ。ええまあ、〈アストラル〉についてはおおよその事情を存じていますけど」


　あくまで優ゆう雅がに、獅子と同じ黄金きんの髪かみをすいて、少女は種明かしをする。


　それから、ゆっくりと振り返った。


　石動圭を。


「どうします？」


「はは……こりゃまずいね」


　乾かわいた笑いを漏もらして、圭が後じさる。


　だが、その前後を回りこんで、猫屋敷とアディリシアが進路を塞ふさいだ。


　申し合わせたわけでもないのに、絶ぜつ妙みようなコンビネーションであった。時折、無意識にこのふたりは、こういうタッグをこなす。


「強欲陰陽師。イツキは無事なんでしょうね？」


　そうしながら、アディリシアが訊きいた。


「一応……そのはずですが」


「一応？」


「いやいやいや」


　あわてて、猫屋敷が両手を振る。


「まあ、そのへんはこいつを捕つかまえてから話すってことでどうでしょう」


「それは同感ですわね」


　ふたりして、向き直る。


　そして、互たがいに眉まゆをひそめた。


　圭の笑えみが、急に深くなったのだ。


「どうしましたの？　ようやく自分の立場が分かりまして？」


　いぶかしげに、アディリシアが訊く。


「いやあ……」


　圭が、頭を搔かいた。


「……どうやら、ぎりぎり間に合ったようでさ」


　にんまりと、唇くちびるの端はしがつり上がった。





　　　＊





　石いし舞ぶ台たいの戦いは、ふたりの対たい峙じによって、新たな局面を迎むかえていた。


　向かい合ったふたり。


　葛城鈴香と、紫し藤とう辰巳。


「──なら、私にもあらがってみるか？　辰巳」


　老女──鈴香が問う。


「……それが、望みでしたら」


　その問いに、辰巳の顔が強こわ張ばった。


　雪にも折れそうな、枯かれ枝のごとき老女の身体からだのどこに、巨きよ漢かんを圧あつ倒とうする気き迫はくが潜ひそんでいたものか。


　さっと、和服の袖そでが振ふられた。


　皺しわ深い指に、紅白の布の結ばれた棒が握にぎられていた。その棒の先せん端たんからは、たわわに鈴すずがつながっているのだった。


　神楽かぐら鈴すず。





　──りぃぃん──





　その音色に、世界が冷たく震ふるえる。


「〈禊みそぎ〉は世界を清める。清められた世界はほかのあらゆる魔術を弾はじく結界ともなる。──だが、それはしょせん準備に過ぎない。お前なら意味は分かるだろう」


　鈴香が、ゆるりと進む。


　押されたように、辰巳が後退した。目に見えない泡あわかなにかが、ふたりの間に生まれているようでもあった。


　以前の葛城鈴香の魔ま術じゆつは、遠く離はなれた雷いかずちの丘おかに、文字通りの落らく雷らいを発生させた。ならば、今の老女は、いかなる奇き異いをもたらすものか。


　ほかの術者たちも、息を止めた。


　穂波さえ、身じろぎひとつできなかった。


　あたかも厳おごそかな儀ぎ式しきに似て、ふたりの対峙を邪じや魔ますることは、誰だれにも許されていないように思えた。





　なのに、声があがったのだ。





「──待ってください！」


　伊い庭ばいつきが、ふたりの間に割って入ったのだ。


「僕らは……そんなことしにきたんじゃない。話は終わってません！」


「終わっている」


　鈴香が断言した。


「魔法使い同士が、自らの魔術にかけて道を選んだのだ。一度分かたれた道は、話し合いなどで解決できるものではない。それも分からないか、〈アストラル〉の二代目」


「分かりません」


　と、いつきは答えた。


　鬼おにをも睨にらみ殺しそうな眼光にあって、少年は目をそらしもしなかった。


　ばかりか、がくがくと膝ひざを震わせながらも、一歩も退ひかずに立ちはだかったのだ。


（………………いっちゃん）


　穂波は、胸の内で茫ぼう然ぜんと呼んだ。


　時折、本当に時折、この少年は化ける。


　誰よりも臆おく病びようなくせに、誰にもできないことをやってのける。


　今が、そのときだった。


　そして、そのちっぽけな勇気は──ひとりだけでとどまりはしない。


「どけ。でなければ、潰つぶすぞ」


「──待って」


　老女の言葉に、これは穂波が口を挟はさんだのだ。


　鈴香が、視線だけを向ける。


「まさか、お前も邪魔をすると？」


「ううん。でも、聞くだけの価値はあると思う」


「いまさらだ」


　すげなく、老女が断たち切ろうとする。


　しかし、今の穂波は追いすがった。


「辰巳さんも含ふくめて──こちらの戦力が無視できないのは証明したやろ。無理に潰し合ったら、祭りも進められなくなるんちゃう？」


　本来、辰巳は〈アストラル〉の所属ではない。


　自分は、葛城の術に抗こうしきれず、無様に倒たおれ伏ふした。


　それでも、使える交こう渉しよう材料があるなら使う。屈くつ辱じよくをこらえても、それで突とつ破ぱ口こうになるなら問題ない。


「だから何だ。術者など、最悪私ひとりいれば、祭りは進められる」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉が……この件に絡からんでいたとしても？」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉？」


　老女の声に、かすかな揺ゆらめきが生まれた。


　その動どう揺ようを、少女は見み逃のがさなかった。


「どない？　それでも、まだ突つっ張ぱってみせる？」


　問い詰つめる。


　それが効いたか、鈴香が聞き返した。


「グノーシスの蛇へびが、どうしたと？」


「確証はないですけど……さっき、僕らは圭さんに会いました。あの人は、葛城家とは別の事情で動いているとそう言ってました」


　いつきが、口を開いた。


　その意味を悟さとって、老女の眉まゆが寄った。


「まさか、石動圭が……〈螺旋なる蛇オピオン〉だと……？」


「社長の言う通り、確証はあらへんけどね」


　穂波も言い添そえ、老女の困こん惑わくが深くなる。


　そして、こう呟つぶやいたのだ。





「いいや、ヤツは……」





　　　＊





　同じ頃ころ。





　じめじめした土の中を、香たちは歩んでいた。


　弓鶴がやってきた石いし舞ぶ台たいの抜ぬけ穴は、本人がしゃがんで移動できる程度──香とみかんがかろうじて立って歩ける程度──の大きさだった。


　崩くずれないよう、ところどころが固められてはいるが、基本的には掘ほったままである。


　それも、ほとんど手作業によるものと見えて、突き出た岩や木の根はそのままに放置されていた。


「いつのまに、こんな……」


　香が問う。


　鬼を切り離はなし、少女の姿は元に戻もどっていた。


　すり傷はいくつもあり、振ふり袖そでの裾すそやたもとこそ破れていたが、本来の少女の身体からだであった。魔ま法ほう使つかいとしての香が、それだけ強い霊れい的てき加護に恵めぐまれているともいえる。〈協会〉でも上位に属する葛城家をして、神童といわしめた素質の所以ゆえんである。


「三年前からですよ」


　と、先を行く弓鶴が答えた。


　四つん這ばいになって、みかんをその背に負っている。みかんの疲ひ労ろう具合からして、ひとりで歩かせるのは困難だったのだ。


　抜け穴あなの天てん井じように少女をこすらないよう気をつけながら、弓鶴が言う。


「あれから、機会を見て、この抜け穴をつくっていました」


「あのとき……か」


　三年前。


　香の前で、母親が死んだとき。


　──そう。


　後こう悔かいしていたのは、多分、自分だけではないのだろう。


　この若き守り人も、同様に思い悩なやんでいたのだ。


　多分、辰巳と、同じように。


（辰巳……）


　巨きよ漢かんのことを思うと、少女の小さい胸が疼うずいた。


　あの巨漢は、また泣いているかもしれない。


（……そういえば、あやつは泣き虫じゃったな）


　お手玉をしたり、あやとりをしたり、何かあるたびに、香は巨漢を呼びつけた。


　辰巳も、まだ十歳ぐらいだったろうか。


　自分より七つ上の男の子は、自分の倍もよく泣いていた。


　修行のたびに泣きじゃくった男の子を、香は覚えている。脛すねや拳こぶしをすり傷だらけにした辰巳に、しょっちゅう香は軟なん膏こうを塗ぬり、背せ伸のびして頭を撫なでてやったものだった。


　いつからだろう。


　あの辰巳が、泣かなくなったのは。


（今は……どうじゃ？）


　ほんの一いつ瞬しゆん垣かい間ま見みた辰巳は、見み違ちがえるほどに大きくなっていた。


　単に身体が大きくなったというだけではなく、ずっと修練を続けていたと、一目で分かった。葛城家にいた頃に倍するほどの、凄すさまじい訓練をこなしていたのだろう。


　だけど……やっぱり泣いているように思えたのだ。


　鬼おにに連れさられる香を見て、手を伸ばしていた辰巳は、昔と変わらないような気がしたのだ。


　それは……


（それは、どうして……）


「さあ、急いで」


　弓鶴の声が、少女を現実に引き戻した。


「もう出口です」


　顎あごを振ふった向こうに、かすかだが外界が見えた。


　真っ白だった。


　ランタンの光を浴びて、新雪は輝かがやくようだった。


　その奥から、激しい水音も聞こえた。眼下に渓けい流りゆうを抱かかえる、切り立った崖がけだったのだ。


「……おお」


　崖の雪を踏ふみ、外の空気を吸って、やっと香は生き返ったように思った。


　弓鶴は、長い髪かみを振って、やはり深呼吸を繰くり返していた。あの石室の穢けがれた空気は、弓鶴にさえ、それなりの消しよう耗もうを強しいたらしい。垣間見えた横顔は、雪に負まけず劣おとらず、蒼そう白はくと化していた。


「これから……どうするつもりじゃ」


　香が訊きいた。


　少し、間があった。


　短いけれど、なぜか痛いぐらいに沁しみる沈ちん黙もくだった。


　崖下から聞こえる、渓流の水音ばかりが、どうしようもなくうるさかった。


「……逃にげましょう」


　と、弓鶴は答えた。


　真しん摯しな訴うつたえであった。


「この祭りも、葛城家のことも忘れて、逃げましょう」


「逃げる……」


　遠くへ。


　ただ、遠くへ。


　もう、こんな哀かなしい思いも、辛つらい思いもない場所へ。


「…………辰巳も、か？」


「ええ。香さまがお望みなら、あいつとも連れん絡らくをとりましょう。きっと、来てくれます。世界のどこにいても」


　そうだろう。


　どこだろうと、あいつは来てくれるに違いない。そういうやつだ。


　そうして、この皆みなで過ごせたならば、どんなに素す晴ばらしいことだろう。そうなったらと、ひそかに願わなかった日はないのではないか。


　なのに。


　どうしてか、香はそうしようと言えなかった。


「……香さま」


　弓鶴が促うながす。


「お、おお」


（どうして……）


　香は、自問する。


　うなずくだけでよいのだ。


　だいたい、自分が逃げたことなど、すぐにバレるに決まっている。こんなところでぐずぐずしている時間などない。


　なのに、どうして自分は……


「……弓鶴……お兄ちゃん」


　と、声があった。


　弓鶴の背から、みかんが囁ささやいたのだ。


「みかんさま」


「なんか……違うよ」


　そう、少女は告げた。


「違う？」


「逃げるんじゃ……何もはじまらないよ。あたし、〈アストラル〉で、怖こわがりのお兄ちゃん社長に……そう教えてもらったんだもん」


「〈アストラル〉……で……」


　雷いかずちの丘おかで出会った、〈アストラル〉の社長のことだろうか。


　あそこで出会ったときは、普ふ通つうの少年としか思えなかった。


　魔ま法ほう使つかいの常識も知らない──幸せに俗ぞく世せで育ったのだろう少年。


　彼に会ったことで、みかんは何を得たのだろう。貸し出し魔法使いレンタルマギカなんていう、夢じみた経験をしたことで、みかんは何を学んだのだろう。


（…………！）


　急に、違い和わ感が形になった。


「……待て、弓鶴」


「何でしょう」


　弓鶴が振ふり返る。


　粘ねばっこい疲ひ労ろうを抑おさえ、香は訊いた。


「あのとき、おぬしは何をした？」


「は？」


　不思議そうに首を傾かしげた弓鶴へ、香はこう訊いたのだ。





「わらわですら、鬼おにや神を閉じ込める壺つぼなど知らぬぞ。一体、あの石室で、おぬしは何をしたのじゃ？」





「…………」


　弓鶴が、沈黙した。


　懐ふところで揺ゆれているのは、鬼を封ふうじ込めた壺。


　その壺を握にぎりしめたまま、


「これは……」


　と、若者の喉のどが震ふるえた。


　しかし、弓鶴の言葉は最後まで続けられなかった。


「──どういうことですの」


　と、新たな問いが発されたのだ。


　香でも、みかんでもなかった。


　崖がけの反対側──杉すぎ木こ立だちの奥から、夜よりも深い色のドレスが翻ひるがえった。黄金きんの髪かみが風にそよぎ、異国の少女の白い肌はだを美しく彩いろどった。


　香の、知らない人物だった。


「なぜ、あなたがその壺を持ってますの？」


　と、その少女が訊きいたのだ。


　弓鶴を指さして。


「それはソロモンの壺……私の〈ゲーティア〉に伝わる、ソロモン王の魔術の呪物フエテイシユですわよ。なぜ、葛城家のあなたが持っていますの？」


　ソロモンの壺。


　香も、その名は知っている。


　名高い七十二の魔神──人間に喚かん起きしうる中でも、最大クラスの呪じゆ的てき存在。それらの魔神を封印するための壺であれば、一時的には一ひと言こと主ぬしさえ封じられるかもしれない。


　だが、それを弓鶴が所持する理由は？





「──そりゃあ簡単さ」





　渦うず巻まく問いに、答えが投げかけられた。


　もうひとつ、人ひと影かげが現れたのだ。


　異国の少女の後ろから、雪を踏ふみながら、ジャケット姿の若者が影を落とした。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～あ」


　さらに後ろには、その若者を警けい戒かいするようにして、四匹ひきの猫ねこと和服の青年までもついてきていた。


「おぬしら……」


「猫屋敷さん……！　圭……お兄ちゃん……？」


　香とみかんとが、瞬まばたきした。


　猫屋敷蓮。


　そして、石動圭。


　こちらは知っていた。祭りに備え、葛城家が雇やとったはぐれ陰おん陽みよう師じ。ただ、香には、いつも不ふ真ま面じ目めに屋や敷しきをうろついていたという印象しかない。


　しかし、その人影を見た瞬しゆん間かん、弓鶴の表情が倍も険しくなったのである。


「石動……圭……」


　と、弓鶴の喉が呻うめく。


「ふふん」


　対して、ますますへらへらと頰ほおを緩ゆるめて、圭はジャケットの肩かたをすくめた。


「ようやっと尻尾しつぽを摑つかませてくれたかよ。危あやうく時間切れかと思って、結構はらはらしちまった」


「…………っ」


「──ど、どういうことじゃ？」


　状じよう況きようを把は握あくできず、香はきょろきょろとふたりを見つめる。


　何故なぜ、今ここに石動圭がいるのか。


　何故、その背後に、〈ゲーティア〉の魔ま法ほう使つかいや猫屋敷蓮までもついてきているのか。


　交こう錯さくする事態がさらに絡からまり合い、謎なぞを構築する。そのパズルに組み込まれて、香は身動きさえとれない錯覚に襲おそわれた。


「ああ。だから、簡単だよ」


　圭は──すうっと、人差し指をあげたのだ。


　橘弓鶴に向けて。





「要するに……こいつこそが〈螺旋なる蛇オピオン〉なのさ」





「────っ！」


　猫屋敷とアディリシアが、同時に絶句した。


　香とみかんもまた、言葉を無くしていた。


〈螺旋なる蛇オピオン〉。


　魔法使いの最大互ご助じよ組合たる〈協会〉と反目し、禁きん忌きすら奨しよう励れいするという結社。魔法使いの世界ですら、闇やみの闇とされるところ。


「…………」


　弓鶴は、何も言わなかった。


　ただ静かに、降りゆく雪を見つめて、そこにあった。














　『間章』




　みかんは、思い出す。





　自分が物心づいた頃ころのことだ。


　神しん道とうのシステムは、結局のところ、術者の魂たましいに依い存ぞんする。


　魂とは、努力も環かん境きようも否定する、生まれながらの素質である。


　ゆえに、生まれたその瞬間から、みかんは姉にかなわないのが分かっていた。葛城の家人は常にそういう風にみかんに接してきたし、そんな雰ふん囲い気きは家の外にも敏びん感かんに伝わっていった。


　大切にはする。


　当主の直系であり、貴重な血統を残すための歯車だからだ。


　そして、姉の代用品だからだ。


　ずっと、そう言われてきた。


　あの辰巳でさえも、みかんに接する態度は、香の妹としてに限定されていた。


　みかんのあらゆる立場は、香を前提にするものであり、みかんひとりではいかなる価値も存在しないと、そう突つきつけられていたのだ。


　──たったひとり、そう言わないのが弓鶴であった。





『私は、みかんさまの守り人ですから』





　出会ったその日、弓鶴はそう言ったのだ。


『守る相手がいてこその、守り人です。みかんさまがいてこその私です』


　微び笑しようして、弓鶴はそう言ってくれたのだ。


（…………）


　橘弓鶴は、分家から選ばれた少年だった。


　優やさしい少年だった。


　辰巳が太陽のようにあたたかな男なら、弓鶴は月にも似て穏おだやかな若者だった。


　いつも物静かで、みかんの兄ともいえる存在であった。


　神道の祝詞のりとや礼れい儀ぎ作法、また普ふ通つうの勉強──ひらがなや足し算だって、みかんは弓鶴から教わった。みかんが泣くときは、しょっちゅうおぶってくれて、この葛城の山を歩いてくれた。おぶられながら、葉は擦ずれの音や虫の声を聞き、やがてみかんは泣き止やんでいたのだった。


　姉の香は、みかんを優しすぎる妹と言ったが、みかんにしてみれば、その優しさはすべて弓鶴からもらったものだったのだ。


　それが変わったのも、三年前からである。


　辰巳が勘かん当どうされたことから、弓鶴が代わって香の守り人となり──みかんはまたひとりに戻もどったのだ。


（だから……）


　だから、自分はこの家を出たのかもしれない。


　自分を、誰だれともかけがえのない自分だと、そう認めてくれる人がいなくなって。





　そして今。





　かつてのようにみかんを背負ったまま、弓鶴は、じっと雪風に立ちつくしていたのだった。




第９章　魔法使いと鬼なる神









鬼丸……粟田口国綱が鍛えた伝説的名刀。北条時政が執権となったとき、たけ一尺（三〇センチ）ほどの小鬼が毎夜足下にあらわれて病気となった。この刀を清め、抜身のまま柱にかけておいたところ、刀が倒れて傍らにあった火鉢の台の小鬼の「像」の頭を切り落とし、それ以来小鬼はあらわれなくなったという。




　　　　１




「弓ゆ鶴づる……お兄ちゃんが……〈螺旋なる蛇オピオン〉……？」


　弓鶴におぶわれたままで、みかんには若者の顔が見えなかった。


　それでも、一いつ瞬しゆん、不自然な肩かたの震ふるえが感じられた。


　ついぞ、この若者が見せなかった動きだった。


「ああ」


　圭けいははっきりとうなずいた。


　肩をすくめ、もう一度、崖がけのそばの弓鶴を指す。





「こいつが……橘たちばな弓鶴が、〈螺旋なる蛇オピオン〉さ」





「…………」


　弓鶴は、否定しない。


　恐おそろしいほど静かに、その場に佇たたずんでいる。みかんをおぶったまま、突とつ然ぜん、雪の彫ちよう像ぞうと化したようでもあった。


　その弓鶴と石動いするぎ圭けいを囲んで、さらに三人の魔ま法ほう使つかいが向かい合っていた。


　葛かつら城ぎ香かおり。


　猫ねこ屋や敷しき蓮れん。


　アディリシア・レン・メイザース。


　それぞれ、驚きよう天てん動どう地ちの魔術に通じた魔法使いたちが、今ばかりは衝しよう撃げきに打ちのめされていた。


「どういう……こと……じゃ」


　香が呻うめく。


　少女は、破れた振ふり袖そでの袂たもとを握にぎって、圭と弓鶴を交こう互ごに見つめた。


「この男が、〈螺旋なる蛇オピオン〉ですって？」


　アディリシアは、驚きよう愕がくを呑のみ込んで呟つぶやいた。


　翠みどりの瞳ひとみが丸く開かれ、橘弓鶴を映す。


「……にあ」


「にぃ～～～～～あ」


　二匹ひきの猫ねこ──玄げん武ぶと朱す雀ざくが鳴いた。


　そして、彼らを従える猫屋敷が、石動圭へと問うたのである。


「さっき言った──ぎりぎり間に合ったというのは、こういうことですか」


　さっきとは、圭が猫屋敷とアディリシアに追いつめられたときだ。


　雪の中、魔神と陰おん陽みよう師じに行く手を阻はばまれながら、「……どうやら、ぎりぎり間に合ったようだ」と圭は呟いたのだ。


　普ふ通つうならば、アディリシアも猫屋敷も無視しただろう。


　一度敵対した相手に、戯ざれ言ごとで躊ちゆう躇ちよするほど、ふたりとも甘くはない。


　だが、台詞せりふはこう続いた。


　──『やっと、〈螺旋なる蛇オピオン〉が見つかった』


　と。


　その言葉を信じたわけではないが、ふたりの魔法使いは圭を監かん視ししたまま、この場へと赴おもむいたのである。


　結果は、これだった。


「まあね」


「どうやって、彼──橘さんの状じよう況きようを知ったんです？」


「ふふん」


　圭は、鼻で笑った後、軽く手を振ふった。


「こういう仕し掛かけさ」


　すると、弓鶴の足元から、光が走ったのだ。


「…………っ」


　弓鶴が、わずかに身じろぐ。


　赤い光は圭の踝くるぶしへと走り、そのままジーンズを駆かけ上がって、若者の持つ竹たけ筒づつへと吸い込まれた。


　くだぎつねである。


　雷いかずちの丘おかでいつきに憑ひよう依いさせていた霊れい獣じゆうを、圭は弓鶴にも憑つけていたのだ。


「──こいつの目を使ってね。石いし舞ぶ台たいの中で、あんたが壺つぼを使ったところまでは見させてもらってる」


　竹筒を持ち上げて、圭は弓鶴へと向き直る。


「葛城家の術者のくせに、ソロモンの壺なんて使うのは、明らかに御ご法はつ度とだろう。俺みたいに外げ道どうに踏ふみ外した魔法使いならともかくな」


　自じ嘲ちようするように、唇くちびるを歪ゆがめた。


　しかし、その通りでもあった。


　葛城家のように正統を旨むねとする魔法使いは、ほぼ必ずといっていいほど、ほかの魔術を習得することを嫌けん悪おする。


　まして、穂ほ波なみの魔女術ウイツチ・クラフトとケルト魔術のように源流をともにする魔術ならともかく、そうでない場合は深刻な呪じゆ波は干かん渉しよう──ひどいときには、低度の呪波汚お染せんさえ引き起こしかねないのだ。


　なればこそ、弓鶴の使ったソロモンの壺は、動かぬ背反の証しよう拠こでもあった。


「…………」


　弓鶴は、いまだに黙だまっていた。


「どうした？　ぐうの音もでねえか？」


　弄もてあそぶように、圭が続ける。


　ここにおいても、若者の軽けい薄はくな態度は変わらなかった。いつ、いかなる場所にあろうが、命がけでふざけるような──綱渡りタイトロープの道どう化けを思わせた。


「……あなたは、何者です？」


　弓鶴が、訊きく。


「さてね」


「──弓鶴」


　これは、香が呼んだ。


「お前は……本当に……」


　切実な香の問いに、弓鶴は薄うすく笑った。





「でも……私は〈螺旋なる蛇オピオン〉なんかじゃないですよ」





「は？」


「この壺は、三年前に手に入れたものです」


　右手に持った真しん鍮ちゆうの壺を掲かかげ、弓鶴が言う。


　圭の眉まゆが寄る。


「三年前……？」


　みかんと香の母が、死んだとき。


　鬼おにさえも救おうとした稀き代たいの巫女みこが、香を庇って倒たおれたとき。


「あのとき……私は、逃にげた鬼を追ったんですよ」


　静かに、弓鶴は話し始めた。


「巫女を殺した鬼を追って、山を駆けました。鬼を追走できるだけの脚きやく力りよくを持っているのは、葛城の術者でも私だけだった。──今考えると、そうじゃなきゃ良かったのに」


「弓鶴……お兄ちゃん……」


　弓鶴の背中で、みかんが身じろぎした。


　何かを、予感したのだ。


　おそらくは、聞くべきでない何かを。


　そっと、その身体からだが柔やわらかく持ち上げられた。地面へと下ろされ、力が入らずへたりこんだみかんの頭を、優やさしく若者の手の平が撫なでた。


「弓鶴……お兄ちゃん……っ！」


「多分、私も鬼に怒おこっていたんです」


　みかんの頭から手を離はなし、懐なつかしむように青年が笑う。


「辰たつ巳みと同じように、私も、あの人のことが好きでした。だから、あのときはかあっと目の前が真っ赤になって……」


　あの人とは、みかんの母のことか。


　弓鶴は、少し目を細める。


「でもね。鬼を追いつめた場所にいたのは、鬼じゃなかったんですよ」


「鬼じゃなかった？」


「ええ」


　うなずいて、


「そこにいたのは……赤い帽ぼう子しをかぶった人でした」


　そう、弓鶴は言った。


「ラテン系の白人でしてね。首からは『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』を下げてました。その人が、逃げる鬼の前にこう壺を掲げて、鬼を──正確には鬼の一部を封ふうじ込めたんですよ」


「……ガラ」


　アディリシアが呟つぶやく。


　その風ふう貌ぼうが、かつての自らの徒と弟ていに酷こく似じしていたからだ。
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　現在いまは、引き裂さけた口にマスクをしているはずである。


〈ゲーティア〉を裏切り、〈螺旋なる蛇オピオン〉に参入した魔ま法ほう使つかいだった。父のオズワルドに禁きん忌きをそそのかし、つい先月にはダフネに魔術戦を仕し掛かけた５＝６アデプタス・マイナー。


　その口で魔神を喰くらい、自ら魔神と同化したという、〈螺旋なる蛇オピオン〉の使徒。


　あの男は、三年前から、すでに裏切っていたのか。


「オニは……〈螺旋なる蛇オピオン〉が求めていた禁忌のひとつですわ。封じたのが一部だったのも、あくまでサンプルとして欲しかったからでしょう。すべてを封じるほどの『力』はガラにもありませんし、そんなことをすれば、〈螺旋なる蛇オピオン〉の関かん与よが明るみに出てしまいますもの」


　アディリシアが、述じゆつ懐かいする。


「ええ、そうでしょうね」


　弓鶴も、肯こう定ていした。


「……多分、その段階で、葛城家へ報告するべきだったんでしょう。こちらの縄なわ張ばりに無断で入った魔法使いとして、処断するべきだったんでしょう」


　弓鶴の微び笑しようは、ひどくはかなげだった。


「で、そいつを、どうしたんだ？」


　圭の質問に、弓鶴は小さくうなずいた。


「僕が、頼たのみ込んだんです。今の、鬼を封じた術を教えてくれって」


「そんな！　片手間に覚えられるような魔術じゃありませんわよ！」


　咄とつ嗟さに、アディリシアが叫さけんでいた。


「片手間じゃありませんよ」


　ふわりと、弓鶴が笑った。


　細い指が、和服の胸むな元もとを割った。


　その胸下から鳩みぞ尾おちにかけての肌はだが、青黒い色に変色していたのである。


「代だい償しようで、私の内臓は──特に肺の片方と肝かん臓ぞうの半分ほどが──生きながらに腐くさりかけています。この右目も、ほとんど視力はありません。鈴すず香かさまもご存じですよ。もっとも、鈴香さまには、鬼の穢けがれを受けてのことだと説明していますが」


「…………」


　皆みな、言葉を無くした。


　弓鶴の台詞せりふに、何のハッタリもないと理解したのだ。


　長年馴な染じんだ術と、まったく違ちがう系統の魔術。それを覚えるために、どれだけの才能と代償が必要か、皆知っていたからだ。


　橘弓鶴。


　もしも、同じだけの資質をどちらかの魔術だけに注ぎ込んだなら、間違いなく稀代の天才と呼ばれたであろう。


　この青年に、そこまでさせた理由を思い、皆が絶句したのである。


「……なるほど、な」


　と、圭がため息をついた。


　突とつ然ぜん、後ろへと振ふり向いた。


　続く言葉は、この場の誰だれかにではなかった。


「──で、全ぜん貌ぼうは分かったが、どうするよ？」


「？」


　疑ぎ問もん符ふを浮うかべた猫屋敷が、表情を変えた。


　杉すぎ木こ立だちの向こうから、返事があったのだ。


「ええ。……どうやら、これですべてのようですね」


　猫屋敷たちが現れたのと、同じ側だった。


　しかし、ここに至るまで、猫屋敷もアディリシアもほかの気配など感じなかったのである。常人ならいざ知らず、このふたりに気づかれず近づくなど、考えがたいことだった。


　まして、表出した人ひと影かげは、因いん縁ねん浅からざる相手だったのだ。


「……影かげ崎ざき……！」


「これは、どうも」


　相も変わらぬ、どこか薄うすっぺらい口調で、人影は背をかがめた。


　そこに現れたのは、魔法使いを裁く魔法使い──〈協会〉の影崎であった。


「圭。あなた……！」


　たまらず声をあげた猫屋敷へ、圭が肩かたをすくめる。


「つまり、俺も〈螺旋なる蛇オピオン〉なんかじゃねえのさ」


　にんまりと、笑って見せた。


「むしろ、その逆。〈協会〉の監査員スパイとして、〈螺旋なる蛇オピオン〉を探していたわけさ。──ほれ、さすがにそういう立場だと、ほいほいバラすわけにもいかねえだろ」


「あ……」


　すると、何かに気がついたように、アディリシアの唇くちびるが開いた。


「じゃあ、まさか、私に連れん絡らくしてきた足長おじさんとかいう、ふざけた電話は……」


「おお、それも俺。並べられる駒こまは全部並べておきたかったからな」


　極きわめて軽けい薄はくに、圭がうなずく。


　半日前、日本へ向かっていたアディリシアに葛城家の事情を伝えた電話のことだ。あのとき足長おじさんを名乗った謎なぞの人物は、石動圭だったのである。


「影崎……あなたも知っていてっ！」


　睨にらみつけるアディリシアに、


「こちらも、バラすわけにはいきませんでしたから」


　と、再度、一礼する影崎だった。


　どちらも、悪びれる風もない。


　逆転劇というよりも、いっそ喜劇に近かったかもしれない。香とみかんは、度たび重かさなる状じよう況きようの反転に、ただただ目を見開くばかりだ。


「そういうことですか……」


　弓鶴も、困った風に頭を搔かいた。


「これで、もう終わったろう」


　圭が、そちらに視線を移す。


「全部チャラで終わりだ。その壺つぼを差し出せよ。お前が〈螺旋なる蛇オピオン〉じゃないってなら、そんなに悪くはならねえように話してもやるさ」


　右手を前へ差し出した。


　あるいは、この青年に対する、不思議な共感があったのかもしれない。


　たとえ外げ道どうへ踏ふみ外しても、目的を引きずり寄せようとする執しゆう念ねん。それは、圭自身にも通じることだったからだ。


「いいえ、終わってません」


　弓鶴が、かぶりを振る。


「あん？」


「いま僕がつかまれば、ただ儀ぎ式しきが再開されるだけでしょう」


　その身体からだが、横に流れた。


　崖がけの方向である。


　轟ごう々ごうと音をたてる激流の崖へ、弓鶴は寄り添そったのだ。


「てめえ、何を……っ！」


　身を乗り出した圭を、影崎が押しとどめた。


「どうなさる、つもりです？」


　と、影崎が訊きいた。


　静かな声だった。


　そして、さらに静かに弓鶴は答えた。


「神を、棄すてます」


　壺を持った手を、青年は崖に伸のばしたのである。


「ここは、葛城の山を通る霊脈レイラインの真上です。鬼おに神がみさえも、その流れにそって消えてくれるでしょう」


「──弓鶴、それでは、鬼は……」


　これは、香が訴うつたえた。


　それだけで内容を察したか、青年は淡あわく笑った。


「ええ。これだけ濃のう密みつな恨みを棄てれば、呪じゆ波は汚お染せんは避さけられないでしょうね。周辺の被ひ害がいもかなりにのぼるでしょう──しかし、その呪波汚染も、いずれ霊脈レイラインが押し流します。それもまた事実です」


　ごおごおとうるさい水音の中でも、弓鶴の声はよく通った。


　もとより、神しん道とうにおいて、呼吸は最重視される技術だ。発声もまたそれに準じる。弓鶴の声は、彼がいかに鍛たん錬れんを重ねたかという証明だった。


　同時に、ひどく弱々しい声だった。


　その声こわ音ねを聞くだけで、誰だれもが分かった。


　橘弓鶴は、自分を正しいなどとは考えてない。


〈アストラル〉がいままで争った魔ま法ほう使つかいのように、自分のやり方だけを妄もう信しんしているわけではない。


　だが。





「……私には、他ほかの道を選べません」





　弱さゆえに屈くつするのだと、橘弓鶴は宣言した。


「……本当にね。心底から、私はこの儀式が嫌きらいだったんです。知ってますか、香さま？　鬼を引き継ついだ巫女みこは、そのほとんどが晩年になって、鬼の呪力に耐たえきれず狂きよう死しします。前に、鬼を引き継いだ方──鈴香さまのお姉さまの死を、あなたはご覧になってない」


　瞑めい目もくするように、瞼まぶたを閉じた。


　そうしても、五体には一分の隙すきもなかった。


　自分の弱さを認にん識しきするゆえの、臆おく病びようなまでの細心。


　雪の中、水音の中、どこか歌うように、弓鶴は続ける。


「だから、あの赤い帽ぼう子しの魔法使いに、教えを乞こうたのでしょうね」


　たとえば、今の辰巳のように。


　たとえば、今のいつきのように。


　橘弓鶴も、この儀式に抵てい抗こうしようとしたのだ。


　だからこそ、代だい償しようも悔くやまなかった。内臓が腐くされようが、片目の視力を失おうが、弓鶴にとっては、物の数にも入らなかった。


　そんなことで、この儀式を止められるなら、安いとさえ思った。


「…………」


　弓鶴の、瞼が開いた。


「──石動いするぎさん」


「んだよ」


「みかんさまと香さまを、守ってくださいよ」


　笑った。


　ここまで何度も笑っていたのに、それだけが心底の笑えみだと──少なくとも、香とみかんには理解できた。


「弓鶴っ──！」


「弓鶴……お兄ちゃん……っ！」


　ふたりの姉し妹まいの叫さけびと同時に。


　手が、離はなれた。





　真しん鍮ちゆうの壺つぼから、蓋ふたが先に渓けい流りゆうへと落ち、銀の光を夜に散らした。





　──刹せつ那な。


　　　闇やみが、生まれた。





　　　　２




「石動さんが、〈協会〉の人ですって……っ」


　いつきが、大きく目を見開いた。


　石いし舞ぶ台たいの、その前である。


　そこで、老女──葛城鈴香は、石動圭の所属を告げたのだった。


「ああ。あれは〈協会〉からどうしてもと推すい薦せんされて、この祭りの警護に雇やといあげた。なればこそ、万が一にも〈螺旋なる蛇オピオン〉の一員だなんてことはありえんさ」


「…………そやね」


　その発言を、穂波が認める。


　厳密には、数ヶ月前、〈協会〉から派は遣けんされたフィンが〈螺旋なる蛇オピオン〉の一員だったという事件は起きている。


　しかし、だからこそ、二度同じ過あやまちは犯おかすまい。


〈協会〉は一枚岩ではないが、その程度の自じ浄じよう能力は備えた組織でもある。


「……だったら、石動さんの目的も分かる」


「ほう？」


「石動圭が〈螺旋なる蛇オピオン〉やないなら、その逆や。〈螺旋なる蛇オピオン〉をつかまえるために石動圭が派遣されたとすれば、ほかのことも辻つじ褄つまがあう。そうやない？」


「なるほど。理り屈くつは通じるな」


　鈴香が、小さく呟つぶやく。


「……だが、それなら、なおさら私には関係のないことだ」


　と、切り捨てた。


「関係ない、だって？」


　正面の辰巳が、聞き返す。


「葛城家にとって、最も大事なのはこの儀ぎ式しきだ。〈螺旋なる蛇オピオン〉が絡からもうがどうだろうが関係ない」


　短く、告げる。


　とりつくしまもない口調だった。


　いつきも、穂波も──何も言い返せなかった。


「さあ、続けるか」


　軽く、老女が跳び離れた。


　雪が舞まった。


　ほかの術者たちを背に、凛りんとした姿で神楽かぐら鈴すずを持ち上げる。


　戦いはいまだ継けい続ぞく中と、その姿が言っていた。半はん端ぱな同情や感傷など、ここにおいては何の意味も持たぬと、そう語っているようでもあった。


「……話を聞かねえ婆ばあさんだな」


　辰巳が、唸うなった。


　巨きよ漢かんも再び右みぎ拳こぶしを固め、左手は掌しようを保ったまま、ゆるやかに臨戦の構えをとる。


「子供の躾しつけに、話を聞く必要などない」


　断言して、老女の目が細められる。


　白い光景の中で、枯かれ木のごとき手が持ち上がる。その先に呪じゆ力りよくが集中し、神楽鈴の隅すみ々ずみにまで染しみ渡わたっていく。


　その、神楽鈴を振ふろうとしたときだった。





　──刹那。


　　　闇が、生まれた。





「なっ……?!」


　老女が呻うめいた。


　ばかりか、葛城の術者全員が、凄すさまじい重圧に膝ひざを折ったのだ。


　それだけの呪力が、突とつ如じよとして山を覆おおったのである。重力が倍加したかと思われるほどの、絶大な呪力だった。


「っがあ……！」


「社長！」


　同じくして、いつきが眼帯を破るほどに、指を食い込ませた。


　少年の右目には、視みえた。


　わだかまった闇の内側に、おぼろげなモノが。


「あ……れ……」


　眼帯を押さえたまま、もう片方の手を持ち上げた。


「え……？」


　その指の延長上を振り返り、穂波が息を呑のんだ。





　ほう、ほう


　ほう、ほう





　蜃しん気き楼ろうのように、雪の中へ、新たな白が生まれた。


　仮面である。


　木から彫ほり上げた、女の仮面。


　みるみる内に、その仮面から首が伸のび、胴どう体たいが生まれた。


　手足がカタチを成したときには、白しら拍びよう子しを思わせる衣い装しようさえも纏まとっていた。


　それも、ひとつやふたつではなかった。


「鬼おにが……っ?!」


　穂波の言葉が、半ばで途と切ぎれる。


　昨夜の屋や敷しきと、雷いかずちの丘おかで出会った仮面の鬼。


　それが、いままでにも数倍する群れとなって、いつきたちを取り囲んでいたのである。





〝祭りは……〟


〝祭りは……〟





　鬼たちが、言う。


　その数は、十か、二十か。


　いいや、五十を超こえて、なお止まらなかった。


　いくつもいくつも、舞い散る雪にも似て、鬼の仮面が数を増やす。


　そのすべての仮面が、思念の『声』を口にした。





〝祭りは……まだ終わらぬか……〟





「っ……これは……」


　よろめきながら、鈴香が立ち上がった。


　さすがに、いつきや辰巳と争う場合ではないと判じたらしかった。


　そちらへは見向きもせずに、まだ膝を折ったままの術者たちへ、一いつ喝かつする。


「縛しばれ──っ！」


「……はっ！」


　再び、術者たちの握にぎった蔦つたが、夜気に迸ほとばしった。


　縦じゆう横おう無む尽じんに、葛かずらの蔦は達人の鞭むちを思わせて舞い踊おどる。片方の端はしは大地に繫つながり、もう片方の端が、ひとつの例外もなく鬼たちを縛った。


　しかし、数が多すぎた。


　単純に、鬼の数の方が、術者に勝まさったのである。


　蔦の数に限度がある以上、この怒ど濤とうを押しとどめることは不可能。


　実際、仮面の鬼は、倒たおれた同どう胞ほうを踏ふみにじり、ますます加速しながら襲おそいかかったのだ。


「──鈴香さまっ！」


　助けを求めた術者の背後で、こう音がした。





　りぃん──





　神楽かぐら鈴すず。


　長々しい祝詞のりとも、大量の幣ぬさも必要なかった。


　その音の波は紋もんが広がるや、鬼の侵しん攻こうが反転した。


　鬼の群れが、残さず弾はじき飛ばされたのだ。


　しかも、単に弾き飛ばされただけではなく、前列の鬼たちには大規模な被ひ害がいさえ出ていた。あるものは手足を砕くだかれ、半身を焼けただらせ、雪の上にのたうちまわった。


　音。


　清らかな音を矢とした鳴めい弦げんとも、同類の魔ま術じゆつであった。


　その音が響ひびくところ、瞬しゆん時じにして、無数の鬼たちを薙なぎ払はらったのである。


「厄やつ介かいな……」


　しかし、鈴香の額には、嫌いやな汗あせが流れていた。


　最初の、呪じゆ力りよくのためだった。


　単なる呪力ではない。呪波汚お染せんに匹ひつ敵てきする──恨うらみに穢けがれた呪力であった。


　神しん道とうの術とは、場であれ術者であれ、何かを清めるものだ。


　ゆえに、土地自体が穢れてしまえば、その『力』を十全に引き出すことはできない。あるいは、引き出せたとしても、常とは比ひ較かくにならない消しよう耗もうを要求する。


　鬼の恨みは──まさに、そういう穢れの呪力だった。





　かりかり


　かりかり





　倒れた鬼の爪つめが、地面を引っ搔かく。


　それ自体が呪のろいのように、怨えん嗟さのように、はいつくばって地面を引っ搔き続ける。


　睨にらんでいる。


　音によってつくられた〈禊ぎ（Absolute Purification）〉の場を──いかにして排はい除じよせんかと、赤く澱よどんだ瞳ひとみで見つめている。腕うでが欠けても、足がもげても、関係ないとばかりに仮面の内の目を輝かがやかせる。


「なぜ……今……」


　鈴香が、嗄かれた声で言う。


　皺しわだらけの頰ほおを伝わった汗が、顎あごから首筋を垂れた。


「違ちが……う……」


　その後ろで、いつきが切れ切れに言った。


「違う？」


「この鬼じゃなくて……僕が……視みたのは……あれ……っ」


　皆みなが振ふり返った。


　いつきの指す方へ。


　山の八合目あたりに、巨きよ大だいな影かげが持ち上がっていた。


　夜空の雲にも届こうかという──それは、まるで、上半身だけの巨人の影であった。





　　　＊





「……何だ、ありゃあ……」


　首を振って、圭は目を瞬またたいた。


　信じがたい光景が、夜空には広がっていた。


　広がるという、その言葉のニュアンスがまさにふさわしかった。





　影である。





　山の頂上近く──八合目あたりに生まれた、上半身だけの、巨大な影であった。


　実体ではない。


　黒々とわだかまった、呪力の霧きりのようなものだ。


　膨ぼう大だいな呪力がカタチを成せずによりつどい、曖あい昧まい模も糊ことした『影』を落としているのだ。かろうじて人らしくも見えるのは、最前まであった鬼おにというカタチか、内に取り込んだ橘弓鶴のためだろう。


　だが、そんな不完全でいて、これほどの規模。


　これほどの、圧力。


　見るだけで、びりびりと、肌はだが感電するようだった。


「っ……！」


　圭が、胸を押さえる。


　肌だけでなく、内臓までも、異変を起こしていた。


　魔法使いとしては劣おとる圭の精気オドが、この呪力に感応して暴れているのだ。


「…………」


　無理矢理におさえつけ、圭はもう一度、『影』を見上げた。


　依い然ぜんとして、『影』に衰おとろえる様子はない。


　拡大は一いつ旦たん止まっているが、滾こん々こんと湧わき出すような猛もう烈れつな呪力の放射は、いまだに止やんでいなかった。


　これほどの呪的現象を見るのは、圭にしてもはじめてであった。


（あの星祭りのときでも……こんなじゃなかったぞ……）


　ごくり、と唾つばを飲み込む。


　こんなものは、人の扱あつかえる呪じゆ力りよくではない。


　火山や台風にも似た、天災の領域だ。


　いいや、ひょっとしたら、それ以上かもしれない。





　──鬼おに神がみ。





　どれだけ濃のう密みつな恨みを、どれだけ積み重ねれば、これほどの呪波汚染を引き起こせるのか。


　葛城家の歴史が重ねてきた、これこそがその本質ということか。


　そして、


（これが……魔ま術じゆつの本質ってことかよ……）


　吐はきそうな気分で、圭は奥歯を嚙かんだ。


　知っていたはずだ。


　この場にいる誰だれよりも、石動圭は、その本質について知ち悉しつしていたはずだ。その身をもって、魂たましいをもって経験してきたはずだ。


　どれほど外れたモノであろうが構わないと、魔法に焦こがれてきたはずだった。


　そのためにこそ、兄あに弟で子しである猫屋敷も騙だまし、殺し合い、〈協会〉の監査員スパイに成り下がってきたはずだった。


　なのに、どうして。


　どうして、こんな吐き気に襲おそわれるのか。


　どうして、こんなたまらない気分になってしまうのか。


（…………）


　吐き気を、圭は呑のみ込む。


　いつものへらへらした顔に戻もどるのに、もう数秒かかった。


　振り返る。


「──守ってくれたのは、あんたかよ？」


「一応、今のあなたは〈協会〉の所属ですのでね」


　いつものように、薄うすっぺらい声で、影崎が答えた。


　あの刹せつ那な。


『影かげ』の膨ふくらんだ瞬しゆん間かん、影崎が数歩前へ出たのを、圭は見た。


　それだけで、山の中腹で生まれたはずの『影』が、頂上近くまで押し出されたのである。


　いかなる魔術によるものか、圭には見み抜ぬくこともできなかった。


「……礼は言いませんわよ」


　その隣となりで、不ふ機き嫌げんそうな声があがった。


「不要です。石動圭同様、あなたを借り上げていたのは私ですから」


　埃ほこりを払はらうアディリシアへ、影崎がゆるりとうなずく。


　それから、もうひとりに話しかけた。


「あなたには、貸しにした方がいいですか」


「ご冗じよう談だんを」


　猫屋敷が、言下に否定した。


「〈アストラル〉に、〈螺旋なる蛇オピオン〉の使徒──フィンを送った〈協会〉には、これぐらいの貸しはあるはずです」


「……なるほど。一理あります」


　無表情に、影崎は肩かたをすくめる。


「……にあ」


「うにゃあ」


　ついで、玄武と青せい龍りゆうが鳴き声をあげた。


　その後ろで、香とみかんが横にされている。『影』に呑み込まれかけたとき、疲ひ労ろうが極限に達していた少女たちは、ついに気絶したらしい。


　むしろ、これまで意識を保っていられたのが奇き跡せきに近いのだ。


　この小さな身体からだで、ずっとずっとふたりは耐たえてきたのであった。


「何にせよ、大おお詰づめらしい」


　と、影崎が口にした。





「……さて、どうします？」





　理り不ふ尽じんな賭けギヤンブルをすすめる悪魔のような口調で、影崎──魔法使いを裁く魔法使いは、そう言ったのであった。





　　　　３




　数秒、巨きよ人じんの『影』に、葛城鈴香は見入っていた。


（…………）


　ほんの数秒だったのに、ひどく長い時間に、いつきには思えた。


　もぎはなすようにかぶりを振ふったとき、老女は三十も年をとったように見えた。


「早まったか……弓鶴……」


　喉のどが、そう漏もらした。


「弓鶴、さんが？」


「ほかにいまい。神を霊脈レイラインに棄すてるなどという暴挙、ほかの人間では考えもつかんさ」


　皮肉そうに、唇くちびるを歪ゆがめる。


　雲うん霞かのごとき仮面の鬼おにのただなかで、ため息が白く染まった。さきほどの神楽かぐら鈴すずの音が、かろうじて鬼たちを呪じゆ縛ばくしているのだ。


　しかし、その呪縛もいつまで保もつものか。


「……喜んだらどうだ。儀ぎ式しきは崩ほう壊かいした」


　半眼になって、老女が口にした。


「全部ご破算だ。あの『影』に霊脈レイラインもなにもかも壊こわされて、この地方は人の住めない土地に変わるだろう」


「な──っ」


　いつきの表情が固まった。


「婆ばあさん、そりゃあ……」


　辰巳が、問いかける。


　こちらは何かを悟さとったものか、半ばで言葉が途と切ぎれた。


　ふん、と老女が鼻を鳴らす。


「辰巳なら分かっていようが。恨うらみとはそういうものだ」


　至し極ごく当然とばかりに、老女は言いつのった。


「誰だれかが引き継つがねば──延々とのさばりつづける。その恨みを引き受けられるだけの血統が、葛城家をのぞいてどこにある？」


　それは、魔ま術じゆつというものが残す、負の遺産。


　鬼を食い物にする葛城家の、そのまた裏。


　鬼を利用してきたのは事実。


　だが、もうひとつの真実が、その裏にはあった。


　葛城家が鬼を利用しなければ……鬼が人に喰くらいつくと……そう知っていたという真実。


「見ろ」


　老女が、腕うでを振った。


　辰巳が振り返る。


　いつきには、すでに視みえていた。


　呪力がゆっくりと、山の向こうから湧わき出してくる。


　まるで、狭さ霧ぎりだ。


　あらゆるものを呑み込み、喰らいつくす、黒い流れ。


「霊脈レイラインからあふれた恨みさ」


　老女が笑う。


「常人が触ふれれば、どうなる？　親と子が殺し合うか？　恋こい人びと同士で首を絞しめるか？　ふふん、魔法使いとしてみれば、自分たちの世界が広がるだけだがな」


「…………」


　いつきは、呼吸を止める。


（これ、じゃ……）


　ああ。


　常人は、気づくまい。


　気づかずして、世界は変わってしまうだろう。


　そして最後には、何もなかったかのように、〈協会〉によって処理されてしまうのか。


「まあ……これで良かったのかもしれんがな」


　そう、鈴香が結論づける。


　術者たちへ、手を振った。


「〈禊みそぎ〉を維い持じしつつ、退ひくぞ」


　指示を告げ、神楽鈴を持ち直す。


　それだけで意思が伝わったのか、術者たちの困こん憊ぱいした顔に、かすかな気力が戻もどった。


「待って」


　穂波が、引き留めた。


「じゃあ……あれは放ほうっておくん?!」


「お前たちは、お前たちが良かれと思ってやったんだろう。こちらも同じだ」


「────！」


　痛つう烈れつな一言でもあった。


　それきりで、鈴香は仮面の鬼を向いた。


「…………」


　仮面鬼の群れを睨にらみつけ、神楽鈴を持ち上げる。





〝祭りは……まだ終わらぬか……〟





　じりじりと、仮面鬼たちの身体からだも持ち上がりつつあった。


　音による呪縛が、解けつつあるのだ。


　完全に解けきった瞬しゆん間かんこそが戦いを決めると、鈴香もほかの術者も理解していた。あるいは、鬼たちもそう考えていたかもしれない。


　先に、黒い流れが仮面鬼たちの最さい後こう尾びへ触れた。


　突とつ然ぜん、異形の咆ほう吼こうがあがった。


　じゅう、と溶とけたのだ。


　鬼おにの身体が。


「呪じゆ力りよくが……鬼を……喰らってる……?!」


　いつきが、口を押さえる。


　共食いにも似ていた。


　腕を溶かし、足を溶かし、黒い流れが、仮面鬼たちを呪力へと分解しているのだ。分解したあげく、自らの流れに取り込んでいるのである。





〝祭りは──まだ終わらぬかぁ──！〟





　半ば逃にげまどうように、仮面鬼たちがこちらへ殺さつ到とうした。


「っ──！」


　老女と術者たちに焦あせりがよぎった。


　タイミングをずらされたのだ。


　動どう揺ようは、すなわち魔術の遅おくれにつながった。研とぎ澄すまされた精神を要する魔術には、致ち命めい的な動揺だった。


　その遅れの結果さえも、いつきの右目にははっきりと映ってしまった。


　仮面鬼の爪つめがこちらを切り裂さくには、十分すぎる遅れだと。


（間に、合わない──っ？）


　いつきが目を閉じた瞬間。


　その仮面鬼の群れが、どおと倒たおれ伏ふした。


　見えない手に、押さえつけられているようだった。


　ばかりか、山の向こうから、半はん透とう明めいの少女が現れたのである。


「──いつきくん！　穂波さん！」


　そう叫さけんで、長い髪かみの少女は山やま肌はだへと降り立った。


「まなちゃん！」


「黒くろ羽は！」


　穂波といつきが、相前後して、その名を呼ぶ。


　同時に、仮面鬼を押さえつけている『力』を知った。


　騒霊現象ポルターガイスト。


　幽ゆう霊れいの黒羽が振ふるう、不可視の念動力が、すんでのところで鬼たちの足を払はらったのである。


　その間かん隙げきを縫ぬって、大量の幣ぬさが投げられた。





「──はらいたまい、清めたまう！」





　祝詞のりとが、術者たちの口から発せられる。


　仮面鬼との間に、結界が張り巡めぐらされる。


　しかし、今度の〈禊ぎ〉は不完全だったものか、それとも鬼たちの必死さが違ちがうのか、徐じよ々じよに距きよ離りは詰つまってくる。


　仮面鬼たちの足元で、白紙の幣が黄色く染まっていく。


　さらに背後では、黒い呪じゆ力りよくの流れも、徐々に近づきつつあった。


「なんで……黒羽が」


　圧力の中で、いつきが喉のどを震ふるわせた。


　幽霊少女がこちらに向かっていることは、ダフネからの電話で知っていた。でも、どうしてこのタイミングで？


「影崎さんが……蛇へびの正体が分かったから……これを、穂波さんに持っていってやれって」


「え？」


　穂波が、目を瞬またたく。


　黒羽が差し出したのは、葛城の屋や敷しきに置いていたはずのスーツケースだったのだ。


　どうして影崎が、このスーツケースのことを把は握あくしていたのかは分からない。


　しかし、穂波の瞳ひとみには、力強い光が戻もどった。


「これ……影崎、なんで……」


　言いながら、スーツケースの持ち手を握にぎりしめた。


　すぐに、横を振り向く。


「鈴香さん」


「何だ」


　老女は、〈禊みそぎ〉の強化に意識を集中していた。


　咄とつ嗟さに張り巡らせた結界は、すでに半ばを侵しん食しよくされていた。鬼に抗こうするだけで手て一いつ杯ぱいなのに、背後にはあの黒い流れさえ控ひかえている。


　今の状じよう況きようは、ほんの数十秒ばかりの、その場しのぎにすぎない。


　なのに、穂波はこう言ったのだ。


「この〈禊ぎ〉を解いて」


「な──?!」


「自分で言ったやろ。あたしたちは、あたしたちが良かれと思ったことをするって」


　強く、そう口にした。


　一歩進む。


　仮面鬼たちの方へ。


　黒い流れの迫せまり来る方向へ。


「だから──あれを止めてもかまわへんよね」


「…………っ」


　鈴香は絶句した。


　返事ができない。


　少女の言っていることが理解できない。


　この状況を打破するような魔ま術じゆつなど、存在するとは思えなかった。


「どいて！」


〈禊ぎ〉を展開している術者たちをどかせ、穂波がスーツケースを開く。


　真っ先に、何かが地面へこぼれた。


　黒い土だった。


　大量の土の中に、それは埋うめ込まれていたのである。


　地面に転がっていた松明たいまつが、それを照らしあげたとき、老女は大きく目を剝むいた。


「まさか、お前……！」


「日本の土ど壌じように適応させるのに、えらい手間かかったんやけどね」


　ふわりと、穂波が微笑ほほえむ。


　いつきが修行している間、穂波だって、何もしていなかったわけではない。


〈アストラル〉の補助を続けながら、少女もまた、自分にできることをずっと見つめ直していたのだ。


　ウェールズから持ち帰った、少女の『奥の手』を。


「……よろしくね、お爺じいちゃん」


　と、穂波がそれに呼びかける。


　それは、小さな樹きとしか見えなかった。


　冬の寒さにも葉を茂しげらせ、少女の手に雄お々おしく枝を張る樫かしの木。


「……それは」


　その存在を、葛城鈴香は自分の脳内に探さぐった。


　明めい滅めつしたのは、脳のう細さい胞ぼうの一いつ片ぺんに残った、古い古い知識であった。


「まさか……〈生きている杖リビング・ワンド〉……?!」


　老女が呻うめいた。


　ケルト魔ま術じゆつの秘ひ奥おうに、それは存在する。


　単なる木の枝ではなく、生きている木そのものを杖つえとして扱あつかう技術。


　ただし、その取り扱いには、普ふ通つうの杖の何倍もの留意が必要となる。


　栽さい培ばいはもちろん、呪力の扱いの困難さ、生きているがゆえの杖自身の意思など、現代の魔法使いには処理不可能な難事が、ダース単位で立ちふさがっている。


　ケルト魔術自体がほぼ途と絶だえた系統であることを重ね合わせれば、そんな技術の保持者など生きているわけがないと思っていた。


（……しかし）


　もしも。


　もしも、この年とし端はもいかない少女が、その正統なる後こう継けい者しやだとしたら──！


「お前は、一体……」


「この山をあたしの味方につける！　タイミングを合わせて〈禊ぎ〉を解いて！」


　穂波が叫さけんだ。


　黒い流れが迫る。


　それに追われて、仮面鬼が〈禊ぎ〉の結界へぶつかりはじめた。清められた塩や紙に触ふれて、身体からだが焼けることさえ気にならぬようだった。





〝祭りは……まだ終わらぬか……〟





　鬼おにたちが、黒い流れに喰くらわれる。


　それこそが地じ獄ごく絵え図ずか。


　百ひやつ鬼き夜や行こうか。


　葛城の〈禊ぎ〉といえど、その前には数秒と保もつまい。





「我は願うハイル──」





　杖を掲かかげ、穂波は眼をつむった。


　意識の集中。


　極度に研とぎ澄すまされた意識の中で、少女という存在が希き薄はく化する。周囲の杉すぎ木こ立だちから、山の全体へと広がっていく。





「我は願うハイル──」





　木の葉がそよぐのを、老女は感じた。


　最初はさわさわと、柔やわらかく。


　やがてはざわざわと、勇ましく。


　少女の呪文スペルへ鼓こ舞ぶされたように、森のざわめきは、その範はん囲いを拡大させていく。


「これは……」


　口ごもった鈴香が、周囲の森を振ふり仰あおぐ。





「我は願うハイル──」





　三み度たび、穂波は言う。


　少女の心は、手に持つ杖で占しめられていた。


　その杖を、心の中で、徐じよ々じよに大きくしているのである。


　心の中で大きくなった杖は、やがて自分の身体を呑のみ込む。次には周囲の地面を、次には森を、次にはこの山自体をも包み込んでいく。


（あたしが森で……森があたし……あたしが山で……山があたし……）


　意識が拡大していく。


　自我と世界の境界が曖あい昧まいとなり、山の視点を獲かく得とくする。


　それは、自分自身が、魔ま術じゆつ的に山と同一化するということだ。山という神に、穂波自身がなりおおせるということだ。


　山の『力』を、得るということだ。


　ケルト魔術の魔術特性──〈霊樹の末裔（Descendant Of Taliesin）〉。


　自然と融ゆう和わし、その呪じゆ力りよくを借り受ける魔術特性。


　しかし、それは同時に、山と同一化した穂波が、自分自身に復帰できない危険性をも秘ひめていた。


　ひとつ手順を違ちがえれば、意識を取り戻もどせぬまま、魔法使いは死に至る──。


（…………！）


　それを覚かく悟ごで、少女は叫んだ。





「我は願うハイル──！」





　四度、少女が叫ぶ。


　もはや、そよいでいるのは木の葉ではなかった。


　山である。


　ごおごおと、山が鳴いていた。


　少女の内の意思と感応して、山が震ふるえているのだ。


　黒い流れと拮きつ抗こうするだけの『力』が、そこにはこもっていた。


　それを見て、鈴香が命を下す。


「──〈禊ぎ〉を解け！」


　刹せつ那な、





「我は願うハイル──っ！」





　勢いよく、穂波が山やま肌はだへと杖つえを突つきおろした──！





「霊れい樹じゆの末まつ裔えいたる穂波・高たか瀬せ・アンブラーが乞こい願う！　この樹木のあるところ、この樹木の統すべるところが我が国なり！　我が領地なり！　されば我が声に集つどえ！　神官にして予言者なる我が命ず！　四方の災わざわいをあまねく払はらえ！」





　吹ふきすさぶ風。


　消えた〈禊ぎ〉に歓かん喜きし、仮面鬼たちが殺さつ到とうする。


　愉ゆ悦えつと歓喜と狂きよう気きとをないまぜにして、仮面の鬼は立ちつくす穂波と術者たちへ襲おそいかかろうとした。


　できなかった。


　蔦つたである。


　地面から、大量の蔦が湧わき出し、すべての仮面鬼を呪じゆ縛ばくしていたのだ。


　ばかりか、その蔦は大地を割り、仮面鬼の群れをことごとく地じ盤ばんの底へと封ふうじ込めたのである。


　ただし、これは葛城家の術ではない。


　自然と融和し、『力』を借り受けるというケルト魔術の特性が、葛城家の術と同じ──いいや、遥はるかに強大な効果をもたらしたのだ。


　だが、その代だい償しようは、どれほど高くついたか。


「穂波──！」


　いつきが呼ぶ。


　ぐらりと、少女の身体からだが揺ゆれた。


（もう……！）


　たった一度の術で、穂波の意識は摩ま耗もうしかかっていた。


　山と同化したココロが、崩くずれる。


　そのままひとつになれと、誘さそう声が聞こえた。


　より巨きよ大だいなものに同化したいと、人間の本能が囁ささやいた。


（まだ……駄だ目め……っ）


　歯を食いしばる。


　意識を失うわけにはいかない。


　山に取り込まれるわけにもいかない。


　黒い流れが、封じ込めた鬼の後ろから迫せまってくるのを感じたのだ。


　圧あつ倒とう的な『力』。


　山と同一化した穂波でさえいまだ届かない、千年以上にわたって濃のう縮しゆくされた恨うらみ。今、いつきたちが直面すれば、ひとたまりもあるまい。





「我は願うハイル──！」





（止めて──！）


　穂波の意識が、手を払った。


　それは、山の神の御み手てでもあった。





「我は願うハイル！　我が国の力をもて、北の災いを阻はばめ！」





　少女の願いを、森が聞いた。


　ばたばたと、ドミノ倒たおしにも似て、杉すぎ木こ立だちの樹木が倒れ伏ふす。


「うおっ──！」


　その勢いに、辰巳が顔を覆おおった。


　やがて、濛もう々もうと砂すな埃ぼこりと雪が混じった景色の中で、巨漢は見た。


　少女の大魔術は、単に、鬼を消しよう滅めつさせただけにとどまらなかった。


　斜ななめに倒れ込んだ大量の木々が、まるで砦とりでのように、黒い呪力の流れさえもせき止めていたのであった。














　『間章』




『影かげ』は、思考していた。





　知性というよりは、幾いく千年という想念を取り込んだ結果の、本能にも似た思考であった。


（…………）


　自分の末まつ端たんで、世界への侵しん食しよくが止まったのは感じている。


　だが、さほどの問題とは思えなかった。


　所しよ詮せんは末端に過ぎぬ。


　今少しの時間があれば、あの程度の堰せきは一ひと撫なでで打ち砕くだけよう。霊脈レイラインと繫つながった『影』の呪じゆ力りよくは、無む尽じん蔵ぞうとさえいえる。


　もっとも、その繫がりのゆえに、『影』の存在可能時間は、極きわめて制限されていた。


『影』は、そういう存在である。


　夜明けまで、『影』の呪力はどこまでも高まっていく。


　そして、夜明けとともに消える。


　そういう運命だ。


（…………）


　渦うず巻まく思考の中に、生存本能はなかった。


『影』は、生き延びようとは思っていないのだ。


　もとより、生命ですらない。存在するがゆえに存在する──それだけの『現象』にすぎない。


『神』という名の──あるいは、一言主とも呼ばれた『現象』。


　ただ、内側で、訴うつたえかける声があった。





〝祭りは、まだ終わらぬか──〟





　喰くらわれて、溶とかされて。


　呪力まで分解されたはずの鬼おにが言う。





〝祭りは、まだ終わらぬか──〟





　怒いかりも、哀かなしみも、ないまぜになった声だった。


　ずっとずっと思い続けて、何のために思っていたのかも忘れてしまった、そういう恨みだった。


　恨うらみ。


　怨おん念ねん。


　恨みのための恨み。


　怨念のための怨念。


　それは、そういうものだ。


　長すぎて、遠すぎて、そういう風になってしまったモノだ。


　そして、もうひとつ。


（…………）


『影』のなかに、たゆたっている意識があった。


　恨みに比べると、小さすぎて見落としてしまいそうな──ごくごくちっぽけな、たったひとりの青年の意識であった。


　ひとつになれ、と鬼の声が誘さそった。


　より大きなものに同化したいというのは、人間の本能だ。


（…………）


　対たい抗こうできるはずがない。


　青年は、ずっとずっと逃にげてきたものなのだから。


　自分の弱さのために、霊脈レイラインへ鬼を棄すてたような青年が、いまさら千年の恨みに抗せるはずもない。


　ただ、最後に思い出した。


　三年前のことを。





『……へえ。この術を教えろだって？』


　三年前、こちらを振ふり向いた赤い帽ぼう子しの魔ま法ほう使つかい──ガラの姿。


　みかんの母が祭りで死んだ直後、逃げ出した鬼おに神がみを追った弓鶴の目の前で、その魔法使いは鬼を封ふうじたのだった。


『ふうん。俺としてはかまわんがな。面おも白しろそうだし。ただ、お前がこーいう術を覚えるのは禁きん忌きに触ふれるって、十分分かってるんだろうな？』


　分かっていた。


　嫌いやというほどに分かっていた。


　同時に、みかんの母を助けられなかった自分が、どうしようもないほど嫌だった。


『くくかかか。なるほど、それでもかまわねえってか。そりゃ結構結構。だけど、ついでにひとつ予言してやる』


　術の手ほどきを約束して、その魔法使いは言ったのだ。


『お前は、いつか自分自身に喰われるだろうよ』





（……その……通りか……）


　その思い出すら、すぐに遠ざかっていく。


（…………）


　そして。


　橘弓鶴の意識もまた、『影かげ』に取り込まれていった。


　鬼の声だけが、『影』の中に響ひびく。





〝祭りは、まだ終わらぬか──〟





　何度も。


　何度も。


　何度も響き。


　最後に、もう一言が、それに付け加わった。





〝……なれば、無念は晴れぬぞや〟




第10章　魔法使いと祭りの終わり









鬼の子孫……日本中にはかなり多くの「鬼の子孫」という伝承をもった村がある。葛城修験に属する地方では鬼の子孫ということで名字帯刀が許されるなど権威をもって語られたとされる。




　　　　１




　星が、見えていた。


　長く降り続いていた雪が、ようやく降り止やんだのだ。


　分厚い雲が割れ、真円の月が覗のぞいている。その月光に照らされて、山やま肌はだは一面銀色に染まった風にも見えた。


　葛かつら城ぎの石いし舞ぶ台たいである。


　今、鬼おにの姿は消えていた。


　黒い流れも、とりあえずは沈ちん静せい化している。


　一時、少なくとも、常人に見える景色だけは平へい穏おんを取り戻もどしていた。


「穂ほ波なみ……」


　そのそばで横たわる少女を、痛ましげにいつきは見つめた。


　白磁のような滑なめらかな頰ほおが、極度の衰すい弱じやくによって、青く血の気を失っていた。吐と息いきは細く、今にも途と切ぎれないかと不安でならなかった。


「…………」


　隣となりに、辰たつ巳みが膝ひざをついていた。


　少女の手首を取り、ふっ、と息を吐はきかける。


　血返し──神しん道とう全ぜん般ぱんで使われる、癒いやしの術である。


「……大だい丈じよう夫ぶ、ですかっ？」


「ああ。ちょっと気絶してるだけだ。じきに起きるだろ」


　辰巳が、うなずく。


「良かった……」


　ほっと力を抜ぬいて、いつきが石舞台にもたれかかった。


「……ふむ」


　その隣で、葛城鈴すず香かが、顎あごを撫なでて呟つぶやいた。


「これでは、さすがに動けんな」


　自らの部下を、横目に判断する。


　葛城の術者たちもまた、疲ひ労ろう困こん憊ぱいして、その場にしゃがみこんでいた。


　中断した儀ぎ式しきに加え、鬼との二度にもわたる戦いである。死者が出ていないだけでも、彼らの鍛たん錬れんは疑いようがない。


　退ひくも進むもままならぬ、そういう状態だ。


「…………」


　その様子を見て、いつきは唾つばを飲み込んだ。


「鈴香さん。──ひとつ、訊きいていいですか」


　と、声に出す。


「何だ」


「どうして……」


　ぐっ、と眼帯を握にぎった。


　右目の痛みを力に変えるように、いつきは強く訊いた。





「どうして、みかんちゃんを人柱なんかにしたんですか」





「────っ」


　辰巳が、その台詞せりふに振ふり向いた。


　沈ちん黙もくを許さぬ、鋭するどい口調だった。


　老女は、一言で答えた。


「魔ま法ほうを、使えなくするためさ」


「っ？」


　言葉の意味を理解するのに、数秒かかった。


「みかんちゃんに……魔法を、使えなくする？」


「あの子のことを考えれば、その方が幸せだろう。もとより、魔法などという奇き形けいはあの子には似合わなかったんだ」


　奇形と、祖母は言う。


　自らが一生を賭とした魔法を、いとも簡単に奇形だと──その程度のものだと言いきる。


　ある意味で、自分の人生さえもその程度のものだと言いきるかのような、達観した視点と態度。


　だけど。


「そんなの、て……」


「やはり、分かっていないか。〈アストラル〉の二代目」


　鈴香が、哀あわれむように目を細める。


「……分かってない？」


「身に余る呪じゆ力りよくは、本人を滅ほろぼす」


　淡たん々たんと、老女は口にする。


「守もり人とは、外部から当主を守るだけのものじゃない。──呪力が術者からあふれようとしたとき、その術者を殺すための役割でもある」


「な──っ！」


　今度こそ、驚きよう愕がくは心臓から脳天までを貫つらぬいた。


　老女は、軽く笑って、うなずいた。


「知るまいな。辰巳もまだ分かってはいまい。理解する前に、私が守り人の任を取り上げたのだからな」


「…………！」


　実際、今の言葉に、辰巳も硬こう直ちよくしていた。


　守り人のそんな役目など、この瞬しゆん間かんまで知らなかったと、その様子が何よりも示していた。


　いつきが、訊く。


「なんで……そんな……っ」


「呪力の暴走は、そのまま呪波汚お染せんを呼ぶからさ」


　と、老女は告げた。


「みかんの才能は、あの子の血統に対して貧弱すぎる。成長するに従って、みかんは呪力を抑おさえきれなくなるだろう。もしも、香かおりが当主となった後、それが起きたらどうする？　香にみかんを殺させるのか？　それとも辰巳、お前が殺すのか？」


　すう、と鈴香が巨きよ漢かんを見み据すえる。


「…………」


　辰巳には答えられなかった。


　答えられる、わけがなかった。


　続けて、老女が言う。


「大好きな姉に殺されるのと、人柱として呪力を剝はがれるのと、どっちがましだ」


　ずっと昔から用意していた台詞を言うように。


　ずっと前から胸にためていた言葉を言うように。


　ごく自然に、淡たん々たんと。


「無論、呪力は魂たましいに依い存ぞんする。人柱にして無理矢理に呪力を剝がすのは、魂を引き裂さかれるに等しい。そうなれば、あの子が大人になるまで寿じゆ命みようが保もつかどうかも分からん」


　魂に依存する呪力。


　あるいは、精気オドともいう。


　人間にとって、根源的な生命力。それを剝がされれば、確かに少女の寿命は成人までも保たないだろう。


　しかし。


「それでも……こんな世界に生きるよりは、よほど幸せだろうさ」


　と、老女は柔やわらかく笑った。


「…………」


　辰巳にもいつきにも、返せる言葉などなかった。


　ああ。


　この祖母もまた、孫まご娘むすめを想おもわなかったわけではない。


　ただ、その想いを秘ひしていたという──それだけなのだ。


「優やさしい祖母にやられるよりは、鬼おに婆ばばにやられたと思ったほうが、幾いく分ぶんマシだろう」


　皮肉げに、鈴香は唇くちびるをつりあげた。


　今度は、どこか哀かなしげな笑えみだった。


「分かったなら去れ。どの道、儀ぎ式しきは潰ついえた。お前の気ももうすんだろう」


　それだけ言って、老女は踵きびすを返した。


　しゃがみこんだ葛城の術者たちの方向だった。


　その足が、止まった。


「去りません」


「去らねえよ」


　はっきりと、いつきと辰巳が答えたのだ。


　完全に同時だったので、互たがいに驚おどろいた表情で顔を見合わせた。


　そのまま──辰巳は苦く笑しようして、いつきは照れくさそうに、互いの拳こぶしを打ち合わせた。


「ほう」


　振ふり向かず、声だけで鈴香が相あい槌づちを打った。


「だが、去らないからといってどうする？」


「あの『影かげ』を、止めるさ」


　辰巳が言う。


「…………」


　老女は、何も言わなかった。


　無理だとも、無茶だとも、言わなかった。


　代わりに、いつきの方へ振り返って訊きいた。


「……お前も、同意見か」


「ええ。僕たちは貸し出し魔法使いレンタルマギカです。依い頼らい主ぬしが退ひけと言わない以上、退きません」


　少年が、硬かたい面おも持もちでうなずいた。


「それに──僕は、もう一言あります」


「ほう」


　鈴香へ、きっとその顔があがった。





「みかんちゃんの幸せを──あなたが勝手に決めるな！」





　強く、少年は言い放ったのである。


　すると、返事は別の場所から生まれた。


「うん……」


　杉すぎ木こ立だちの、奥だった。


　弱々しい──しかし、その芯しんに確かな何かをこめて、答えが返ったのだ。


「あたしは……自分で決められるよ」


「えっ？」


　振り返る。


　少年の顔は、弾はじけるように輝かがやいていた。


「……みかんちゃん?!」


　名前を呼んだ方向から、いくつかの人影が湧わいた。


「こ、こっちです」


　と、黒くろ羽はの声。


　比ひ較かく的体力が残っていた黒羽は、先に、ほかの皆みなを呼びにいっていたのである。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～あ」


　四匹ひきの猫ねこが、嬉うれしそうに鳴いた。


「猫ねこ屋や敷しきさん！」


「これはこれは。どうやら、合流できましたね」


　みかんをおぶったまま、猫屋敷が笑顔を浮うかべる。


「ありがと……お兄ちゃん社長」


　と、背中のみかんも微笑ほほえんだ。


　顔色は白く、弱々しく、それでもちゃんと微笑んでいた。


　誰だれにも──祖母にも怯おびえずに、まっすぐにこちらを見つめていた。


「みかんちゃん……！」





「あら。喜んでもらえるのは、強ごう欲よく陰おん陽みよう師じとミカンだけなのかしら？」





　さらに、人影は続いた。


「アディリシアさん！」


「ごきげんよう、イツキ」


　そっと、ドレスのスカートをつまんで、アディリシア・レン・メイザースが一礼した。


　何も嬉しくなんかないわというポーカーフェイスを装よそおっても、つい頰ほおがほころぶのまでは隠かくしきれてなかった。


　そして。


　その後ろに、振ふり袖そで姿の少女がいたのだ。


　これは、辰巳が大きく目を見開いた。


「香──！」


「辰巳……」


　くしゃくしゃと、少女の顔が年相応に歪ゆがむ。


　そのまま、振袖の裾をたくしあげ、一いつ生しよう懸けん命めいに駆かけてきた。


「辰巳、辰巳、辰巳、辰巳──」


　泣きながら、少女は走った。


　泣きながら、巨きよ漢かんにすがりついた。


「辰巳、辰巳、辰巳、辰巳、辰巳辰巳辰巳辰巳辰巳辰巳たつみたつみたつみたつみたつみたつみたつみたつみたつみ──！」


　何度も何度も、大きな腹を叩たたいた。


　いくら背せ伸のびしても、少女の拳こぶしは、巨漢の胸にも届かなかったのだ。


　しかし、どんな拳よりも、そのちっぽけな拳の方が、巨漢には痛そうだった。


「わらわは……」


　と、少女がこぼした。


[image: ]


「わらわは、わらわは……わらわは……」


　何度も、何度も口にした。


　なのに、言葉にならなかった。ちゃんとした言葉になる前に、嗚咽おえつに呑のまれてしまうのだった。


「ごめんな、香……」


　嗚咽する少女の背中を叩き、巨漢は岩みたいに動かなかった。


　少女も動かなかった。


　離はなれていた三年間を、この一いつ瞬しゆんに埋うめようとするようでもあった。


「…………」


　そんなふたりに、猫屋敷と黒羽は淡あわく笑った。


　アディリシアとみかんは、少しだけ羨うらやましそうな、困った顔をした。


　葛城鈴香は、黙だまって顔をそむけた。


「…………」


　伊い庭ばいつきも、微笑したところで、


「…………………………痛つぅ！」


　急に、眼帯を押さえた。


　直接神経を炙あぶるような痛みが、急激に膨ぼう張ちようしたのだ。この痛みに慣れた少年でさえ、気を抜ぬくと、うずくまってしまいそうだった。


【見ミロ】


　と、その瞳ひとみが言う。


【見ロ。視ミロ。観ミロ】


　強く、激しく、いつきの脳のう裏りで叫さけぶ。


『影かげ』は、消えていなかったのだ。


　山頂近くで、いまだ呪じゆ力りよくを吸い上げている。


　星空が見えたことで、より一層、その禍まが々まがしさは増したようでもあった。


　かろうじて、こちらへの侵しん食しよくは、さきほどの穂波の砦とりでが防いでいるが、それもいつまで続くかは定かでなかった。


「ええ。──『影』は、けしておさまってはいませんね」


　そして、横合いにもうひとり、人影が落ちていた。


「……影かげ崎ざきさん」


「これはどうも。伊庭社長」


　茫ぼう洋ようとした口調で、影崎が挨あい拶さつした。


　この男だけは、いつもとまるで変わらなかった。平均的すぎる顔立ちも、感情ひとつ窺うかがえない口ぶりも、何も変わらなかった。


　いつきが、訊きく。


「〈協会〉は、この件をどうするつもりですか？」


「そうですね。現在の時点で〈螺旋なる蛇オピオン〉がいなかった以上、私がこの件を解決する意味はありません。呪波汚染についても、葛城の地で留とどまっている間は〈協会〉は干かん渉しようしません。それより外に出ることがあるなら、協議の後、処理のための部隊が差し向けられるでしょう」


　それは、つまり決定的に間に合わないということだ。


　呪波汚染のもたらす災害を、〈協会〉が防ぐのは間に合わない。


　また、間に合わなくてもかまわないと、影崎は言っているのだった。


「……分かりました」


　と、いつきはうなずいた。


「でしたら、これは……〈アストラル〉でかたづけます」


「なるほど」


　影崎が肩かたをすくめる。


　少し遅おくれて、別に声があがった。


「……そやね。これは〈アストラルうち〉の仕事や」


「穂波！」


　いつのまにか、横になっていた少女が、上半身を起こしていたのだ。


「まだ、起きたら──」


「大だい丈じよう夫ぶ」


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが悪戯いたずらっぽくきらめいた。


「だいたい、近くでこんなんやったら……寝ねてられへんもん」


「あら。あなたひとりぐらい、ずっと休んでいても何の問題もありませんのに」


　アディリシアが、口を挟はさむ。


　先から穂波の様子を心配していたとは、それこそ口が裂さけても言うまい。


　それを知ってか知らずか、穂波も唇くちびるを尖とがらせる。


「ふん。呼んでもおらへんのに、勝手にやってきた人に言われたくあらへん」


「そうですわね。でも、最初からイツキについていたくせに、こうして無様に倒たおれているより、ずっといいと思いますけれど」


　ケルトの魔ま女じよと、ソロモンの姫ひめ。


　どちらも譲ゆずらぬ魔女ふたりの間で圧縮されるようにして、いつきが悲鳴をあげた。


「ふ、ふたりとも！　そんな場合じゃないでしょ！」


「「ふん！」」


　少女ふたりして、背中合わせに鼻を鳴らす。


　その耳が、ふたりとも真っ赤に染まっているのだから、まったくどうしようもなく、似たもの同士ともいえたろう。


　意地っ張りで、優やさしい魔女ふたり。


　困った風に頭を搔かいて、いつきが呟つぶやいた。





「……でも、これで〈アストラル〉が勢せい揃ぞろいだ」





「……あ」


　穂波が、口を押さえる。


　すぐに、別の足音が歩み寄って、賛同の意をあらわした。


「ええ」


　と、猫屋敷がうなずいたのである。


「はい！」


　と、黒羽も元気よく、両の拳こぶしを握にぎった。


「まあ、そうなりますわね。……私は株主ですけれど」


　と、アディリシアが不承不承、横目に首を振ふった。





　誰だれともなく、手を出した。


　いつきの手の上へ、順々に、皆みなの手が重ねられていく。


　さらに、上からふたつの手が乗った。


　いつきの倍ぐらい大きな手と、いつきの半分ぐらいの小さな手。


「俺も、いいか」


「わらわも」


　辰巳と香が、寄り添そってそう尋たずねたのであった。


「もちろん！」


　いつきが笑って答える。


　どこか恥はずかしそうに、七人の手が雪の中で溶とけ合った。


「──ただいま！　お兄ちゃん社長！」


　そして最後に、みかんがとびっきりの笑え顔がおで、自分の両手を重ねたのであった。





　　　＊





「──かまわないので？」


　そんな八人の光景を見つめながら、影崎が問うた。


　隣となりで、枯かれ木のように立つ相手へである。


　無論、葛城鈴香だった。


「好きにすればいいだろう。葛城家ではなく、辰巳と香の勝手だ。いまさら、それを押しとどめてどうなるものでもない」


　あくまで、冷たく老女は吐はき捨てる。


「だが……葛城の後こう継けい者しやもそうするというなら、できるかぎりの協力はするさ。それも仕方ないことだ」


　そう言って、踵きびすを返した。雪を踏ふみ、その背が遠ざかっていく。


「…………」


　それを見ながら、ふと影崎は首を傾かしげた。


　ほんの少しだけ──なぜかは分からないけれど、ほんの少しだけ──老女の背中が、嬉うれしそうにも見えたからだった。





　　　　２




〝祭りは、まだ終わらぬか……〟





　咆ほう吼こうにも似た、思念。


　その思念が、割れた夜空へ伸のび上がっていく。


　どこか噓うそっぽいほど丸い満月へと、絡からみ合いながら、ひしりあがる。


　下半身は山の内側へと埋うめたまま、上半身だけで、巨きよ人じんの『影かげ』がごおごおと吼ほえる。


　それに応じて、山やま肌はだにも変化が起きた。





〝祭りは、まだ終わらぬか……〟





　咆吼のたび、うぞうぞと地面が揺ゆれるのである。揺れたと見えたのは、実は地面ではなかった。


　蛇へびである。


　地面から、何十匹ぴき、何百匹と──いいや何千匹にも及およぶ蛇の群れが這はい出し、渦うず巻まいているのであった。


　もっとも、本物の蛇ではない。呪じゆ力りよくが凝こごり、蛇のようなカタチを取っているだけだ。


　その蛇が寄り集まるたびに、徐じよ々じよに巨人の『影』は膨ふくらんでいるのだ。


「わ、わわわわわ……」


　中空で、半はん透とう明めいの少女が口を押さえた。


　月光を受ける顔が、さすがに青ざめている。新米貸し出し魔法使いレンタルマギカの彼女には、インパクトのありすぎる光景といえた。


「だいだら……ですわね」


　と、こちらは冷ややかな声が応じた。


　空を泳ぐ、ギンザメフオルネウスの背中である。


「だいだら？」


「本来は、妖よう怪かいの名前ですけれど。この場合は、意思を持つ呪的現象の──一形態の名前ですわ」


　アディリシアは、蠢うごめく巨人の『影』を見下ろして、話す。


　だいだら。


　あるいは、だいだらぼっち。


　地方によっては、だらぼうとも、でいらんぼうとも呼ばれる巨人の伝説。


　この場合は、アディリシアの言うように、呪力を際限なく吸い上げる『現象』そのものの名前であった。


　特にその『現象』が巨人というカタチを持って行われる場合にだいだらと人は呼んだのだ。


「…………」


　黒羽には、その元となるココロも聞こえた。





〝祭りは、まだ終わらぬか……〟





　その咆吼にこめられた、無限の絶望。


　それは、地じ獄ごくの具現といってもよかろう。


　恨うらむためだけの恨み。


　怒いかるためだけの怒り。


　とうにハジマリなど忘れ去られた、憎ぞう悪おの塊かたまり。


　呪力と同様に、それらの感情も際限なく増ぞう幅ふくされ、だいだらという現象を加速させていく。


　真っ当な思考など、千年も前に塗ぬりつぶした、ヒトという概がい念ねんの末路である。


（…………）


　無む性しように、黒羽は哀かなしかった。


　自分という存在が、これらの『影』に近いせいだろう。


　こんなにも、ヒトというものが、いろんなものを忘れてしまえることが、どうしようもなく哀しかった。


　ひょっとしたら、自分もこうなっていたかもしれないのだ。


「──クロハ」


　静かに、アディリシアが囁ささやいた。


「感情移入しすぎるのは、禁物ですわよ」


「わ、分かってます」


　きゅう、と黒羽が唇くちびるを引き締しめた。


　その様子を見て安心したのか、フォルネウスの背中でアディリシアは微び笑しようした。


「あなたとタッグを組むのははじめてですわね」


「は、はい」


「じゃあ、ここは〈ゲーティア〉の流りゆう儀ぎに合わせてもらいますわよ。〈アストラル〉のような貧ひん弱じやく結社のやり方は、私の性に合いませんもの」


「〈ゲーティア〉の、流儀？」


「ええ」


　夜よ闇やみに、黒いドレスの裾すそを翻ひるがえす。


　向き直ったアディリシアは、確かに思いもかけない行動に出た。


「──でかぶつ！」


　と、呼ばわったのだ。


　一いつ瞬しゆん。


　だいだらが──震ふるえたように黒羽には見えた。


「私が、相手をしてさしあげます。千年の末まつ期ごを〈ゲーティア〉の首領に見守られること、最高の栄えい誉よと思いなさい！」


（う、わ……）


　黒羽は、瞬まばたきした。


『影かげ』が混乱しているのが、黒羽には分かったのだ。


　狂くるってはいても、『影』とて元はヒトなのである。アディリシアの言葉自体は、そのおおよその意味を理解することができる。


　しかし、おそらく、『影』には理解できなかったのだろう。


　それはそうだ。


　上半身だけとはいえ、巨きよ人じんの大きさは、すでに十数メートルにもなっている。内に溜ためた呪じゆ力りよくも比例して、膨れあがる一方である。


　一体、世界のどこにいよう。


　その自分たちに、正しよう真しん正しよう銘めい、真っ正面から決けつ闘とうを挑いどむような大おお馬ば鹿か者ものが。





「──我、訴え、喚起せん（I do invocate and conjure thee）」





　だが。


　ここにいた。


　美しい呪句スペルが、夜気に響ひびき渡わたる。


　ソロモン王の魔ま術じゆつ。


　古代イスラエルを統治した、偉い大だいなる王の魔法は──遥はるか遠く葛城の地にあっても、何より誇ほこらしく唱えられた。





「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii, Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」





　ばかりか、心底からわきあがる歓かん喜きに微笑して、ソロモンの姫ひめはこう告げたのである。


「さあ、千年目の──一番のお祭りパーテイにしましょう！」


　満月を背に、少女は手を振ふった。


　指揮棒タクトのように真しん鍮ちゆうの壺つぼがきらめきアディリシア・レン・メイザースの白い指をいろどった。





「来たれフールフール！　二十六の軍団を従える、偉大なる公こう爵しやく！」





「来たれサブノック！　五十の軍団を統治する、強きよう壮そうなる大だい侯こう爵しやく！」





　七十二の魔神の二柱。


　片や、炎ほのおの尾おを持つ、真しん紅くの雄お鹿じか。


　片や、獅し子しの頭を持ち、白銀の武具を身に纏まといたる戦士。


　どちらも、いつもの三倍近い大きさとなっていた。


　巨人には及およばぬまでも、その半分ほどの巨大な魔神となって──祭りの開幕とばかりに、その炎と武器とを夜空へ掲かかげたのである。





　　　＊





　少し、離はなれた山中だった。





　その坂にも、蛇へびが渦うず巻まいている。


　まっしぐらに山頂へと這はう蛇は、あたかもレミングのようだ。


『影』に喰くらわれ、だいだらの一部となるためだけに、無数の蛇は懸けん命めいに坂を登っている。


　まるで、それだけが彼らの生きる意味だと言わんばかりに。


「天干丙へい」


　そんな中に、低い声が囁ささやかれた。


「地干丁」


「生門」


　蛇の這う地面の、ある一部だけがぽっかりと空いていたのだ。


　ちっぽけな空間だが、肩かたを寄せ合うようにして、いくつかの影が落ちている。


　その影のひとつが、くるくると、ルーレットのような針のついた板を回しているのであった。


「──よって天てん遁とんとなす」


　羅ら盤ばんという。


　猫屋敷である。


　蛇の群れの中でくるくると羅盤を回し、やがて納なつ得とくしたように、


「うん、こちらです」


　と、坂を登り始めた。


「……う、うん」


　今にも倒たおれそうな顔色で、いつきがうなずく。


　すぐそばの、蛇を見回す。


　少し足を踏ふみ外せば、蛇のまっただなかに落ちてしまいそうだった。呪力のカタチに過ぎないとはいえ、あの牙きばに嚙かみつかれれば、まずただではすむまい。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。その符ふを貼はってる限り、この蛇には私たちが見えませんから」


　いつきの首元に貼った呪符を指して、猫屋敷が微び笑しようする。


　それから、また羅盤とにらめっこしはじめた。


　その羅盤に導かれるまま、いつきたちは歩いていたのである。


　奇き門もん遁とん甲こう。


　陰おん陽みよう道どう──本質的には、風水に属する術だ。


　方かた違たがえや方位占うらないなど、方向そのものの持つ呪じゆ的てき概がい念ねんを利用した魔ま術じゆつ。


　中国においては、複数の軍隊を霧きりに隠かくし、奇き襲しゆうを成功させたという伝説もある。穂波が雷いかずちの丘おかで使ったダウジングの、ある種、東洋版といってもよい。強きよう烈れつな呪波汚お染せんは、単なる山道をも迷めい宮きゆうと変えてしまうため、こういった魔術による先導が欠かせないのである。


（……猫屋敷さんだなあ）


　二週間ぶりに、いつきは嚙みしめていた。


　こうした的確なサポートこそ〈アストラル〉の中ちゆう核かくを担になう青年陰陽師の得意技わざだったからだ。


　遠くから、轟ごう音おんが聞こえた。


「アディリシアさんは、予想以上に頑がん張ばってくれてるようですね」


　猫屋敷が、呟つぶやく。


「うん。──わっ」


　地鳴りとともに、杉すぎ木こ立だちが大きく揺ゆれた。


　爆ばく音おんが、突とつ風ぷうを呼んで鳴り響ひびく。


　だいだらの『影かげ』と魔神たちがぶつかりあう、余波だけでこうなのだ。


　無論、これほどの『力』は、アディリシアだけのものではない。


『影』が無制限に集める呪力を逆用し、七十二の魔神にも与あたえているのだ。結果として、普ふ段だんの数倍近い呪力が、魔神には集中していたのである。


　しかし、長くは保もつまい。


　限界以上の力で魔術を振ふるえば、その反動は必ず術者へ返る。まして、千年来の恨みに汚染された呪力など、半はん端ぱな魔法使いであれば、触ふれただけで昏こん倒とうしかねない代しろ物ものだった。よほどの腕うでであっても、それなりの後こう遺い症しようは免まぬかれまい。


　それを覚かく悟ごの上で、猫屋敷は、アディリシアに牽けん制せいを頼たのんだ。


「今のうちに、儀ぎ式しき場までの道はなんとか開きます。そこから先は、香さんとみかんさんの判断次し第だいです」


「……うん」


　いつきの背中で、みかんがうなずいた。


〈アストラル〉の小学生巫女みこは、そこに背負われていたのである。


「あたしは……この祭りを、最後までやるつもり」


　と、少女は口にした。


「この祭りは、やっぱりあたしたちが引き受けなきゃいけないと思う。人柱とか……そんなのはやっぱり嫌いやだけど……恨みとか鬼おにとか……放ほうっておいたまま、いられないもん」


「…………」


　香は、しばらく何も言わなかった。


　こちらは、辰巳の後ろを歩いていた。


　きゅ、と巨きよ漢かんの制服の裾すそを摑つかんでいるだけで、いつきとは──みかんとはつかず離はなれずの距きよ離りをとっていた。


「……そうじゃな」


　やがて、ぽつりと言って、うなずいた。


　それ以上、何を言っていいか、分からないというようにも見えた。


「……それで、いいんだね？」


　後ろに首をひねって、いつきも訊きいた。


「うん」


　肯こう定ていの返事が返った。


「……だって、ちゃんとしておかないと、〈アストラル〉に帰れないもん」


　きっぱりと、背中のみかんは言ったのだった。


（強いなあ……）


　と、いつきはため息を押し殺す。


　たった八歳と十歳なのに──この姉し妹まいは、哀かなしいぐらいに強い。


　だから。せめて、自分たちに手伝えることがあるなら、手伝いたかった。


「すまねえな。いろいろ面めん倒どうかけちまって」


　不意に、辰巳が耳打ちした。


　歩いているいつきに、そっと身体からだを寄せたのである。


　それでいて、後ろの香から、離れることもなかった。これだけ大きな身体なのに、香と同じ歩ほ幅はばを維い持じしているのだった。


　ふと、思い出す。


　最初、この山を登ったとき、辰巳はこちらに歩幅を合わせてくれていた。あれは、かつてこの少女に合わせていたことからできた、巨漢の癖くせだったのだろうか。


（……そっか）


　なんだか微笑ほほえましくて、いつきはかぶりを振った。


「だって、これが僕らの仕事ですから」


　ほんの少し、胸を張って答える。


「そうか。……お前らは、そうなんだな」


　辰巳が呟いた。


「そういう魔法使いも、いていいのかもな」


「はい」


　自信をもって、うなずく。


　そうしたところに、別の声が振ってきた。





「──社長！　猫屋敷さん！」





　杉すぎ木こ立だちの上をぎりぎりかすめて、穂波がほうきに乗ってきたのである。


　さすがに顔色が悪かったが、声には活力が戻もどっていた。


　猫屋敷がサポートする間、穂波が偵てい察さつ。これもいつもの〈アストラル〉の分担通りだった。


「儀式場、見つかった。ついてきて！」


「あ、うん。──急ぎましょう！」


「おお」


　辰巳が、腕まくりして、後ろの香に促うながす。


「あ、待ってください」


　のんびりした声が、走りかけた少年の背中を引きとめた。


「猫屋敷さん？」


「私は、ここで待ってます。皆みなの退路を確保する必要もありますからね」


「あ……は、はい」


　いささか不安そうに、顔を曇くもらせたいつきへ、


「大だい丈じよう夫ぶですよ」


　と、猫屋敷がいかにもな安やす請うけ合いを披ひ露ろうした。


　どこから取りだしたのか、閉じた扇せん子すをふるふると回して、


「御ご武ぶ運うんを」


　と、軽いおまじないらしき仕草までしてみせる。


「じゃあ、猫屋敷さんも気をつけて」


「はい、もちろん」


　うなずいて、猫屋敷はにっこりと笑った。


　闇やみの向こうへ、いつきたちの姿が見えなくなるまで、猫屋敷は動かなかった。


　見えなくなって、さらに少ししてから、


「……さて」


　ゆっくりと、振ふり向いた。


　杉木立に隠かくれた、坂下である。


　そこに、小さな『影かげ』が持ち上がっていた。


　だいだらの欠片かけらといってもよい。『影』に呼応してカタチを取った、この山に染しみつく雑ざつ霊れいの類たぐいだ。雑霊とはいえ、これほどの霊的磁場にあっては、ただならぬ『力』を漂ただよわせてもいた。


「大きな敵は黒羽さんとアディリシアさんに任せるとして……社長が戻るまで、小物はこちらで片づけておきましょうか」


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～あ」


　賛同するように、四匹ひきの猫ねこが鳴き声をあげた。


　彼らもまた、いつもの〈アストラル〉に戻って働けることを、喜んでいる風であった。


「──疾チツ！」


　猫屋敷の唇くちびるが、鋭するどい口く訣けつを発する。


　泰たい山ざん府ふ君くん炎えん羅ら符ふ呪じゆ。


　飛ひ翔しよう半ばで呼びだされた地じ獄ごくの炎ほのおが、実体なき『影』たちを焼き払はらった。








「……猫屋敷さん、ホントに大丈夫かな？」


　道の途と中ちゆうで、いつきが振りかえった。


　すでに、青年の姿は見えない。


　いつきの右目をもってしても、これだけ濃のう密みつな呪波汚お染せんの中では、猫屋敷の呪力とそれ以外を見分けられなかった。


「うん……」


　みかんも心配そうに声を震ふるわせていたが、


「余計な心配はいらへん。猫屋敷さんやもん」


　これは、穂波が切り返した。


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイの少女は、いつきの頭程度の、すぐ低空を飛んでいた。


　少女自身も猫屋敷の方向へ視線をやって、祈いのるように眼めを閉じた。猫屋敷が残ってくれた意味は、少なくとも、穂波には伝わっていたからだった。


　それから、


「社長は……ちゃんと社長になってるんやね」


　と、呟つぶやいた。


「そう……かな？」


　首を傾かしげたいつきに、穂波は微び笑しようした。


　かすかに頰ほおが紅潮して、それに気づかれないよう顔をそむけた。


　さっき、彼女も聞いていたのだ。





　──『だって、これが僕らの仕事ですから』





　そう言って、照れくさそうに胸を張った少年を。


　その姿に見とれて、数すう瞬しゆん、声がかけるのが遅おくれたなんて、誰だれにも言えるはずがない。


（社長、か……）


　穂波は、思う。


　自分が、〈アストラル〉にやってきたとき、この少年はまるで社長らしくなかった。


　臆おく病びようで、怖こわがりで、これほど魔ま術じゆつ結社にふさわしからぬ人間もいまいと、そう思ったぐらいだった。


　でも、人は成長する。


　いつのまにか、自分なんておいてけぼりにするぐらいに、少年は育っていた。


〈アストラル〉の社長として、きちんとした覚かく悟ごを決めていた。


（…………っ！）


　頰の熱さが、耳先まで広がった。


　なぜか、胸が妙みように苦しくてならなかった。焦こがれるような、甘あま酸ずっぱいような、どうしようもない熱と苦しさ。


「穂波？」


　きょとん、といつきが訊きいた。


「な、なんでもないから！」


　あわてて、穂波はかぶりを振ふった。


　すう、と地面ぎりぎりまで高度を落とす。


「急ご、社長──！」


「わわ、引っ張らないで！」


「ほ、穂波お姉ちゃん！　落ちちゃうよう！」


　いつきと──その背中のみかんが、相次いで悲鳴をあげた。


　少年の片手を握にぎり、穂波は一層速度をあげたのだった。





　　　＊





　だいだらと、魔神の戦い。


　その轟ごう音おんを聞いていたのは、猫屋敷たちだけではなかった。


　葛城の石いし舞ぶ台たい。


「……始めたか」


　そこに残った鈴香が、顔をあげたのだ。


「──鈴香さま、いかがしましょう」


　命令を待つ術者たちが、名を呼んだ。


　なんとか半分ばかりが疲ひ労ろうから回復したようだった。残りの者たちも、動けないほどの重傷者は、先に下山させられている。


「…………」


　一瞬だけ沈ちん黙もくし、すぐに鈴香は命令を下した。


「山の中腹に〈禊みそぎ〉を維い持じしろ。〈アストラル〉の成否が分かるまでは、この呪じゆ波は汚お染せん、我らの縄なわ張ばりよりひとかけらたりとも漏もらすな」


「了りよう解かいしました」


　皆みなが、即そく座ざに低頭する。


　もとより、葛城の術者は、こういった集団作業に優すぐれたものたちだ。いかに疲労していようと、本来の職務程度はこなしてみせるだろう。


　命令を聞くや、全員が一体となって動き出し、山の周囲へ張る結界の準備を始める。


　ただしそれも、だいだらによる呪波汚染が本格化するまでのことだ。


　あのときに見た黒い流れ──あれがもう一度始まるようなことがあれば、今度こそ止められまい。


　それでも。


「……みかん」


　と、鈴香は呟つぶやいた。


　その声は、再び吹ふき始めた雪風に散らされる。


　それでも、老女は確かにこう言ったのであった。


「あの子が自分で幸せを決めるというなら……どんな結果になろうとも、見届けてやらずばなるまいさ」





　　　＊





〝祭りは、まだ終わらぬか……！〟





「…………」


『影かげ』が吼ほえるのを、ジャケット姿の青年が聞いていた。


　石動いするぎ圭けいである。


　下山する途と中ちゆうの、山道だった。


　……あのとき。





『──さて、どうします？』





　そう影崎に訊かれた後、圭は唯ゆい一いつ、山から離はなれる道をとった。


　間ま違ちがえた、とは思っていない。


　自分なら、こうするのは当然だろう。


　情けなかろうが、くだらなかろうが、そういう生き方こそが石動圭でもある。今いま更さら、それを悔くやむようなことはない。


　だから、振り向いたのは、ただの気まぐれだ。


　そのはずだった。


「……それに、俺が出る幕でもねえか」


　どこか寂さびしそうに、圭は告げた。


　巨きよ大だいなヒト型の『影』を、見み据すえる。


「……なんとかすると、そう言ったよな。兄あに弟で子しさんよ」


　複雑な感情が入り混じった瞳ひとみで、青年はずっと山頂を見つめていた。


　逃にげることさえ、しようとしなかった。





　　　　３




　鈍どん重じゆうかと思われただいだらは、しかし、意外な速度で反応していた。


　上半身だけの身体からだを蠢うごめかし、その内側で呪じゆ力りよくを回転させる。


　呪力の駆く動どう。


『影』にとって、呪力こそが血であり、筋肉であり、骨であり、内臓であり、あらゆる感覚器官であった。


　すなわち、呪力の駆動こそは、だいだらの根幹だった。





〝祭りは、まだ終わらぬか……！〟





　咆ほう吼こうとともに、だいだらの腕うでが振ふり下ろされる。


　ぐうん、と倍以上も黒い腕が伸のびた。


　その速度は、迅じん雷らい。


　空中のギンザメフオルネウス──その背に立つアディリシアへ向かって、漆しつ黒こくの槌つちがたぎり落ちた。文字通り、巨大な隕いん石せきの落下にも匹ひつ敵てきする、凄すさまじい霊れい的てき質量の炸さく裂れつ。


　刹せつ那な、


「サブノック！」


　アディリシアの命に、獅子頭の戦士サブノツクが動く。


　伝説に言う。七十二の魔ま神じんサブノックは、一夜にして塔とうや砦とりでをつくり、ありとあらゆる戦争の武具をその内に集めたと。


　その伝え通り、不可視の砦が形成され、すんででだいだらの腕を止めたのである。


　これまでの繰くり返しだ。


　サブノックの砦は、かろうじてだいだらの攻こう撃げきを凌りよう駕がする。


　しかし、今回のだいだらは、拳こぶしを止めなかった。





〝祭りは、まだ終わらぬか……！〟





　三度、四度、五度、六度。


　不可視の砦に、何度となく拳がぶつかる。


　止まらないばかりか、拳けん撃げきはどんどん加速していく。


　原動機タービンを思わせて、だいだらの身体が風車のごとく回転。


　一撃ごとに、速度も重みも──そこに秘ひめられた呪力の密度さえも、天てん井じよう知らずに跳はね上がっていく。


　十八、十九、二十、二十一、二十二、二十三、二十四──！


　すでに拳撃は、ミサイルの乱射に等しい。


　飛び散る呪力の余波だけで、並みの魔法使いの数倍に匹敵する。いつきがいたならば、弾はじけ飛ぶ呪力を、花火のごとく視みたかもしれない。


「し、つこい……っ!!」


　砦の内側で、アディリシアが眉まゆを歪ゆがめた。


「サブノック！」


　叫さけびとともに、獅子頭の戦士サブノックが剣けんを掲かかげた。


　砦の強化。


　不可視の砦は、その壁かべから、サブノックと同じ呪力の剣を突つき出したのだ。


　さしものだいだらが、拳から串くし刺ざしにされてのけぞった。


　だが、代だい償しようは大きかった。


　だいだらを傷つけた代わりに、不可視の砦は崩ほう壊かいし、その形成に呪力を注いでいたサブノックは、大きく姿を薄うすれさせたのである。


「フールフール！　今！」


　その隙すきを埋うめるため、アディリシアが再度叫んだ。


　真紅の雄鹿フールフールが、だいだらの斜ななめ後ろから飛び跳ねる。


　魔神フールフール。


　七十二柱の中で、最も気候の操作に長たけた魔神。夜空に残っていた雪雲が、にわかに稲いな光びかりを纏まとわせる。


　かっ！


　時ならぬ稲いな妻ずまが、闇やみを割った。


　轟ごう音おんが、大地を抉えぐる。


　地面をガラス状に変質させる高熱。


　膨ぼう大だいな煙けむりと異い臭しゆう、しゅうしゅうという異音があがった。それだけのエネルギーが、今の一いつ瞬しゆんに集中したのである。


「これなら、少しぐらいは黙だまって……」


　満まん腔こうの自信とともに、アディリシアは翠みどりの瞳ひとみを光らせた。


　しかし、


「──なっ?!」


　少女が、息を止めた。


　煙の中に、盛り上がった影かげ。


　だいだらは依い然ぜんとして健在。


　ばかりか、真紅の雄鹿フールフールが、こちらへ向かって牙きばを剝むいたのである。


　理解が先の電光のように脳のう細さい胞ぼうを走り、アディリシアの指が『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』を握にぎりしめた。





「フールフール！」





　言こと霊だまを秘めた呪文スペル。


　呪じゆ力りよくのこもった名前で、魔神の動きを束そく縛ばくする。


　それでも、フールフールの炎えん尾びは、猛たけ々だけしく天空を突いた。


　タイムラグはゼロ。


　ごおっ！


　二度目の雷かみなりがすぐ隣となりを過ぎ、アディリシアの視界を真っ白に爆ばく発はつさせた。


（……呪波汚お染せん！）


『影』の呪力を逆用した、副作用である。


　恨みの呪力に汚染された魔神は、ひどくコントロールが難しくなる。ゆえに、普ふ段だんならけして許さぬ反逆が、一瞬の気のゆるみに生じたのだ。


　もっとも、そうでなければ、星せい辰しんの調整も儀ぎ式しきもなく落らく雷らいを発生させるなどという荒あら技わざは、いかにアディリシアといえども不可能だったろう。今の結果は、まさしくギャンブルの表と裏であった。


　そして、次の一瞬。


　だいだらの腕うでが、暴風となった。


「あっ──！」


　かろうじて、フォルネウスが反応したが、それでも間に合わなかった。


　ギンザメの身体からだが呪力レベルまで分解。巻き込まれたフールフールまでも消しよう滅めつさせて、だいだらの腕が天を突く。


　少女の身体が、吹ふき飛ばされる。


　十数メートル──ビルの四階の高さからの落下。


　衝しよう撃げきに麻ま痺ひした身体は、魔ま法ほうどころか、まともに動きすらしなかった。


（し、ぬ──?!）


　最悪の予想。


　覆くつがえすだけの、思考さえままならない。覚かく悟ごと後こう悔かいが入り混じって、少女の脳を焼いた。


　しかし。


　はたして空中で、アディリシアの落下が止まったのである。


「アディリシアさん！」


　黒羽が、上空から近づいてくるのが見えた。


　騒霊現象ポルターガイストで、自分を受け止めてくれたのだとアディリシアは知った。もとより、こういう場合のために黒羽に待機してもらっていたのだ。


　あるいは、猫屋敷の判断をこそ褒ほめるべきだろうか。


　実体を持たぬ黒羽ならこの戦いでも手伝えるだろうと、あの青年が推挙していたのだ。


「……助かり、ましたわ」


　中空に浮うかんだまま、アディリシアが口にした。


「これで……何分です？」


「に、二十分ぐらいです！」


「そう……」


　アディリシアの表情が曇くもった。


　ドレスの中の、真しん鍮ちゆうの壺つぼを握りしめる。


　今のフールフールの反逆からして、魔神の扱あつかいは慎しん重ちようにならざるをえまい。


　そして、だいだらは分かっているのだ。


　今の乱打も、最後の一撃も、アディリシアの支配限界を見み越こした行動だった。


　たとえ、人間と──生者とはかけはなれた思考形態であるにせよ、そういう戦い方で目前の魔女を苦しめられると、そう理解して、実行しているのだ。


　ヒトでなくなっても、そういう思考だけが残っているのだった。


（ガラ……）


　ふと、思う。


〈ゲーティア〉を裏切った徒と弟ていは、何を求めて、このような『影かげ』に手を出したのだろう。


　そして、今、〈螺旋なる蛇オピオン〉で何をしようとしているのか。


（……〈ゲーティア〉としても……放ほうっておけませんわよね……）


　そう。


　アディリシアにとって、この事件は、けして他人ひと事ごとなどではなかった。


　かつての徒弟の名を聞いた以上、全身全ぜん霊れいを賭としても解決せねばならぬ問題に、変へん貌ぼうしていたのである。


（お父様の……名めい誉よのためにも……）


　ガラにそそのかされ、道を踏ふみ外した父のこと。


　その名誉を守るためにこそ、アディリシアは魔法となった父を滅ほろぼすこととなった。


　ここも、同じだ。


　父の弟で子しが残した汚お点てんを拭ぬぐい去るためにも、少女は戦わねばならなかった。


「アディリシアさん……」


「二十分ですか……」


　心配そうな黒羽を前に、嚙かみしめるようにアディリシアは言う。


「でしたら、もう少し……時間を稼かせがないと……いけませんわね……」


　金きん髪ぱつの少女のこめかみを、つうと冷たい汗あせが伝わった。





　　　　４




　そこは、満月の下だった。





　雲間から、淡あわい光が降り注ぐ。


　蒼あおく蒼く、ゆるやかに、積もった雪にしみていく。


　ところどころ、その地面の雪が割れて、ぽっかりと小さな花が覗のぞいていた。


　雪割草。


　可か憐れんな紫むらさきの花弁は、まるで月光を呼吸しているように思えた。


　実際、そうだったのかもしれない。ほんとうにわずかではあるが、花の一輪一輪は、清せい浄じような呪じゆ力りよくさえ帯びていたのである。


　たとえ、魔ま法ほうとか呪力とかが分からなくても、膝ひざを折って祈いのりたくなるような場所だった。


　特に、いつきには──そこまでの道のりが穢けがれていただけに、神聖な場所に来たという、そんな感覚があった。


　山頂である。


「つ、いた……？」


　息を切らせながら、いつきが瞬しばたたいた。


「ここが……祭りの、最後の場所なん？」


　穂波もまた、どこか茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


　ここだけは、呪波汚お染せんなど、欠片かけらも感じさせなかったからだ。


　むしろ、ひどく清すが々すがしい、世界でも稀まれに見るような霊的磁場だった。


「うむ」


　と、香がうなずいた。


「本来なら、みかんを人柱となした後、神に変へん換かんした一ひと言こと主ぬしとわらわを連れて、ここで最後の儀ぎ式しきを行うはずじゃった」


　神となった後の『影』──一言主を連れてくる場所。


　神を迎むかえるための、儀式場。


　つまり、それは。


　神域。


「それで……こんな……」


　言いかけたいつきが、眼帯を押さえた。


　ごおっ！


　突とつ然ぜん、時ならぬ稲いな妻ずまが、山の反対側へと落ちたのだ。


　無論、偶ぐう然ぜんではない。


　いつきの右目の痛みが、嫌いやというほどに訴うつたえている。今の光は、凄せい絶ぜつなまでの呪力がなした、大魔術だった。


　ばかりか、十秒ほど遅おくれて、もう一度落らく雷らいがあったのだ。


「アディリシアお姉ちゃん……っ」


　いつきの背中で、みかんが唇くちびるを嚙む。


　今の雷かみなりをとっても、どれほどの魔戦が繰くり広げられているかは明らかだった。それは同時に、アディリシアの身の危険を示してもいた。


「急ごう」


　香が、前に出た。


　月光の照らす空間に、注連しめ縄なわを張られた岩があった。


（あ、れ……？）


　いつきが、その岩に眉まゆをひそめた。


　どこか、あの雷いかずちの丘おかの岩にも似ていたのだ。


　鬼おにの本体が封ふうじられていた要かなめ石いし。


　その脇わきに、細い川が流れている。


　山のふもとで飛鳥あすか川、さらには大和やまと川などと合流し、遠く大阪湾わんまで続く──名もなき水の流れである。


「これより、葛城の祭りを終わらせる」


　小さく、しかしはっきりと、香がそう宣言した。


「うん……！」


　そして。


　みかんもまた、衰すい弱じやくした身体からだながら、力強くうなずいたのだった。





　　　＊





　川の水を汲くみ、香とみかんが身を清めるまで、数分とかからなかった。


　冷たい清水を受けて、振ふり袖そでと巫女みこ装しよう束ぞくから雫しずくが滴したたっている。


　二月の夜だ。


　川の水は凍こごえるどころではなかろう。


　なのに、ふたりとも、かすかに震ふるえさえしなかった。


　むしろ、身体の芯しんから、ずっと本質的なところから、研とぎ澄すまされたような感があった。


「みかん、できるな？」


　と、香が尋たずねる。


　軽く拭ふいただけなので、黒い髪かみもまだ濡ぬれそぼっていた。そのまま凍こおりついてもおかしくないほどだった。


「うん」


　少女がうなずいた。


「お兄ちゃん社長、ちょっと待っててね」


　振り返って、笑え顔がおを見せる。


　あまりにも透とう明めいすぎて、こちらが何も言えなくなるような笑顔。


「みかんちゃん……」


　喉のどから絞しぼり出すように、やっと、それだけを口にした。


「……うん」


　軽く、みかんのツーテールが揺ゆれた。


　そのまま、静かに、ふたりの巫女が向かい合う。


　岩の前である。


　しん、と空気が凝ぎよう固こした。


　川のせせらぎと、杉すぎ木こ立だちの葉は擦ずれ。


　あまりの静けさに、そういった音でさえ、異様に際きわだったのだ。山の反対側で継けい続ぞく中の魔ま戦せんも、今だけは遥はるか遠い出来事に思えた。


「…………」


　いつきは、固唾かたずを飲んで、それを見守っていた。


　岩と、巫女。


　それは、原初の神しん道とうのカタチでもあった。


　神の宿る場所を、木であれば神籬ひもろぎ、岩であれば磐いわ座くらという。


　その神に語りかけ、祭りあげるために、巫女という存在が必要とされた。


　さらに、そうしたご神体の周囲に垣かきを巡めぐらし、俗ぞく世せ間けんから隔かく離りされた施し設せつとなしたのが、すなわち神社のハジマリだったのだ。


　ゆえに、ここは葛城の神域であった。


「……あぐっ」


　いつきが、眼帯を押さえる。


　その神域の周囲に、右目が疼うずいたのだ。


　呪じゆ波は汚お染せん。


　いよいよ、この場の清せい浄じようさをもってしても、山の異変に耐たえきれなくなってきたのである。


　ゆるやかに世界がひずみだし、悲鳴をあげていた。


「社長っ？」


　穂波が、少年の肩かたを抱だく。


「大だい丈じよう夫ぶ……。でも、もうすぐここも……」


　答えて、いつきが顔をあげる。


「香ちゃん、みかんちゃん」


　呼びかける。


「…………」


「…………」


　どちらも、返事はなかった。


　すでに、それが聞こえるような集中状態ではなかった。


　もしも、この瞬しゆん間かんに、世界が滅ほろびたとしても、ふたりだけは気づかないかもしれない。そう思わせる何かが、いまの香とみかんの横顔にはそなわっていた。


　岩の前の空間で、ふたりは互たがいに背中を見せていた。


　そのまま、動かなかった。


　喋しやべりもしない。


　ふたりの身体からだの中で何かが発はつ酵こうしていくのを、ずっと待っている風でもあった。


「…………」


「…………」


　言葉なんてないのに、ふたりはどんな言葉よりも豊ほう潤じゆんに語り合っていた。


（分かるか？）


　と、香の『声』が、みかんには聞こえた。


　聞こえたと、みかんは思った。


　ある意味で、いつきが辰巳と手合わせしたときと同じ──ある域を超こえる人間であれば、ごく当たり前の共感。


（……うん）


（お前は、本当に、祭りを終わらせていいのか？）


（…………）


　すぐには、答えられなかった。


　香の言いたいことは、痛いほど分かった。





　あのときの、弓ゆ鶴づるの言葉。


　──『知ってますか、香さま？　鬼おにを引き継ついだ巫女みこは、そのほとんどが晩年になって、鬼の呪じゆ力りよくに耐えきれず狂きよう死しします。前に、鬼を引き継いだ方──鈴香さまのお姉さまの死を、あなたはご覧になってない』





　そして、鈴香の言葉も、後に聞かされた。


　──『みかんの才能は、あの子の血統に対して貧弱すぎる。成長するに従って、みかんは呪力を抑おさえきれなくなるだろう。もしも、香が当主となった後、それが起きたらどうする？　香にみかんを殺させるのか？　それとも辰巳、お前が殺すのか？』


　──『大好きな姉に殺されるのと、人柱として呪力を剝はがされるのと、どっちがましだ』





　どちらも、今のみかんは知っている。


　知った上で、訊きかれているのだ。


　この祭りを終わらせて、いいのかと。


　鬼を引き継いだ香は、晩年になって狂死するかもしれない。


　呪力を剝がれなかったみかんは、いずれ、呪力を暴走させるかもしれない。


　弓鶴が言ったように、鈴香が強行したように、そういった未来を放ほう棄きできるのは、今だけであろう。


　それでも。


　それでも、後こう悔かいはないのか？


（あたしは……）


　みかんが思う。


（わらわは……）


　香が思う。





「──イツキ！」





　突とつ然ぜん、声が聞こえた。


　神域の上空に、恐おそろしいほどの巨きよ大だいな手が見みえた。


「『影かげ』が……！」


　いつきが見上げる。


『影』としての本能が、危機を悟さとったものか。


　だいだらの手が、神域を握にぎりつぶそうと迫せまる。天てん蓋がいのごとき手の平は、文字通り、神のそれを想起させた。


　その手を追って、遠くアディリシアと黒羽の姿が垣間見える。


　穂波と辰巳も、迎げい撃げきせんと身構える。


　だが、間に合わない。


「ぐ、あ……」


「──いっちゃん！」


　右目の痛みが、激化する。


　眼球どころか、脳のう髄ずいまで釘くぎで抉えぐり出されるような、視神経に直接突つき刺ささる激痛。灼しやく熱ねつが眼がん窩かを焼き、頭ず蓋がい骨こつを砕くだき、いつきの内側を食い破る。


【見ロ。視ミロ。観ミロ】


　内側からの、声。


　この近きん距きよ離りで、鬼おに神がみを視たため、右目の声さえも活性化する。


　圧あつ倒とう的な呪力に惹ひかれて、いつきの中の何かが引きずり出される。


【放テ。我ヲ……】


（……出る……な……）


　眼帯を握って、いつきは身み震ぶるいする。


　痛みだけではない。


　恐きよう怖ふ。


　数ヶ月前、この眼帯は一度破は壊かいされた。


　今の眼帯は、〈トリスメギストス〉のディアナに修復されたものだ。


　そのときにも言われている。


　以前より脆もろくなっているし、もう一度壊こわれた場合は──おそらく修理不可能であろうと。


（出る……な……）


　眼帯が、軋きしむ。


　まるで、自分自身が軋んでいるようだった。


　伊庭いつきという人間の核かくが、ひび割れていく痛みと恐怖。


（出るな──！）





　──瞬しゆん間かん。


　　　痛みが、消えた。





　神域を握りつぶそうとしただいだらの右手も、動きを止めた。


「……え？」


　いつきは振ふり返る。


　同時、ふたりの巫女が、前に出た。


　その爪つま先さきさえも完かん璧ぺきに揃そろっていることに、いつきは気がついた。


　たった、それだけのことで、痛みも恐怖も潮が引くように消えたのだ。





　──美しいものには、神が宿る。





　あれは、誰だれの言葉だったろう。


　ふたりの手があがり、指先が跳はねる。


　手に持った玉たま串ぐしが、夜気に清水の雫しずくをこぼした。


（あたしは……ずっとお姉ちゃんの代用品って言われてた……そのとおりだって自分でも思ってた……）


　みかんの意思が、香にも伝わる。


（わらわは……みかんが羨うらやましいと思っていた……こんな才能など……ずっと打ち捨てたいと思っていた……）


　香の想おもいが、みかんに触ふれる。


　どちらも哀かなしくて、どうしようもないすれ違ちがい。


　世界とはそういうものだ。


　誰も悪くなくても、何も欠けていなくても、人はすれ違うし、悲劇は起こる。


　特に魔ま術じゆつなど、それ自体が世界の闇やみを凝ぎよう縮しゆくした代しろ物ものだ。


　そんな異形が、人に優やさしいはずはない。


　しかし。


　それでも。





　たんっ。





　踏ふみ切りは強く。


　決心は固く。


　巫女みこ装しよう束ぞくの袂たもとが、振ふり袖そでの袂が、翻ひるがえる。


　その衣ころもの先にまで、凛りんとした気配が宿っていた。


（……あたしはね、お姉ちゃん）


（……わらわはな、みかん）


　ふたりが、想う。


「──アカキ、ナオキ、キヨキ、タダシキ」


「──アカキ、ナオキ、キヨキ、タダシキ」


　しゃん……


　神楽かぐら鈴すず。


　しゃん……しゃん……


　祝詞のりとばかりか、その音色すら、鮮あざやかに重なって。





「……あれって……」


　いつきが、言葉を失う。


　いつか、その舞まいを見たことがあったのだ。


　あれは初夏。荒魂アラミタマに取り憑つかれた神かん主ぬしを救うため、みかんは決死の覚かく悟ごである呪じゆ法ほうを使ったのである。


　タマシズメ。


　神を我が身に降ろすタマフリに対して、その魂たましいを還かえし、鎮しずめるための法であった。





「これが……」


　穂波も、知識では知っていた。


　それは、鬼おにを慰なぐさめる巫女の業わざ。葛城家の根幹を成す、タマシズメの秘法。


　しかし、そんなことは関係ない。


　ただ、泣きたくなるような舞が、そこにあった。


　あまりに美しすぎて、何もかもを忘れさせてしまう舞が、そこにあった。





「ああ……」


　辰巳は、何も言わなかった。


　ふたりの舞を見て、その想いを感じて、微び動どうだにせず佇たたずんでいた。





　雪が降る。


　白々と、満月の中を雪が降る。


　だいだらも魔法使いたちも──誰ひとりとして動けぬ中を、ふたりが舞まう。


　雪の上を、月光の下を、ふたりの白い足袋たびが跳ねる。


　ただひたすらに、舞い踊る。


　そして、想う。


（お姉ちゃんのことが……）


（おぬしのことが……）


　想いを、ふたりで重ねる。


（（ずっと大だい嫌きらいで……））


（（……ずっと大好きだったよ……））





「「とほかみ、えみため、とほかみ、えみため、かんごんしんそんりこんだけん」」





　舞い手のふたりが、祝詞をあげる。


　それは、両者の決断。


　鬼を受け継ついだ末に狂きよう死ししても、呪力を抑おさえきれずに暴走することになっても、現在いまの一いつ瞬しゆんから逃にげないという意志。


　すべて、受け止めてみせるという、ふたりの覚悟。


　甘すぎると、笑う人もいよう。


　無む邪じや気きすぎると、怒おこる人もいよう。


　それでも。


　決めたのだ。


　自分の姉から、自分の妹から──もう逃げないと、ふたりともが決めたのだ。


　なれば、もはや躊ちゆう躇ちよはない。


　舞に、最後の一差しを。


　神を鎮める、最後の祝詞を。





「「はらいたまい、きよめたまう──！」」





　しゃん──！


　断たち切るような祝詞に、神楽鈴の音が続いた。


「おおっ……！」


　辰巳が空を見上げる。


『影かげ』が震ふるえた。


　中空で留とどまっていた手が、霧きりのごとく薄うすらぎ、そのまま姿を消していったのだ。


　その向こうに、夜空が見えた。


「やった……？」


　いつきもまた、安あん堵どに気を緩ゆるめ、歓かん喜きの声をあげた。


　その瞬間だった。





【見ロ】





　再び、右目が軋きしんだ。


　刹せつ那な、黒雲のごとく、新たな『影』が湧わき上がったのだ。


　しかも、これまでに数倍する、凄すさまじい量と勢いでいつきたちへと襲おそいかかったのだ。


「喰くわれる……っ?!」


　いつきの悲鳴に、ぎりぎりで、穂波と辰巳も気づいた。


　穂波が、マントの懐ふところへ手を差し込んだ。


　辰巳が、ふたりの巫女みこをかばおうと駆かけ出した。


　遅おそかった。





　──すべてを、闇やみが覆おおった。




第11章　魔法使いと鬼の夢









ダイダラボッチ……徳島県海南町（現海陽町）や大分県三重町（現豊後大野市）などには、昔、巨人が両足を踏ん張った跡のある石が互いに遠くにある。周辺の窪地・低地からは湧水を有し、水神信仰との結びつきも探い。横須賀市の本行寺にあるデーボコ坊の足跡石（別名ひとまたぎ石）や東京都八王子市にもダイダラボッチ伝説にまつわる石がある。
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「……どう、なってますの?!」


　中空で、アディリシアが眼めを剝むいた。


　猫ねこ屋や敷しきから聞いていた葛かつら城ぎの秘法──タマシズメは、確かに成功したように見えた。


　それが成功した以上、鬼おには鎮しずまって神と変わり、香かおりとみかんに同化するはずだったのだ。


　なのに。


「ですのに……」


　アディリシアが、唇くちびるを嚙かむ。


　身もだえした『影』は、一いつ瞬しゆん消しよう滅めつしたかと思うと──そのまま神域全体を覆ってしまったのである。


　まるで、『影』の繭まゆであった。


　半径数十メートルほどの円蓋ドームが、月光を遮しや断だんしていたのだ。


　同時に、山の全体を侵しん食しよくしていた呪じゆ波は汚お染せんさえも、完全にその気配を絶っていた。


　結果として、少女の乗る魔ま神じん──翼つばさ持つ狼おおかみグラーシャ・ボラスもまた、その大きさを普ふ段だんと同じ、アディリシアの数倍程度に戻もどしている。魔神の構成に逆用していた、呪波汚染の呪力が途と絶だえたためである。


「なんで、こんな……」


　追いついてきた黒くろ羽はも、唇を押さえた。


　彼女にも、この事態の異常さが理解できたのだ。


「──イツキ！」


　アディリシアが、叫さけぶ。


「イツキ！　ホナミ！　ミカン！　カオリ！　タツミ！」


　返事はない。


『影かげ』の繭は、ただ静かにそびえるばかりだった。


　いいや。


　脈動しているようにも思えた。魔法使いたちを喰くらい、孵ふ化かする瞬間にそなえて、眠ねむりを貪むさぼっているようにも見えた。


（まさか……）


　アディリシアの脳のう裏りを、ある推測がよぎった。


　まさしく、これは繭なのだ。


　鬼が神となるためのマニュアル。


　鬼がだいだらとなり、だいだらが繭となり、その繭の中で『神としての一ひと言こと主ぬし』となって孵化しようというのだ。


　そして、こんな不完全な状態で孵化すれば、一帯の呪波汚染は免まぬかれまい。まして、取り込まれたいつきや穂ほ波なみが、無事で済むはずがない。


　その推測が、アディリシアを猛たけらせた。





「来たれエリゴール！　六十の軍団を治める、堅けん固ごなる騎き士し！」





　喚かん起きされるは、アディリシアの使し役えきする中で、最も気高い魔ま槍そうの騎士。


　その命に応こたえ、鋼の騎士エリゴールの剛ごう槍そうが、『影』の繭を突つく。あらゆる呪力を集中した槍やりは、たとえ鉄の塊かたまりですら貫つらぬくはずだった。


　しかし。


　その槍を、いともたやすく繭は弾はじいた。


「な……っ！」


　傷ひとつ、ついていなかった。


　防衛に回すための、呪力の揺ゆらぎすら感じられなかったのだ。


「なら、あたしが──っ！」


　後ろから、黒羽の霊エーテル体が突とつ進しんした。


　杉すぎの大木が引き抜ぬかれ、大岩が宙を浮うき、次々と繭に激突する。


　騒霊現象ポルターガイスト。


　結果は、やはり同じだった。


　魔術の『力』にも、物理的な『力』にも、同様の防ぼう御ぎよ力を誇ほこり、『影』の繭は依い然ぜんとしてそこにあったのだ。


「イツキ……」


「いつきくん……」


　ふたりの少女の、悲痛な声が夜を渡わたった。





　　　　２




　闇やみに、いつきはたゆたっていた。


　ぬるく、どろりとした、沼ぬまのような闇であった。そのままじっとしていれば、体中がとろけてしまいそうな、そんな温度と感かん触しよくだった。


　頭が、ぼうっとする。


　自分がここにいる理由だとか、そういうものが、まるで考えられなかった。不安や恐きよう怖ふといった、いつきから切り離はなせない感情さえ、今ばかりはひどく薄うすらいでいた。


　遠く、声がする。





〝……祭りは、まだ終わらぬか〟





〝……祭りは、まだ終わらぬか〟





　その声の近くで、別のモノも見えた。


　途と端たん、眠っていた恐怖が、揺り起こされた。


「…………ひっ?!」


　必死で、口を押さえる。


　無数の蛇へびが、そこに渦うず巻まいていたのだ。


　同時に、なんとなく理解できた。


　穂波に叩たたき込まれた、魔術関係の知識に、その蛇と声との共通点があったのだ。


（そうか……それで……蛇……）


〈禊みそぎ〉の意。


　古来の、言こと霊だまに秘ひめられた意味。


　それは、みそぎ──身殺ぎとなるのだ。


　蛇が脱だつ皮ぴし、自らの殻からを脱ぬぎ捨てる、その行こう為いにも似た生まれ変わりの術。それこそが、古来の〈禊ぎ〉の意味のひとつであった。山の呪じゆ力りよくが蛇に変へん換かんされていたのも、その蛇がことごとく『影かげ』に喰くわれていたのも、暗あん喩ゆでしかなかった。


　今まさに、祭りという時機を得て、鬼おには身み殺そぎを行おうとしていた。


　神に至る、身殺ぎ。


　その行程が、この繭まゆの中で行われているのである。


（じゃあ……）


　ある直感に、いつきが身み震ぶるいする。


（じゃあ……僕も……）





〝……祭りは、まだ終わらぬか〟





　闇の興味が、いつきへと移った。


　すると、予想した──恐おそるべき変化が、いつきの身体からだに生じたのだ。


「あ……」


　腕うでが、足が、本当に溶とけていく。


　続けて、髪かみが、耳が、鼻が、唇くちびるが、肌はだが、歯の一本ずつまでもがとろけていく。痛みはなく、ただ純じゆん粋すいに闇に同化していく。


「あ、あ、あ……」


　思い出す。


　無理矢理、思い出さされる。


　あのときの、黒い流れに溶かされた、仮面の鬼たちのことを。


　にたりと、無数の蛇が笑ったように思えた。


「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」


　その、恐怖。


　精神の蓋ふたを直接殴なぐりつけられるような、衝しよう撃げき。


　狂くるう。


　狂うと、いつきは確信した。


　そのとき、かすかに、聞こえたのだ。


「──いっちゃん！」


　ひどく懐なつかしい声。


　こんな状じよう況きようにおいてさえ、ほんの一いつ瞬しゆん、少年を安あん堵どさせる声。


（だ、れ……）


「いっちゃん！　いっちゃん！」


　その声へ向けて……いつきは……もはや感覚も無くなった手を……伸のばした……








　瞼まぶたを開く。


　うっすらと、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが垣かい間ま見みえた。ひどく懐かしく、安心する、空のような色だった。


「あたしが、分かる？」


「え……」


　一瞬、名前が浮うかばなかった。


　呪じゆ波は汚お染せんの後こう遺い症しよう。取り込まれかけた意識が、『伊庭いつき』という個性アイデンテイテイーを取り戻もどしていない。


　しかし、それもすぐに回復した。


「穂、波……」


「良かった。いっちゃん……」


　涙なみだぐんだ少女が、目め尻じりを拭ぬぐう。


　それだけ、自分が危あやうい状態だったのだろうか。まだ頭がはっきりしない。靄もやがかかっている──というよりも、思考そのものが朦もう朧ろうとなっている感じだった。


「ここ、は……？」


　倒たおれたまま、いつきが呻うめいた。


　何もない空間だった。


　どこまでも広がる、黒い床ゆか。


　空もなく、光もなく、なのにその床が地平まで伸びているのだけは見えた。光とは別のものを、眼球が視覚に変へん換かんしているのかもしれなかった。


「あの、『影』の中だとよ」


　と、辰たつ巳みが答えた。


「高たか瀬せのおかげで、取り込まれずにすんだ」


「え？」


　振ふり返る。


　穂波の手に、小さな木があったのだ。〈生きている杖リビング・ワンド〉が。


「穂波、それ──！」


「どっちかいうと、いっちゃんのおかげかな。……ぎりぎり、これ使うんが間に合った。でなかったら、とうにあたしも取りこまれとったわ」


　青い顔で、穂波が言う。


「っ！」


　その意味が、いつきには嫌いやというほど理解できた。


　少女を中心にした呪力が、この世界を構成しているのが視みえたのだ。


　おそらく穂波が術を解いたなら、瞬時にこの世界はさきほどの泥でい濘ねいと化し、全員を貪むさぼりに来るのだろう。本来は、時間も空間も存在しないこの場所に、かろうじてその杖つえだけが、座標らしいものを固定しているのだ。


　だが、その魔ま術じゆつは、どれほど穂波に消しよう耗もうを強しいているものか。


　強がりながらも、いつきのそばについた膝ひざは、がくがくと震ふるえていたのである。


「穂波……」


　言いかけたところに、もうひとつ、影かげが生まれた。





「──ええ。それが間に合わなければ、ずっと楽でしたのに」





　そう言って、背の高い人影が、黒い床を踏ふんだのである。


「弓ゆ鶴づる……っ？」


　辰巳が、全身に緊きん張ちようをみなぎらせて、踵きびすを返した。


「やあ、辰巳」


　若者は、ただ淡あわく笑っていた。


　崖がけから身を投げたはずなのに、傷ひとつない。口元は笑っていたが、切れ長の目はどうしようもなく静せい謐ひつだった。真っ直すぐな黒くろ髪かみがうなじのあたりに揺ゆれて、神かん主ぬしめいた若者の白しろ装しよう束ぞくを彩いろどっていた。


　そして、得体の知れぬ呪力を纏まとっていた。


　見ているだけで、ちりちりと、こちらの肌はだがささくれだちそうでもあった。


「どういうこった？　鬼おにはどうした？」


「ああ、これですね」


　若者が手をあげる。


　すると、その周囲に、いくつもいくつも仮面が浮いたのだ。


　女の能面。


　深ふか井い。


　あの、仮面の鬼たちがしていた面であった。


「そりゃあ……」


「あの鬼たちの、魂たましいだよ」


　それから、こう言い足した。


「今こん代だいの鬼は、あの舞まいで慰い撫ぶされました。みかんさまと香さまの内で眠ねむることに、皆みな異存がないということです」


「なら……」


「でも、私が納なつ得とくしなかったから」


　冷たく、弓鶴が口にする。


「納得だと？」


　それに答えず、弓鶴は視線を隣となりへ据すえた。


「穂波さん、その脆ぜい弱じやくな世界を……いつまで守っていられます？」


「いつまでやって……保もつわ」


　少女が歯を剝むいたが、それが強がりなのは明らかだった。


　最前の鬼の戦いでも、少女は昏こん倒とうするほどの疲ひ労ろうを呈ていしたのだ。こんな消耗戦を続けていれば、命の危険もあるだろう。


「お前が納得しないって……どうする気だよ」


　改めて、辰巳が訊きき返した。


「言ったでしょう。この呪力は、ふたりに引き継つがせません。霊脈レイラインに流してしまいますよ」


　その台詞せりふに、辰巳の眉まゆがつり上がる。


「そんなことをして……何になるっ」


「…………」


　弓鶴は、すぐには答えなかった。


　代わりに、今度は右手を横に振った。


　何もなかったはずの床ゆかに、もうふたつ、新たな影が浮ういたのである。


「香！　みかん！」


「みかんちゃん──！」


　辰巳といつきが、続けて呼ぶ。


　ふたりの少女が、弓鶴の後ろに倒たおれていたのだった。


　駆かけ寄ろうとしたふたりを阻はばんで、弓鶴の面おも持もちが、暗く沈しずんだ。


「どうして、みかんさまと香さまだけが苦しまなければならないんです？」


　そう、言った。


「な……」


「え……」


　辰巳も、いつきも、その意味を理解できず、数秒戸と惑まどった。


　その戸惑いを突つくように、弓鶴は口にする。


「どうして、みかんさまと香さまばかりが、こんな救われない運命に殉じゆんじなければならないんです。皆で、苦しみを分けあってもいいんじゃないですか？」


　弓鶴が言う。


　世界が、震えた。


「痛……っ！」


　いつきが、眼帯を握にぎりしめる。


　その奥で、右目がよじれた。


　同時に、いつきは気がついた。


　この世界は──『影かげ』の繭まゆは、今や、橘たちばな弓鶴と同化しているのだ。


　ゆえに、彼の感情は、世界の鳴動となる。


　冷静を装よそおっていても、弓鶴は憤いきどおっていた。誰だれよりも激しく、誰よりも厳しく、たったふたりの少女だけが苦痛を受け継がねばならないシステムに、怒いかりを表明していた。


「このままなら、じきにそうなります。みかんさまにも香さまにも引き継がれず、鬼の呪じゆ力りよくが溢あふれ出すはずです」


　知ってか知らずか、床の震ふるえは無視して、弓鶴は続ける。


　声こわ音ねだけは静かに。


　世界をも揺ゆるがす怒りをこめて。


「放ほうっておくといいでしょう。みかんさまと香さまが受け継ぐ呪力に比べれば、この呪波汚お染せんで人々が受ける余波など、万分の一だ。それぐらいは、この地域の人間に負担させてもいい」


　だが、その万分の一でも、常人が狂くるうには十分だろう。


　それだけ、常人と魔ま法ほう使つかいには違ちがいがある。


　弓鶴が知らないはずもなかった。


「お前をぶっ倒せば？」


　と、辰巳が訊いた。


「今、この『影』と私とは同義です。主導権がなくなれば、鬼おには鎮しずまり、祭りの結果を復元するでしょう。──つまり、みかんさまと香さまが、神の呪力を引き継ぐこととなります」


「俺は、香に頼たのまれてる」


　ゆっくりと、辰巳は付け加えた。


「この祭りを終わらせるようにな」


「…………」


　返事はなかった。


　ここに、ふたりの意見は決けつ裂れつした。


　弓鶴は、自分の矛む盾じゆんを知っている。みかんや香への犠ぎ牲せいを許せない自分が、不特定多数の人間へ犠牲を強しいることの、馬ば鹿か馬ば鹿かしい矛盾を分かっている。


　知った上で、なお譲ゆずれない一線なのだと、そう言っているのだ。


　そんな人間を止める言葉はない。


　そう、いつきも直感した。


（立たなきゃ……）


　動かなければ。


　この若者を、止めなければ。


　みかんと香が倒れ、穂波も動けない以上、いつきが立つしかない。


　なのに、足が動かない。ずっと無理を強いてきた身体からだは、さきほどの右目の激痛で、ついに限界を超こえたと主張していた。


　ぽすり、とその頭に、大きな手が置かれた。


　ひどく乱暴に、どこか優やさしく、ぐしゃぐしゃといつきの髪かみをかき混ぜる。


「辰巳さん──」


「……もう十分だ。いつきは休んでてくれよ」


　微び笑しようして、辰巳が言った。


　そして、弓鶴へ顔をあげる。


「よく考えたら……俺は、あんたに借りっぱなしだな」


「…………」


「三年間も帰ってこなくて……結局その間、香のことも、葛城の家のことも、全部あんたに任せちまったんだな」


　ゆるりと、掌てのひらを持ち上げる。


　今日、何度目になるかしれない、辰巳の神楽かぐらの構え。


　だが、これが最後だろうと思われた。


「その借り……返すぞ」


　どんっ。


　大たい砲ほうを思わせる勢いで、辰巳の身体が突とつ進しんした。





　　　＊





　床ゆかを蹴けったのは、同時。





　突進の速度を殺さず、辰巳は弓鶴の右へと、身を延べた。


　弓鶴もまた、辰巳の右へと身を延べた。


　床を滑すべるごとき歩法。


　ふたつの螺ら旋せん。


　オウムガイの殻からにも似て、両者の身体が加速する。


「…………」


　辰巳は、沈ちん黙もくする。


　同じなのは、当然だ。


　弓鶴は、辰巳の兄あに弟で子しでもあった。


　身体能力こそ恵めぐまれていたが、飲み込みの悪い辰巳に対して、弓鶴はとても辛しん抱ぼう強くひとつひとつの技わざを教えたものだった。


　ある意味で、師し匠しよう以上に、辰巳のことを知る人間だったろう。


　辰巳、みかん、香、弓鶴──彼ら四人が兄妹きようだいのようなものだったとすれば、弓鶴こそはその長男だったのだ。


「…………っ！」


　追いつけない。


　同じ歩法でも、技量が異なればこうなる。それは、辰巳の三年間が、この長ちよう兄けいとの差を埋うめきれてないことをも意味した。


　そのことが、嬉うれしくて、悔くやしかった。


「……弓ゆみを」


　走りながら、弓鶴が呟つぶやく。


　すると、若者の手に弓が生まれた。


　さきほどの面やみかんたちの出現と同じく、この繭まゆの中では、自分の持ち物は好きに創造できるのだろう。


　矢をつがえず、弦つるだけを弓鶴が引いた。





　ぃぃいん──！





　鳴めい弦げん。


　本来ならば、鬼おにや悪あく霊りようを撃うつための呪じゆ術じゆつ。しかし、鬼の呪力を得た弓鶴は、ほとんど物質的な威い力りよくを引き出した。


　人間の命など、容易に絶つ呪のろいの塊かたまり。





　ぃぃぃぃいいいいいん──！





　たてつづけに、五連射。


　左ひだり腕うでが穿うがたれた。


「があっ！」


　激痛が走る。


　完全に麻ま痺ひしたと、その痛みで悟さとる。


　それでも、弓鶴との距きよ離りだけは詰つめた。


「あああっ！」


　苦しまぎれの、弧こを描えがく掌しよう底てい。


　髪かみの数本だけが宙に舞まった。弓鶴が床に伏ふせ、紙かみ一ひと重えで掌底を避さけたのだ。対して、掌底を打った辰巳の上体は虚こ空くうを泳ぐ。武術で言う、死に体。


　カウンター気味に、下方から弓鶴の掌てのひらが跳はね上がった。


「……おおおっ！」


　全力で、後方へと跳ちよう躍やく。


　途と中ちゆうでベクトルを変えられた下半身が、あちこちから悲鳴をあげた。かまわずに跳とんだ。


　辰巳の制服が、音をたててちぎれた。


　掌が、胸をこそげたのだ。


　そのまま、巨きよ体たいが床を二転三転して、ようやく立ち上がった。


「…………かはっ」


　血の混じった唾つばを、辰巳が吐はいた。


　弓鶴の体重は、辰巳の半分もない。


　なのに、かすっただけの掌は、骨まで響ひびいたのである。


　技のせいか。呪力のせいか。それとも弓鶴が取りこんだ──取りこまれた鬼のためか。


（……全部、かね）


　そんな思考が、脳のう裏りをかすめる。


「強くなったね、辰巳。よほど鍛たん錬れんしたんでしょう」


　ぽつりと、弓鶴が言った。


「でも、私が勝ちます」


「ああ」


　辰巳も認めた。


　今の一合で、互たがいの力量が分かってしまった。


　使う技術も、神楽かぐら同士。


　ならば、偶ぐう然ぜんのつけいる隙すきもない。たとえ何百回やったところで、そのすべてに紫し藤とう辰巳は敗北するだろう。


「……後、数年あったら、私なんか追い抜ぬいていたでしょうにね」


　と、弓鶴が哀かなしそうに告げた。


　弓を、構える。


　その鳴弦は、きっと外れない。


　一いち撃げきで、辰巳の命を絶つだろう。


「さようなら、辰巳」


　弦から、若者の指が離はなれた。


　刹せつ那な、





「やほよろづのかみたちを、かむつどへにつどへたまひ、かむはかりにはかりたまひて──」





　凛りん、と玉たま串ぐしが振ふられたのだ。


　高い音をたてて、鳴弦の呪力が弾はじけた。〈禊みそぎ〉の結界によるものだと、ふたりとも一いつ瞬しゆんで理解した。


「────っ」


　弓鶴の、息が止まる。


「香さま──！」


　それこそが、神童と呼ばれた才か。


　寸前まで気絶していたはずの少女は、なおこの場において、弓鶴を阻はばむほどの〈禊ぎ〉を発生させたのだ。


「……たつ……み……」


　切れ切れに、倒たおれた少女の唇くちびるが呟つぶやく。


　一いつ生しよう懸けん命めいに手を伸のばし、巨漢を見上げようとする。美しい横顔が涙なみだに汚よごれて、必死に愛いとしいものへ呼びかけていた。


「たつみ──っ」


「────！」


　半ば条件反射的に、辰巳が動いた。


　神楽とは言いがたい。


　ごくごく当たり前の正せい拳けん突づき。


　だが、辰巳の巨体が合わされば、その当たり前が跳ね上がる。当たり前の技わざであればこそ、単なる技術だけでは肉体の差を埋うめがたい。


　弓鶴の間ま違ちがいは、その一撃をかわさず、なお神楽の技術で止めようとしたことか。


　横合いから、ベクトルを曲げるべく、手刀を叩たたき込む。


　その手が、捻ねじれた。


　凄すさまじい剛ごう力りきによって、弾こうとした弓鶴の手の方が、逆に弾かれたのだ。


「あああああああああああああああああああああああああああああああああああ──っ！」


　拳こぶしが、弓鶴の胸へ叩き込まれた。


　肋ろつ骨こつを砕くだき、ずぶり、とその手首近くまでが体内へ埋まった。





　　　　３




　長い、長い時間が過ぎていく。


　弓鶴も、辰巳も、ずっと動かなかった。


「弓鶴……」


　呼びかけた辰巳に、若者は困ったように微び笑しようした。


「……ああ、そうか」


　ゆるやかに、弓鶴がこぼす。


　かすかに、首を曲げる。


　弓鶴の見ていたのは、香と辰巳ではなかった。


　もうひとり、地面にうずくまっていた影かげが、その顔を持ち上げていたのだ。


　みかんである。


　今は、こちらを見つめている。


　どこまで、この状じよう況きようを理解しているかは分からない。


　ただ、さきほどの決着の直前、この少女は、こう呟いたのだ。


「お兄ちゃん社長……」


　と。


　だから、辰巳の正拳に対して、判断を誤った。


　なぜなら、守もり人であることだけが、橘弓鶴にとっての存在理由レーゾン・デートルだったから。


　たとえ嘲あざ笑わらわれようが、みっともなかろうが、彼はそれに忠実であろうとした。


　葛城香と葛城みかんと──どちらも、彼は守りたかった。


　辰巳も含ふくめた、三人の弟てい妹まいを守ってやりたかった。


　だけど。


「誰だれにとっても、私はもう、いらなくなっていたんですね」


　だから、笑った。


　自分は弱い。


　弱いからこそ、この祭りから逃にげる方法しか考えつかなかった。能力的には及きゆう第だい点てんでも、その思考法が、在り方が、どうしようもなく脆ぜい弱じやくだった。


　そんな自分が必要なくなったことが、弓鶴にとっては爽そう快かいだったのだ。


　ああ。


　多分、そういうことだ。


　橘弓鶴が嫌きらっていたのは、葛城家じゃない。


　その葛城家の枠わくから逃げ出せない、自分自身だったのだ。


　そこまで分かっていながら反逆したのは、多分、大した理由じゃない。親に殴なぐられるまで納なつ得とくしない、だだっ子のような発想。


「はは……」


　血の臭においのする吐と息いきを漏もらして、弓鶴は笑った。


　なんて──馬ば鹿か馬ば鹿かしい。





　世界が、震ふるえた。





　諦あきらめた瞬しゆん間かんに、弓鶴は崩ほう壊かいした。


　ぼろぼろと、身体からだの表面から溶とけていった。


「弓鶴！　てめえ！」


　辰巳が、血相を変える。


　今、若者の身体に起きている現象を、直感で悟さとったのだ。


「すまない、辰巳。これじゃ勝ち逃げですね」


　弓鶴が謝る。


　悪くはない。


　長ちよう兄けいとして、弟や妹に自分が不要となっていくのは、嬉うれしいことだろう。


　その先まで見届けたかった気はするが、代わりに辰巳の正拳を受けられたのだから、それはそれで喜ぶべきだろうか。


　喰くわれていく。


　とろけていく。


　それこそが代だい償しようだと言わんばかりに、弓鶴の身体がそぎ取られていく。


　同時に、『影』の繭まゆである──この世界の輪りん郭かくも、どんどん曖あい昧まいになっていく。


　弓鶴は、『影』と同化していた。


　その呪じゆ力りよくがみかんと香に受け継つがれるということは──彼の存在もまた、消しよう滅めつするということだった。


「弓鶴──！」


　悲ひ壮そうな声を、辰巳があげる。


　つい今まで、互たがいに殺し合っていたことなど完全に忘ぼう却きやくして、辰巳は叫さけんでいた。


「弓鶴──っ！」


　叫んでも叫んでも、足りそうになかった。


　消えゆく長兄を、せめてもつなぎとめようと叫んだ。


「辰巳さん……」


　その後ろから、呼びかける声がした。


　視線だけを、そちらにやった。


「……まだ……間に合うかも」


　と、その人影が言ったからだった。


　ひどく危なっかしい足取りで、しかし、伊い庭ばいつきが立ち上がっていた。





　　　＊





　視みていた。


　いつきは、視ていた。


　フラッシュバックするのは、ここまでの光景。


　みかんは、立ち向かった。


　香も、穂波も、圭けいも、鈴すず香かも、猫屋敷も、アディリシアも、黒羽も、皆みなが皆、懸けん命めいに戦っている。


　──そして今。


　辰巳と弓鶴も、少しでも未来をマシにしようと戦った。


　皆が戦ったあげくに、そのすべてをひっかぶって、橘弓鶴という存在が消えようとしてるのだと、いつきは理解していた。


　多分、このままなら、先に予定してた通りになるのだろう。


　鬼おにの呪力を、香とみかんの双そう方ほうが受け継ぎ。


　その代償として、橘弓鶴が消える。


　理解していたから、許せなかった。


　だって、そうだ。





　それぞれが、それぞれの場所で、それぞれの理由で、必死に戦った結果。





　だから、こそ。


　皆を助けられる未来を、どうしても視たかった。


（……ああ、そうだ）


　どうして、今まで気づかなかったのか。


　隻せき蓮れんが、自分に体術を教えてくれた理由。


　五ごぎ行よう拳けんを仕込んでくれた理由。


　それは、けっして、にわか仕込みの拳法で、いつきを戦わせるためではない。


　そうだ。


　最初から、隻蓮は言っていた。


　──『まあ、思い悩なやまずともいいでござるよ。そもそも、勝つことだけが戦いの目的ではござらん』


　──『逃にげるまでの時間を稼かせぐ技わざと、そう思えばよいでござるよ』


　五行拳は、戦うための手段じゃない。


　敵を打ち倒たおすための、手段じゃない。


「時間を稼いで……僕が……僕と向き合うため……」


　眼帯を、握にぎりしめる。


　がくがくと、膝ひざが震ふるえた。


　奥歯が、がちがちと嚙かみ合わなかった。


　怖こわかった。


　こんな方法でなんとかなるかどうかは、いつきにも分からなかった。


　あくまで、脳のう裏りをよぎっただけの予測。『影』の内側へ入り込んだ今なら、そんなことも可能かもしれないという、妄もう念ねんにも似たひらめき。


　それでもよかった。


　可能性が、わずかなりともあるのなら、伊庭いつきは言い切ってみせる。


「誰だれかに勝たなくてもいい──そんな方法を見み極きわめるための『力』だ！」


　眼帯を、むしりとる。


「いっちゃん──?!」


　後ろから、穂波の声が聞こえた。


　しかし、迷いはなかった。


　これで、自分という存在が壊こわれても、後こう悔かいなどあるはずなかった。


『力』なんて、そんなものだろう。


　誰かを助けられる『力』が、自分の内にあるのなら。


　今使わずに、いつ使う──！





【見ロ】





「見てやる！」


　いつきが吼ほえる。





【視ロ】





「視てやる！」


　いつきが吼える。





【観ミロ】





「──観てやるとも！」


[image: ]


　いつきが、咆ほう吼こうする──！


　奥の、奥の、さらに奥まで。


　この場所の、この世界の、本質の本質の、さらに本質まで。


　見る。


　思考する。


　いいや、自分の記き憶おくを視みる。


　これをなんとかできる呪じゆ力りよく、魔ま術じゆつを検けん索さくする。


「社長命令だ」


　静かに、いつきは言った。


　落ちついた声なのに、それは周囲の全員に届いた。


　ゆっくりと開いた紅玉カーバンクルの右目──妖精眼グラム・サイトの光とともに、伊庭いつきは命令する。


「穂波、強制魔術励れい起き。空間歪わい曲きよく魔術は固定座標から社章の糸パスをつなぐ。全周囲へと歪曲展開」


「────きゃっ！」


　どっ、と強きよう烈れつな呪力が、穂波に押し寄せる。


　同時に、その魔術構成を、理解させられた。


　かつて、穂波が行使した魔術だ。


　穂波が加入した、はじめての魔術の夜マギ・ナイト。


　布ふ留る部べ市の山に、〈回帰〉の呪波汚お染せんが起きて、氷の海が生まれたとき。


　その氷の海に閉じ込められたいつきとアディリシアを救うため、穂波は即そく席せきの環状列石ストーンサークルをつくって、外側と内側の空間をつないだのだ。


　今回は、その逆。


　内側から、外側の空間をつなぐ、空間歪曲魔術。


「我は願うハイル！」


　ひとりでに、唇くちびるが詠えい唱しようを紡つむいでいた。


　環状列石ストーンサークルも無しに、その強烈な呪力に誘ゆう導どうされて、穂波が魔術を行使する。





「我は願うハイル。力の円えん錐すいのもと、我が領地にして祖にして礎いしずえなる樹木のもと、乞こい願う！　されば、古いにしえの伝承にもとづき、此方こなたと彼方かなたとをともにせよ！」





　　　＊





　山の中腹だった。


　杉すぎ木こ立だちの、奥である。


　その杉の一本に、猫屋敷はもたれかかっていた。


　すでに、小さな『影かげ』はすべて消しよう滅めつしている。それと同時に、山頂近くで蠢うごめいていただいだらも姿を消したのだった。


「はてさて……どうなったものやら」


　いつもの不ふ真ま面じ目めな口調で、それでも不安そうに、山頂を見上げたときだった。


「熱っ」


　猫屋敷が、懐ふところを押さえた。


　そこに収めていた、〈アストラル〉の銀の社章が、異様な熱を持ったのだ。


　ばかりか、猫屋敷の眼前で、蜃しん気き楼ろうのごとく夜よ闇やみが歪ゆがんだのである。


　その奥から、ある声が聞こえた。


　少しして、猫屋敷は片目を閉じた。


「……やれやれ、社長命令ですか。それじゃあ、まあ仕方ないですが」


　しんどそうに、しかし、どこか嬉うれしそうに頭を搔かく。


「人使いが荒あらいですよ、社長」


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～あ」


　主人の気持ちが伝わったのか、その周囲で四匹ひきの猫ねこも鳴いた。


「お願いしますよ？　玄げん武ぶ、白びやつ虎こ、青せい龍りゆう、朱す雀ざく」


　それぞれの名を呼んで、深呼吸ひとつ。


　すう、と猫屋敷の扇せん子すが翻ひるがえった。





「ひとつがふたつ、ふたつがよっつ、よっつがやっつ、やっつがじゅうろく──」





　六十四卦け三百八十四爻こうの陣じん。


　猫屋敷の得意とする、陰おん陽みよう道どうの秘術であった。





　　　＊





　そして、『影』の繭まゆのすぐそばでも、同じ現象は起きていた。





「熱っ！」


「アディリシアさん！」


　黒羽の駆かけ寄ったそばで、アディリシアが、ドレスの袖そで口ぐちを押さえたのである。


　その折り返しに、銀の社章が光っていた。


〈アストラル〉の社章を、そういう風にアディリシアは隠かくし持っていたらしい。見える場所につけていないのは、自分は株主であって社員ではないという建前のためだろうか。


　それから、アディリシアは、淡あわい笑えみを浮うかべた。


「……聞こえましたわ」


　と呟つぶやいて、顔をあげたのである。


　黒羽にも、見えた。


　目の前の空間が揺ゆらぎ、その向こうに、少年の後ろ姿が佇たたずんでいたのだ。


　今、この瞬しゆん間かん、繭の外と内とはつながっている。


　そして、


「アディリシア」


　こちらを向かぬまま、いつきは背中で呼んだ。


　すう、と手を横に伸のばした。


　その人差し指から、一筋の血が垂れていた。たった今、自分の歯で嚙かみきったものか、まるで宝石のように赤い血であった。


「…………っ」


　一瞬だけ、アディリシアが躊躇ためらった。


　しかし、


「そうですわね」


　と、少女はうなずいた。


「社長命令というのは気にくわないですけど……あれは……あなたと糸パスをつなげてますものね」


　歩み寄る。


　空間の境目を越こえて、手を取った。


　その人差し指を、アディリシアは唇くちびるに含ふくんだのだ。


「……アディリシア、さん？」


　かあ、と黒羽が頰ほおを染める。


　その光景が淫いん靡びだったから、というだけではない。


　ひどく重要な、重大な契けい約やくが、そこで成されたような気がしたのである。


　こくん、とアディリシアの喉のどが震ふるえた。


「……あ」


　あふれだす何かを抑おさえるように、アディリシアが自分の身体からだを抱だく。


　震えて、『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』を握にぎりしめ、同じ手で真しん鍮ちゆうの壺つぼの蓋ふたを弾はじいた。


　呼び出される魔ま神じんは、決まっている。


「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii, Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」


　歌うような、喚かん起きの詠えい唱しよう。


　強大な魔神を従えるため、祈き願がん呪じゆから『精せい霊れいの鎖くさり』の呪文スペルへと至る。


「O THOU wicked and disobedient Asmody, because thou hast rebelled, and hast not obeyed nor regarded; they being all glorious and incomprehensible……」


　呪力が、どこまでも高まっていく。


　繭の中から、いつきの右目が誘ゆう導どうしている呪力だ。


　またそれは、アディリシアの内側からあふれ出る呪力でもあった。


　今飲まされたいつきの血が、少女と少年をつなぐ糸パスとなって、内と外からの呪力でアディリシアを翻ほん弄ろうした。


（……イツキ）


　熱に浮かされそうな意識を、すんででつなぎとめる。


　糸パスの先へと、集中する。


　その先にある、魔神のカタチを構成する。


　高らかに、アディリシア・レン・メイザースは、魔神の名を呼んだ。





「来たれアスモダイ！　七十二の軍団と、十八の悪あく霊りようが仕える、至高の女王よ！」





　呪力が集つどう。


　途と轍てつもない質量を刹せつ那なに凝ぎよう縮しゆくし、アッシャー界現実へカタチを取る。


「わ、あ……」


　黒羽が、息を止めた。


　それは、女であった。


　女という美の──その極きよく致ちともいえたろうか。


　しかし、その美び貌ぼうの右には雄お牛うしの頭が、左には雄お羊ひつじの頭が生えていた。口元にはちろちろと炎ほのおの舌を蠢うごめかし、腰こしのあたりには長い蛇へびの尾おが伸びていた。


　そして、それでも、その魔神は美しかった。


　アスモダイ。


　七十二の魔神にあって、なお頭角を占しめる四柱のひとつが、ここに顕けん現げんしていた。





　　　＊





　月に意識があったなら、その光景に驚きよう愕がくしたかもしれない。


　表面的には、さきほどの蛇にも似ている。


　新たに、何十、何百という数の群れが、山やま肌はだを駆かけ上っていたのだ。


　しかし今回は、それぞれの群れが有機的に呪力を絡からませ合い、意味のあるカタチを成していた。本能的な動きではなく、整然と組み立てられた、チームワークといってもよい疾しつ走そう。


「これは……」


　山の中腹で、影かげ崎ざきが呟つぶやく。


　見えずとも、彼の感覚は察知していた。


　この山に、今、何が起きているのか分かっていた。


　六十四卦け三百八十四爻こうの陣じん。


　猫屋敷の使う、陰おん陽みよう道どうの奥おう義ぎがひとつ。


　三百八十四の式しき神がみが集い、呪力を結んで、複雑精せい緻ちな魔法円を構成していたのだ。


　しかも、その魔法円は──


「ソロモン王の魔術……」


　そして、もうひとつ。


　途轍もない呪力を秘ひめた魔神が、この場に顕現したことを彼は知っていた。


　古代より、いくつもの伝説に讃たたえられた魔ま性しよう。


　アスモダイ。


　それらの呪力が絡み合って、ひとつの奇き跡せきを成そうとしていたのである。


「まさか……別系統の魔術同士の、融合……！」


　ほんのかすかではあったが、影崎の抑よく揚ようが、戦せん慄りつに色づいた。





　　　　４




　三つの魔術が、繭まゆの内側で拮きつ抗こうしていた。





　──一番近くに、穂波。


　ケルト魔術。


　古来のドルイド伝承にのみ残る、空間歪わい曲きよくの秘法。





　──少し離はなれて、アディリシア。


　ソロモン王の魔術。


　少女と自分とで糸パスをつないだ至上の魔神──アスモダイがそこに顕現している。





　──最も離れたところで、猫屋敷。


　陰陽道。


　六十四卦三百八十四爻の陣が、さらなる魔法円を描えがいて、ほかのすべてを取り囲んでいた。





「…………」


　いつきの右目は、その三つの魔法を同時に視みている。


　視ることで──認にん識しきすることで、新たな意味をつくりだそうとしている。


　穂波のケルト魔術を仲ちゆう介かいして、魔神アスモダイの呪じゆ力りよくを利用。六十四卦三百八十四爻の陣による魔法円を、この山全体で形成する。


　いわば、魔法同士の融合といえる。


（できる、はず……）


　奥歯を嚙かみしめ、いつきは紅玉カーバンクルの右目を見開く。


　妖精眼グラム・サイト。


　いかなる呪力も見み極きわめる瞳ひとみ。


　その瞳の前に、ケルト魔術も陰陽道もソロモン王の魔術も関係ない。だからこそ、認識による新たな魔術の形成もできると、いつきはそう踏ふんだのだ。


　しかし。


　それは、一体どれほどの難事か。


　本来、魔法とは反発し合うものだ。


　一度、ある魔術の色がついた呪力は、ほかの魔術をよせつけなくなるのだ。


　この現象を、呪波干かん渉しようという。


　軽度であれば単に発動率の低下ですむが、ひどい場合には呪波汚お染せんさえも引き起こす。〈アストラル〉が疎うとまれる理由も、この現象への忌き避ひ感が大きい。


　ただ近くで魔法を使うだけでそうなのに、別々の魔法をひとつにまとめるなど、まともに考えればありえないことでしかない。


（……それ、でも）


　それでもと、いつきは右目に力をこめる。


　思い出す。


　あのときの、もうひとりの妖精眼グラム・サイトの少年──フィンの言葉。





　──『君の目には、異い端たんも異形もよりはっきりと映るでしょう。君の目に惹ひかれて集まるものには、より破は綻たんしたものが多いでしょう。でも、だからといって、イツキくんがそうならなきゃならないわけじゃない』


　──『納なつ得とくもしてないものに、魔法使いだからって理由だけで、盲もう目もく的に従う必要のあるわけがない』





　あれが、本気だったのかは分からない。


　後に、裏切ったフィンは敵に回ったし、そもそもどこまでが本気でどこからが噓うそなのか、今になっても分からない相手だった。


　それでも、いつきは思う。


　あの言葉が、噓だったとしても。


　現実味のない、はかない幻げん想そうだとしても。


　それでも、そうなることを願って、悪いわけがない。


「見せろ！」


　誰だれかを倒たおすためではなく。


　誰かに勝つためではなく。


　誰かを救うために──そんな夢じみた目的のために──いつきは魔ま法ほうを使いたい。


「見せろ！」


　もう一度、吼ほえた。


　まるで、花が散るようだった。


　世界が、『影かげ』の繭が、その内側を暴ばく露ろする。


　奥の奥の、さらに奥。


　本質の本質の、さらに本質。


　つまり、それは鬼おにの本質ということ。


　一ひと言こと主ぬしと呼ばれたモノの、さらに本質ということ。


　この黒い床ゆかだけの空間に、魔術と欺ぎ瞞まんに満ちたセカイに、消えゆく橘弓鶴の背後に──伊庭いつきは、確かに幻げん視しする。


　声が、揺ゆれた。





〝祭りは……まだ終わらぬか〟





　いつもの、あの言葉だった。


　仮面の鬼が、鬼の本体が、だいだらが言っていた言葉。


「違ちがう」


　と、いつきは退けた。


「それじゃない。それは、単に人に分かるように、お前の体てい裁さいをつくろっただけの代しろ物ものだろう」


　いつきは、厳おごそかに言う。


　そんなことは、すでに知っている。


　見たいのは、もっと奥だ。もっと底だ。その言葉に隠かくれてきた、本当の想おもいだ。


　右目の赤が、色を深くする。


　はらはらと、世界を覆おおう花弁が散る。


〝……お……ん〟


　聞こえた。





〝怨おん〟





　と、それは言っていた。





〝怨〟





　良きことにも、悪あしきことにも、その一言だけを返していた。


（……ああ）


　いつきには、分かる。


　怒いかりのための怒りとは、そういうことなのだ。


　恨うらみのための恨みとは、そういうことなのだ。


　ゆえに、それは鬼。祭りの終わりだけを願っていた、哀かなしい魂たましいの集合体。多分、橘弓鶴と同化したのも、その行き場のない精神こころのためだったろう。


　一言主という、その名の由ゆ縁えん。


　──吾あは悪まが事ごとも一言、善よ事ごとも一言、言こと離さかの神、葛城の一言主の大神なり


　たった一言で、良きも悪しきも切り分ける神。


　その、哀しい真実か。





〝怨〟





　三度、思念が叫さけんだ。


　その激しさに、いつきの身体からだが揺れる。千年以上の間、ずっとずっと醸じよう成せいされてきた思念は、それだけで人を呪じゆ殺さつできる。


　妖精眼グラム・サイトが、その呪力を散らさなければ、少年は三度死んでいただろう。


「いいんだ……」


　と、いつきは手を伸のばした。


　その手が溶とけていくのが実感できた。『影』が自分をも喰くらおうとしているのだ。この空間に来るときの夢のように、伊庭いつきをも取り込もうとしている。


「もう、いいから……！」


　右目を見開く。


　激痛を、嚙かみ砕くだく。


　いつきの真しん紅くの視界の中で、三つの魔法がひとつになる。





　──歪ゆがんだ空間が、弾はじける。


　──アスモダイの呪力が、『影かげ』の繭まゆを覆う。


　──式しき猫ねこたちのつくった巨きよ大だいな魔法円が、意味をなす。





「イツキ！」


「いっちゃん──！」


　遠くで、声が聞こえた。


　微び笑しようして、いつきは自分の目に映った魔法を──自分が心底から求める魔法を、力の限りに幻視した。


　妖精眼グラム・サイトが、世界でたったひとつの、新しい魔法を視みる。





　そして、『影』の繭は、花と散った。





　　　　５




　また、雪が降っていた。


　夜空は見えるのだから、きっともうすぐに止やむだろう。実際、雪の勢いに一時ほどのものはなく、ただゆっくりと空からこぼれるばかりだ。


「う……」


　辰巳も、雪の上に倒たおれていた。


　そばに、注連しめ縄なわを張られた岩がある。


『影』の繭に取り込まれる直前、ふたりの巫女みこが舞まった岩であった。


「香！　みかん！」


　あわてて、立ち上がる。


　身体の節々が痛んだ。激しい痛みが身体を渦うず巻まき、骨まで響ひびいた。


　すべて無視して、辰巳は岩のそばへ駆かけ寄った。


　そこに、振ふり袖そでを着た少女が倒れていた。


「香！」


「辰巳……」


　香が、弱々しく顔を持ち上げる。


　なんとか、無事のようであった。祭りを終えた衰すい弱じやくはあっても、それ以上の被ひ害がいはなさそうだった。雪と同じく白い肌はだにも、傷ひとつ見あたらない。


　安あん堵どとともに少女を抱だき上げたところで、辰巳の表情に動どう揺ようが走った。


　もうひとつ、その近くに人影が倒れていたのだ。


　信じられないように、辰巳が目を見開いた。


「弓鶴──！」


「ほう」


　と、声があった。


　新たな人影が、月光を遮さえぎった。


「意外だったな。まさか、弓鶴まで生き残るとは」


　鈴香だった。


　後ろに、数人の術者だけを伴ともなっている。ほかは屋や敷しきに戻もどしたらしかった。あるいは、事後の処理を行わせているのかもしれない。


　香と辰巳を見下ろした後、視線を横に流した。


「どういうことかな、〈アストラル〉の二代目」


　岩の裏である。


　辰巳と香が、あっ、と息を飲んだ。


「いつき！」


「はは。……良かった」


　情けない声で、少年は辰巳にうなずいた。


「鈴香さん……」


「……おばあちゃん」


　穂波とみかんが、その少年の肩かたを支えていた。


　みかんは背が足りなくて、自分の頭に少年の腕うでを乗せていたものである。そこから一いつ生しよう懸けん命めいに背せ伸のびして、ツーテールがぴょこぴょこ跳はねるのが、妙みようにおかしかった。


　一いつ瞬しゆんだけ、そのみかんにも目をやった後、鈴香が別のことを尋たずねた。


「その目、無事なのか？」


「あ、まあ……なんとか」


　いつきが苦笑する。


　少年の右目には、黒い眼帯が戻っていた。


　だけど、妖精眼グラム・サイトのことも知っているのなら、この老女はどれだけ自分のことを調べていたのだろう。


「鈴香さんも、ありがとうございます」


「何の話だ」


「いえ」


　いつきが言葉を濁にごす。


　妖精眼グラム・サイトは、山の中腹で結界を張る鈴香の姿もとらえていたからだ。


　その配はい慮りよをどう受け取ったか、鈴香はため息をついた。


　そして、


「お前の魔ま術じゆつ」


　と、指し摘てきした。


「一ひと言こと主ぬしの呪じゆ力りよくで、もうひとつ、循じゆん環かん型の霊脈レイラインをつくったのか」


「え……！」


　その言葉に、穂波が少年を振り返る。


「……その、まあ、そんな感じです」


　自信なげに、いつきは頰ほおを搔かいた。


　あの、『影かげ』の繭まゆに使った魔法のことだった。


　すでにある呪力を、無にはできない。


　しかし、一言主の呪力が残る以上、この悲劇には終わりがない。


　どれだけ引き継つごうと、どれだけ封ふうじようと、恨うらみは恨みを呼び、いつか今回のような哀かなしみをつくりあげるだろう。


　だから、いつきはその力を使って、まったく新しい霊脈レイラインをつくりあげたのだ。


（それなら……）


　それなら、呪波汚お染せんとはならない。


　既き存そんの霊脈レイラインに一言主を棄すてたなら、その呪力は溢あふれ出す。


　しかし、霊脈レイライン自体を新しくつくったなら、溢れ出す心配はない。


　そして、そういう霊脈レイラインは、ゆっくりと土地の人々の影えい響きようを受ける。優やさしさも喜びも、悲しさも怒いかりも受けて、成長していく。


　いつきは、布留部市で、そういう〈竜りゆう〉を視みているのだ。


　そのために、三つの魔法を融ゆう合ごうさせた。





　──繭の外と内の空間をつなぎ。


　──アスモダイの呪力で、『影』の呪力を封じ込め。


　──式しき猫ねこたちの巨きよ大だいな魔法円をもって、その呪力を新しい霊脈レイラインへと導いた。





（……自分の力じゃ、ないなあ）


　恥はずかしく思って、いつきは顔を伏ふせた。


　どこまでいっても、伊庭いつきは他人の力を借りっぱなしである。穂波にも、アディリシアにも、猫屋敷にも限界以上を要求して、それに応こたえてもらっただけ。


　これでは、他人に合わせる顔なんてないというものだろう。


「…………」


　同時に、鈴香は、驚きよう愕がくを飲み込むので必死だった。


　一応、そういう術式も、古い魔術には存在する。


　一国の首都をつくる際、近くにある霊脈レイラインを誘ゆう導どうしたり、つくりかえたりすることは、いくつかの時代においての基本事じ項こうでもある。


　だが、儀ぎ式しきも時間もなく、たった数人で行うことなどありえない。


　それは、一瞬でダムをつくることにも等しいからだ。


「お前は……」


　言いかけた鈴香に、


「弓鶴さんを……どうするんです？」


　と、いつきが訊きいた。


「新しい霊脈レイラインには、守護者が必要です」


「それには……一度なりとも、あの恨みに同化していた弓鶴がふさわしい……か？」


　先に言われて、いつきが言葉を失った。


　その様子を、つまらなそうに鈴香が見み据すえる。


「小こ癪しやくなことをするな、〈アストラル〉の二代目」


「す、すいません」


　思わず、いつきは頭を下げる。なんとか、弓鶴への処しよ罰ばつを軽くしてもらおうという、その企たくらみがあっさりと見み透すかされたからだった。


「まあ、良いさ。一言主の加護はみかんにも香にも引き継がれなかったが、代わりに霊脈レイラインひとつなら、取引としては悪くない」


「は、はい」


　また、見透かされた。


　何重にも恥ずかしくなって、力の入らぬ身体からだで、少年が頰を火ほ照てらせる。


　──と、


「お兄ちゃん社長！　あれ！」


　突とつ然ぜん、みかんがあらぬ方向を指さした。


　全員が、そちらを振ふり向いた。





　ほう、ほう





　と、何かが生まれていた。


　鬼おに火びであった。


　山の下方に、赤い鬼火が連なっていたのだ。


　しかし、ここにいる魔ま法ほう使つかいたちには、その鬼火が別のものに見えた。


「百ひや鬼つき夜や行こう……」


　と、穂波が口にした。


　百を超こえる数の、仮面の鬼たち。


　その鬼たちが、千の死し霊りようを、万の怨おん念ねんを連れていく。


　新しい霊脈レイラインに沿って、ゆるゆると舞まい踊おどりながら、嬉うれしそうに消えていく。


　一ひと言こと主ぬしの眷けん属ぞくが、小こ躍おどりしながら、歓かん喜きしながら、消えていく。


　百鬼夜行が、過ぎていく。





　それは、最後にいつきが葛城の地で見た、ひどく美しい眺ながめであった。




終章










　数日後の、布ふ留る部べ市。





　冬の寒さもゆるみはじめた、休日の午後であった。


　曇くもり空から陽光が斜ななめに差し込み、ビルの谷間にある屋や敷しきにも、かろうじてその恩おん恵けいが届いていた。


　前庭や裏庭の、日本では見慣れない植物たちが、その光に身をもたげつつある。早春の訪おとずれを、彼らはその身で知るのだった。


〈アストラル〉の屋敷である。


　その内側のデスクから、引き裂さかれるような悲鳴があがった。


「──痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛いっ！」


　床ゆかを転げ回る、少年の姿。


　顔面を押さえた両手さえも痛々しい。ガチガチと歯が嚙かみ合ってないあたり、どれだけ痛いのかと見るものを青ざめさせる惨さん状じようだ。


　が、悪魔は、その様子にも満足しなかったらしい。


「これぐらい我が慢まんしっ！」


　ぴしい、と容よう赦しやない一声。


　ついで、厳しく頭を押さえつけられる。


　華きや奢しやといってもいい白くて細い腕うでなのに、少年の頭をロックして離はなさなかった。


　穂ほ波なみであった。


　もう片方の手のひらには、怪あやしげな色合いをした軟なん膏こうが載のっていた。


　ケルト魔術特製の秘薬である。


「で、でもっ……それっ……メチャクチャ染しみて痛いっ……」


　息も絶え絶えに、いつきが訴うつたえる。


「仕方ないやろ。今回、あれだけ強きよう烈れつな呪じゆ波は汚お染せんに晒さらされ続けたんやから！　後こう遺い症しようを避さけるためにも、一週間ぐらいは軟膏と飲み薬の併へい用ようがいるって何度も説明したやろ」


「ううう……」


　涙なみだ目めで、いつきが言葉に詰つまる。


　納なつ得とくしていないわけではない。


　しかし、あまりの痛みに軟膏は少量で抑おさえていたところを、この昼になって穂波に発見された末路が──この結果というわけである。


　さすがに、女の子に睨にらまれたまま、薬を塗ぬられるのでは情けなさすぎるだろう。


「じゃ、じゃあ自分で……」


　おそるおそる手を伸のばしたところで、いつきが動きを止めた。


　これは、ひどく真しん剣けんな顔で、穂波がこちらを見つめていたのである。


「社長。──目、ホントに大だい丈じよう夫ぶなん？」


「うん。今回は……わりと」


　眼帯を撫なでて、いつきは自信なげにうなずいた。


　いつも、妖精眼グラム・サイトを使った直後は昏こん倒とうしていた。今回も、結局あの後は疲ひ労ろうで気絶していたのだが──右半身が麻ま痺ひしたり、一時間に一度耐たえがたい激痛が襲おそったり、そういうことは無かったのである。


　理由は、分からない。


　だけど、はじめてこの目を『使えた』という気が、いつきにはしていた。


「…………」


　穂波は、じっと、その少年を見つめていた。


「穂波？」


「う、ううん。そやったら、痛まないように配合変えるから、それで我慢し」


　手のひらですくった軟膏に、あらかじめ用意してあった別の薬をまぜる。


　少し効力が落ちるのだが、そこは塗り方でカバーしよう。人差し指と中指で少量とって、少年の頰ほおに塗りつけた。


「どない？」


「す、少しまし……かも」


　ひきつった顔で、少年が答える。


　歪ゆがむ少年の顔は痛々しかったが、ここは非情に徹てつさねばなるまい。


「じゃあ、さっさと塗るから、そこに正座」


「は、はい」


　素す直なおに正座したいつきの顔に、穂波は丁てい寧ねいに軟膏を塗り始めた。


「…………」


　思い出す。


（……いっちゃんは、頑がん張ばってるんやね）


　この少年は、確実に成長している。


　社長として。


〈アストラル〉の一員として。


　右目から逃にげなくなったのも、その結果のひとつでしかない。


　いつからだろう。


　この会社に入って以来、いつきに社長業や魔法使いのことを教えてきたのは自分だ。だから、自分はずっとそういう風に、いつきへ対してきた。


　いつ、立場は逆転したのだろう。


　どうして、男の子は、あっという間に成長してしまうのだろう。


　それを思うと、穂波の胸は言いしれないさざ波に震ふるえた。自分でも、理由も正体も分からない気持ちだった。


（本当に？）


　穂波は、問いかける。


　いいや、問いかけているのは、もうひとりの冷静な自分か。


（本当に、分からない？）


　あのとき、だいだらに向かって走っていたときも思った。


　この少年が自分をおいてけぼりにして成長していると、そう実感したときの気持ち。


　寂さびしいような、胸の苦しいような、不思議な気持ち。


（あたしは……）


　思う内に、少女の唇くちびるが、昔のあだ名を呼んでいた。


「……いっちゃん」


「痛たたたた……え。何？」


　激痛をこらえ、きょとんといつきが目を瞬またたく。


　その少年もまた、少女の雰ふん囲い気きに何かを察したのか、五体を緊きん張ちようさせて固まった。


「あ、その……」


　つい、言い訳しそうになって、穂波は口ごもる。


　勇気が、欲しい。


　ほんの一言、踏ふみ出すだけの勇気が。


　この少年の十分の一にも満たない、ちっぽけな勇気が。


「あたしは……いっちゃんのこと……」


　そう、言いかけたときだった。





　ＰＲＲＲＲＲ……





　いつきの胸むな元もとで、携けい帯たいが鳴ったのである。


「あ、ご、ごめん」


　慌あわてていつきが携帯を持ち上げる。


　通話ボタンを押した途と端たん、


『いつき兄さん！』


　と、怒ど鳴なり声が鼓こ膜まくをつんざいた。


「わ、勇ゆう花か！」


　ニューヨークに住んでいる義妹いもうとである。


　本来いつきが戸こ籍せきを移していないため、厳密には血けつ縁えん関係にない。が、小さい頃ころより「あたしは兄さんの妹なんだから」と、どうしても譲ゆずらないのだった。


「ど、ど、どうしたの……？」


『今度の春休み、こっちニユーヨークに来ないってどういうこと?!』


　いきなり、単刀直入に勇花が突つき刺さした。


　それはもう、下手な言い訳など断固許さぬという、激情に満ち満ちた言葉だった。ゆえに、いつきも正直に理由を話さざるを得なかった。


「いやその……出席日数が足りなくて、補習が……」


『……出席日数？　兄さん、今年は入院とか多かったの知ってるけど、ギリギリ足りそうとか言ってなかった？』


「いや、その、この数日ちょっと……いろいろあって……」


『ふうん。可愛かわいい妹を放ほうっておくようなことが？』


　実に冷たく、勇花が切り捨てる。


　無論、いつきがまともに答えられるはずもない。


「だから、いや、その、だから……」


「……やれやれや」


　どんどん、しどろもどろになる少年に、小さく穂波がため息をついた。


　少しだけ、ほっとしたように。


　少しだけ、残念そうに。


「……いっちゃんやなあ」


　そして、いつきの言ったこの数日のことを、思い返したのだった。





　　　＊





　あの後、数日、いつきたちは葛かつら城ぎの屋や敷しきに滞たい在ざいしていた。


　事件の後始末のためである。


　いつきがつくった新しい霊脈レイライン、不完全に終わった祭り、傷を負った術者たちの治ち療りよう、〈協会〉への報告など、問題は山積みだった。


　かろうじて、〈螺旋なる蛇オピオン〉の件だけは、弓ゆ鶴づるが手ほどきを受けただけで〈螺旋なる蛇オピオン〉への参入はしていないという事情から、〈協会〉に見み逃のがされたらしい。おそらく、〈協会〉における葛城家の立場や、今回の事件による波は及きゆう効果への恐おそれなども絡からんでいるのだろうが、詳くわしいことは分からない。


　──ただし。


　意識を取り戻もどした弓鶴は、事情を聞いた後、ずっと口を利きかなかった。


　彼なりに思うところがあったのだろう。


　屋敷の一室に軟なん禁きんされたまま、若者は薄うす闇やみに同化しているきりだった。


「あいつには、俺らがいろいろ甘えすぎたんだ」


　と言ったのは、辰たつ巳みである。


　この巨きよ漢かんも、後始末に奔ほん走そうしていた。


　香かおりとみかんにこれ以上重荷を背負わせぬよう、主立った重じゆう鎮ちんに説得を繰くり返した。不ふ干かん渉しようを通そうとする鈴すず香かも引っ張り出し、半ば強ごう引いんに、少女たちの一定の自由を確保したものである。


　いつきや穂波たちの仕事は、もっぱらそういった件のサポートだった。特に、猫ねこ屋や敷しきと穂波は新しい霊脈レイラインの観測結果や、弓鶴を将来の管理者と仮定した管理計画についてなど、詳しよう細さいなレポートを要求されることになっていた。


　そうやって、あらかたが終わった夕方だった。


　先に帰き還かんすることになったいつきたちへ、座敷の向こうから、ぽそりと呟つぶやきがこぼれたのだった。


「……余計なことをしてくれましたね」


　弓鶴の、声。


　障子越ごしの、静かな一言だった。


　その一言に、いろんなものが詰つまっていた。


　多分、この三年間思い悩なやんでいた、橘たちばな弓鶴のありとあらゆるものが、そこに結けつ晶しようしたものだろう。


「…………」


　何も言い返せず、いつきは硬こう直ちよくした。


　仕方ないと、思ったからだ。


　新しい霊脈レイラインのことも、その管理者に弓鶴を指名したことも、結局、自分のわがままでやったことに変わりはない。


　誰だれかを救えるようになんて、そんな願い自体がただの欺ぎ瞞まんだろう。


「じゃが、弓鶴──」


　代わりに、香が口を挟はさみかけて、続きがあった。





「……でも、ありがとうございます」





　座敷の中で、そう、弓鶴は言い残したのだった。





　　　＊





　黒くろ羽はまなみは、久々にメイド服で武装していた。


　武装である。


　エプロンドレスを纏まとい、クイックルワイパーを握にぎりしめた姿は、歴史上の豪ごう傑けつにも劣おとるまい。


　騒霊現象ポルターガイストで、羽ばたきや雑ぞう巾きんの群れが宙に浮うかび、瞬またたく間に〈アストラル〉の屋敷を掃そう除じしていく。それらに指示を下す幽ゆう霊れい少女は、あたかも不思議の国の女王とも見えた。


　ついで、顔面を押さえてうずくまっていた社長に対し、


「……いつきくん、手伝ってもらえないなら、どいてもらえますか？」


　ややも冷ややかに言い捨てる。


「ああ、はい！　はい！　手伝います！」


「……何を手伝ってくれるんですか？」


「えと、その、な、なんでも！」


「じゃあ、そこに散らかってる本を片づけてくれます？」


　軟なん膏こうを塗ぬられた痛みも忘れ、いつきは立ち上がった。


　逆らうわけにはいかなかった。


　あの事件以来、どうも黒羽はご機き嫌げん斜ななめだったのだ。


　それも、実に分かりにくい不機嫌なのである。出される紅茶は少しだけ渋しぶく、視線はほんのりと冷たい。指し摘てきするにも二の足を踏ふんでしまうような、なんとも微び妙みようなさじ加減。


　あわてて本を書しよ棚だなに差し入れていると、玄げん関かんの扉とびらが開いた。


「ん、どないしたん？」


「なんだか、騒そう々ぞうしいですわね」


　庭に出ていた穂波が、アディリシアを伴ともなって戻もどってきたのだ。


　意外な登場に、いつきも目を丸くした。


「アディリシアさん、どうして……」


「だって、今日なんでしょう？　こちらもなんとか事後処理を済ませましたもの」


　優ゆう雅がに、アディリシアは微笑ほほえんでみせる。


〈ゲーティア〉も、今回の葛城家の後始末に一役買ったのだ。


　ただ、こちらは〈協会〉内での擁よう護ごや政治的な融ゆう通ずうなど、葛城家に恩を売るという形に落ち着いたらしい。〈ゲーティア〉としては、ひさしぶりに名めい誉よ挽ばん回かいと相成ったようで、ダフネがちょっぴり嬉うれしそうにしていたのを、いつきは覚えている。


　同時に、少し安心した。


　黒羽も、お客が来たのなら、機嫌を直すだろうと思ったのだ。


　しかし、あにはからんや、アディリシアの来訪から、ますます黒羽の様子はおかしくなったのである。


　羽ばたきは皿を落とし、雑巾は机にぶつかってひっくり返す。明らかに全然関係ない騒霊現象ポルターガイストが働いて、ついにはさっきいつきが本をしまった書棚まで横転させる始末である。


「どしたん、まなちゃん？」


　これは穂波が心配そうに訊きいた。


「ご、ごめんなさい！　ななな、なんでもないです！」


「なんでもないって、それはないやろ。帰ってきてから、ちょっと様子が変やったし」


「…………」


　すると、黒羽は観念したようにうつむいた。


　メイド服のエプロンを握りしめ、かああっと耳までも真っ赤に染めながら、こう告白したのだ。


「だって、アディリシアさん……祭りの最後のとき……いつきくんとあんな……」


「え？」


　すると、アディリシアも硬直した。


「あ、あれは……！」


　さらに連れん鎖さ的に、穂波までも目を細めていつきを見やる。


「あたし、よく見てなかったけど……アスモダイを喚かん起きしたとき……なんかあったん？」


「え、あのときって……僕もよく覚えてないんだけど……」


　きょとん、といつきは首を傾かしげた。


「お、覚えてないですって！」


　激げつ昂こうして、アディリシアが声を張りあげる。


　金色きんの髪かみがあわせて波打ち、少女の怒いかりをこれ以上なく彩いろどった。


「あなた、あんなものを私に飲ませておいて、どういうことですの?!」


　その発言に、いつきが目を剝むいた。


「あ、あんなもの?!」


「で、ですから、アスモダイのときの糸パスをつなぐ必要で……！」


「え、じゃ、じゃあ前みたいにアディリシアさんの血を……」


「それとは、逆で──！」





「「前っ?!」」





　今度は穂波と黒羽が、ふたりして振ふり返る。


「ちょ、アディ！　今のはどういうこと！」


「いつきくん！　今のって──！」


「「…………！」」


　いつきとアディリシアもまた、ふたりして顔を見合わせ、一いつ瞬しゆんで脳天まで沸ふつ騰とうさせる。


　が、赤くなりながらも、アディリシアは鼻を鳴らしたのだ。


「……どういうことだと思います、ホナミ？」


　明らかに虚きよ勢せい丸出しなのだが、効果は満点だった。


　みるみる穂波の呼吸が止まる。


　黒羽の瞳ひとみが、あっという間に涙なみだぐむ。


「いっちゃん！」


「いつきくん！」


「ええと、違ちがう！　多分違う！　よく分からないけど、想像されてるのとは絶対違うから！　というか、何言ってるの、アディリシアさん！」


　悲鳴をあげて、いつきが抗こう議ぎした。


　その悲ひ壮そうな顔に打たれたのか、アディリシアはがっくり肩かたを落とした。


「……いい返事だと思いましたのに」


　と、呟つぶやく。


　一瞬で広がる、妙な安あん堵ど。


　なんとか、それに乗っかるようにして、いつきは本題を持ち上げた。


「そ、それより掃そう除じ！　掃除！　まだ途と中ちゆうでしょ！」


「まあ、それは大事やね」


　仕方なさそうに、穂波が結論する。


「……後で、じっくり訊かせてもらうけど」


「そ、そのときは是ぜ非ひ一いつ緒しよに！」


　黒羽まで拳こぶしを握にぎって、ガッツポーズをとる。


「…………」


　なぜだか、いつきは、今回の事件のいつよりも強きよう烈れつな恐きよう怖ふにとらわれたのだった。


　そして、皆みなが改めての大掃除に取りかかった。





　　　＊





　屋や敷しきから少し離はなれた場所に、ふたつの人ひと影かげがあった。


　竜りゆう蓮れん寺じそばの、小さな丘おかである。市街の半分を見み渡わたせる丘は、古くからの市民だけが知る場所であり、市街で最も夕ゆう陽ひの美しいところでもあった。


　まだ、夕暮れには遠い。


　ほかに人気もない丘で、片方の人影が訊きいた。


「顔を出さないんですか？」


「俺が出してどうする」


　石動いするぎ圭けいだった。


　いつものタイトなジャケットを着込み、視線もあわせずに言う。


　影かげ崎ざきは、肩をすくめた。


「そうですか。いえ、みかんさんと弓鶴さんにはずいぶん共感していたようでしたから」


　それから、もう一言、付け加える。


「てっきり、ここを待ち合わせに使ったのは、〈アストラル〉の屋敷が見える場所だからだと思いましたが？」


「…………」


　圭は、答えなかった。


　影崎が、薄うすっぺらく笑う。


「同じ境きよう遇ぐうだと、思いましたか？」


「…………」


　血統がないから、猫屋敷に届かない自分。


　才能がないから、姉の香に向き合えなかったみかん。


　そして、その姉し妹まいの両方を、誰だれより大事に思っていた弓鶴。


　大事に思っていたからこそ、どうしようもない破は滅めつを選びかけた、その魂たましい。


　どこまでもねじれた想おもいと想い。


　あるいは、それは誰かに似ていたのかもしれない。


「関係ない」


　かぶりを振ふって、圭は口にする。


「……さっさと次の仕事をよこせ。どうせ、俺みたいなはぐれ者を使う事件は、〈協会〉にありあまってるんだろ」


「まあ、それぐらいは」


　手をあげて、影崎が肯こう定ていする。


「結局、今回、〈螺旋なる蛇オピオン〉について言えば、蜥蜴とかげの尻尾しつぽ切りで終わったような状態ですしね」


「……ああ」


　影崎の補足に、圭は舌打ちした。


　弓鶴の件は、彼個人の暴走でしかなかった。


　だが、その過程において、〈螺旋なる蛇オピオン〉のガラが介かい入にゆうし、一ひと言こと主ぬしの一部を採取したことは確かめられている。


　鬼おに神がみの採取。


　それが、真っ当なことに使われるとは考えがたい。〈協会〉としても、今後ますます警けい戒かいを強めることになるだろう。あるいは、ふたつの組織が正面きって争う、その契けい機きとなる可能性すらあった。


　魔ま法ほう使つかい同士の死し闘とうが、始まる可能性も、また。


「ふん」


　くだらなそうに、圭が唇くちびるを歪ゆがめた。


　それから一度だけ、街の方を振り返った。


　ほんの少しだけ、優しく目を細め、こう呟つぶやいたのだ。


「──ちょうど今、本当の待ち人が帰ったみたいだな」


〈アストラル〉事務所の、方角だった。





　　　＊





「えっと、どっちが扉とびら開けよっか？　あたし？　それとも……」


「ふむ。なかなか迷いどころですね」


　そのふたりは、〈アストラル〉の玄げん関かん前で立ち止まっていた。


　どちらも、どことなくそわそわとしている。特に幼い少女は、巫女みこ装しよう束ぞくと両足をばたばたさせて、興奮を表現していた。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～あ」


　もう片方の青年の肩かたや足元で、四匹ひきの猫ねこも落ちつかなげに鳴く。


「はいはい、分かりましたよ。玄げん武ぶ、白びやつ虎こ、青せい龍りゆう、朱す雀ざく」


　その名を呼んで、青年は少女に提案した。


「じゃあ、ふたりいっぺんにということで」


「う、うん！」


　こくこくと、少女がうなずく。


　ちっちゃな手がまずノブを握にぎり、それを包むように青年の手が握った。


「「せーの！」」


　きい、と扉が開く。


　途と端たん、パーン、と激しい音がふたりを出で迎むかえた。





「「「「お帰りなさい！」」」」





「ふわっ！」


「おおっ？」


　ふたりとも、驚きよう愕がくに瞬まばたきする。


　すぐに、今の祝福と、屋内の光景に気が付いた。


「わあああ！　何、これ！　すごいすごいすっご────い！　綺き麗れい綺麗綺麗！　まるで王様の家みたい！」


「これは……ありがとうございます」


　少女は感激を隠かくさず、青年も珍めずらしく素す直なおに礼を告げた。


　そよ風とともに香かおるのは、爽さわやかなハーブの匂におい。


　数あるデスクは顔が映り込むほど磨みがき抜ぬかれ、古びた暖だん炉ろも煤すすひとつ残っていなかった。傾かたむきつつあったシーリングファンだって固定具ごと付け直され、いっそシャンデリアのごとくきらびやかに光を反射していた。


　ふたりを歓かん迎げいすべく、鮮あざやかなまでに清せい掃そうされた〈アストラル〉事務所。


　そして、その奥で、四人が笑っていたのだ。


　伊い庭ばいつき。


　穂波・高たか瀬せ・アンブラー。


　アディリシア・レン・メイザース。


　黒羽まなみ。


　皆みなが、鳴らしたばかりのクラッカーを手に持ち──あるいは騒霊現象ポルターガイストで浮うかばせ──天てん井じようの横断幕に書かれた言葉を、もう一度、口にしたのだった。





「──お帰りなさい、猫屋敷さん、みかんちゃん！」





　そして。


　ただいまの声とともに、ふたりの魔法使いは、笑え顔がおでこの居場所へと帰き還かんしたのだった。







〈了〉　







　あとがき







　二ヶ月連続刊行──ということで、今回ばかりはあまりお待たせせずに、レンタルマギカをお届けできたんじゃないでしょうか（だといいなあ）。


　上下分冊したわりに、あまり薄うすくならなかったというか、下巻だけでレンタルマギカの最大ページ数を更こう新しんしてしまいました。書いている僕の方も、「終わらない終わらない」言いながら、キーボードを打っていた覚えがあります。後、六十ページぐらいかなあと思ってからが本当に長かったのですよ。その分、皆みなさんにたっぷり楽しんでいただければいいのですが。





　上巻のあとがきでも少し触ふれましたが、今回のレンタルマギカは、初めて執しつ筆ぴつ前に取材旅行を敢かん行こうしました。旅行の計画を話したのが去年の十二月頃ころで、実際に旅行したのが三月頃、発売の時期を考えると丸一年がかりの本だったことになります。


　いいえ。


　鬼おにの話を書く際は取材旅行をしようと、そう決めた時期からなら丸二年ほどになります。


　家のすぐ近くに、神戸市でも有数の大きな神社があったせいでしょうか。古い日本を思わせる品に、僕は昔から目がありませんでした。飽あきっぽいくせに、能面や祭りの道具は何時間も見ていて飽きなかったものです。


　神や鬼やまつろわぬもの、そういった何かに僕は焦こがれてやみません。


　では、そんな鬼と魔ま法ほう使つかいが出会ったとき、どうなるか。


　これは、そういう物語です。





　最後に、取材場所を綿密に調べてレジュメまでつくってくださった三輪清宗さん、旅行中のイメージを見事にイラストにしてくださったpakoさん、すれすれのスケジュールをなんとか都合してくださった（そしてついに髪かみの毛とおさらばした）担当の難波江さんに、感謝を捧ささげます。


　また、次の物語でお会いしましょう。


　多分、結構早くに再会できるかと思います。





　　二○○六年十一月




白洲正子の『お能の見方』を読みながら　　







ＰＳ．もし感想などありましたら、奥付の角川スニーカー文庫編集部まで送ってくださると嬉うれしいです。




レンタルマギカ


鬼おにの祭まつりと魔ま法ほう使つかい（下）





三さん田だ　誠まこと









角川スニーカー文庫


平成20年12月1日　発行


発行者　新名　新


発行所　株式会社角川書店


〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3


http://www.kadokawa.co.jp/


(C) Makoto SANDA 2008


本電子書籍は下記にもとづいて制作しました


角川スニーカー文庫『レンタルマギカ　鬼の祭りと魔法使い（下）』平成18年12月1日初版発行


平成19年11月10日9版発行




[image: ]

OEBPS/images/KUCHIE-0002.jpg
y A

L osEobTs, —BRASERO . L=
DOHMEDER . BORLMHIHLT, BRI
DEVRDRDIZN T SRS HEE FRELVS.

AMY-Z2OWRIEHO TR, OMMEGALE LD
PIREL B 3BT T, RBMMA BEGEIREE TS,

FRE
A






OEBPS/images/CHARACTERS.jpg
ROSRSrD  HEo UM
420 HROY

SOHERDOWVISRL G






OEBPS/images/P229.jpg





OEBPS/images/KUCHIE-0003.jpg





OEBPS/images/KUCHIE-0001.jpg





OEBPS/images/KGX00316_C.jpg
ANR=—H—E





OEBPS/images/P067.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P317.jpg





OEBPS/images/P095.jpg





OEBPS/images/P171.jpg





